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　この機会を逃せば一生後悔することになる。

　ただそれだけの思いで私エステル・グレイシスは、少し前に足を踏み入れたばかりの邸を勝手に歩き回って、目的の場所にたどり着いた。時刻はすでに午前零時をすぎ、深夜の邸内は自身の鼓動以外何も聞こえないほどに静まり返っている。

　目の前の扉が実に重々しく感じられるのは扉の先にいる人物が私の訪問を快く受け入れるはずもないことを理解しているからだろうか。──しかしたとえそうであったとしても、道を引き返すことはできない。

　少し前にシャワーを浴びて濡れた髪の先からぽたりと水滴が滴り落ち、廊下の絨毯に小さなシミを作る。その様子をしばらくぼんやりと眺め、やがて冷たい扉を三度ノックした。

「……入れ」

　扉の先から、低く腹に響くような声音が聞こえてくる。その声の主はまさか扉の前に立っているのが私だとは思ってもいないだろう。だがその方が好都合だ。

「失礼します」

　震える指先を叱咤するようにドアノブを握りしめながらつぶやき、間髪を入れずに力を込める。そうするとあれほど重々しく見えていた扉があっさりと開かれた。

　視界の中心に邸の主──カーティス・メルキオールの姿が映り込む。その人は今しがたまで任務に関する書類に目を通していたのだろう。珍しく眼鏡をかけた姿で椅子に腰かけ、呆然とこちらを見上げていた。

　青みがかった銀髪がランプの光を反射させ、煌めいている。深いブルーの瞳もどこまでも理知的で、見つめられれば誰もが呼吸を忘れるほど美しい。目も鼻も唇も、彼の顔に配置されたすべての器官は腕のよい彫刻職人によって精巧に作り上げられた傑作のように寸分の狂いもなく適切な位置に適切な形で存在している。

　彼の顔立ちは美の女神さえも霞んでしまうほど優美で神々しいが、一方で彼の体は騎士らしくたくましく鍛え上げられ、野性的な魅力を感じさせる。彼のこの静謐な理知性と生命力溢れる荒々しさは密かに乙女の心を奪い続けていることだろう。

　しかし彼は今深いブルーの瞳を限界まで見開いて私を見上げていた。これほどまでに無防備な表情を見せることは滅多にないが、驚くのも無理はない。

　何せ私たちはまともに顔を合わせること自体が久しぶりなのだ。

「……なぜここに、……いや、なぜそのような格好で」

　彼は至極まっとうな質問を投げかけながらすっくと立ち上がり、こちらへ歩み寄った。私の目の前に立つ頃には動揺の表情は綺麗にかき消され、冷ややかな視線が浴びせられる。

　襟首の詰まったシャツに黒いスラックスを履いている彼とは真逆に、私は白いバスローブだけを纏い、長いブロンドの毛先からは水滴が滴り落ちている。彼の冷えきった瞳に映る私の淡い水色の瞳も心なしかしっとりと濡れ光っているように見えた。

　私の存在が彼に歓迎されないのはずっと昔からよく理解している。ゆえに三日前までの私であれば、間違いなく彼の冷ややかな視線に耐えかねて何も言い出せずこの場を立ち去っていただろう。そもそもこの邸に来ることすらできなかったはずだ。しかし──。

「聖女様？」

　何も言わずに黙り込む私に、再度感情の見えない冷ややかな声がかけられる。

　このような夜にも、彼は私を昔のようには呼んでくれないようだ。思わず自嘲しかけた胸の内をかき消し、覚悟を決めた。ゆっくりと、どこまでも青く透き通った瞳を見上げて口を開く。

「メルキオール卿」

　呼び慣れない家名で彼を呼び、彼の眉がぴくりと反応するのを見ながらもう一度口を開き直す。

　いつ、どこで間違ってしまったのか。答え合わせをしている時間はなくなってしまった。ひっそりと彼の活躍を遠くから見つめていることも彼との仲を修復することも、思いを伝えて通じ合わせることもすべてできなくなってしまった。だからと言ってこのような暴挙に出ることが到底許されないのはよくわかっている。今まで以上に嫌われてしまう可能性も高い。しかしどうしても私はこの機会を逃したくなかった。

　一週間後、私の命は消えてしまうらしい。それならば──。

「お願いがあるのです」

　どうせ死にゆく運命であるのならば、最後に一度だけでも恋しい人に触れてみたいと思うのはおかしなことだろうか。

　私の言葉に答えようと薄く唇を開きかけた彼の体に飛び込むように抱き着いて、拒絶される前にもう一度声を上げた。

「私を抱いてくださいませんか」

　彼の部屋の窓には激しく雨粒が叩きつけられていた。外は相変わらず酷い雨のようだ。──そういえば三日前のあの日も雨が降りしきっていた。




　返事のない彼から意識をそらすように、私は三日前から今日までのことを思い浮かべた。
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「聖女よ。その力を示しこの者の傷を癒せ」

　低くしゃがれた声で淡々と命じられる言葉に反論することなく頭を下げ、腕を押さえる騎士のもとへ歩み寄る。煌びやかな徽章がいくつも輝く騎士は痛みに顔を顰め、頻りに声を上げて騒ぎ立てていた。しかしその腕の傷は彼の後ろに控える幾多の騎士たちのものよりもよほど軽傷に見える。

「おお、聖女よ。早く治してくれ」

　私が目の前に立つと男はあからさまに表情を変え、脂汗をかきながら下卑た笑みを浮かべた。その表情を努めて記憶から消し去り、彼の騎士らしからぬでっぷりと太った腕に触れる。

　心臓から指先へと力を流し込むように強く念じると、患部に触れる手のひらに柔らかな熱を感じた。

「……っ、素晴らしい力だ！」

　目を閉じて力を込め続けると、すぐ近くから興奮しきった声が聞こえてきた。どうやらつつがなく治癒し終えることができたようだ。人知れず安堵の息を飲み込みつつ指先から力を抜くが、その手を今しがたまで脂汗を浮かべていた男に突然掴み上げられた。骨が軋むような痛みに見舞われ思わず顔を顰めるも男の行いを止められる者はここにはただ一人しかおらず、しかもその者は決してこの暴挙を諫めようとはしない。

「っ、陛下！　他の騎士様にも、聖力を使ってよろしいのでしょうか」

　男の舐めるような視線から逃げるように声を上げ、縋る思いで陛下を見上げる。──もう何度このやりとりを繰り返しているだろうか。

　声をかけておきながら私はすでに彼の答えを知っている。それでもなお、この言葉を問うことをやめたくなかった。

「必要ない。お前は余の命令だけに応えておればよい。近衛、聖女を礼拝堂へ送ってやれ」

　この返答に打ちのめされるのは何度目だろうか。無言の近衛騎士に近寄られ何も言い出せずに立ち上がる。この場にいるすべての騎士がこの国の王の暴虐にただひたすら耐え続けている。ここで私が癇癪を起こして近衛騎士の手を煩わせれば、翌日首が飛ぶのは私ではなく近衛騎士だ。噛みしめた唇が切れたのか、口内に血の味が広がる。

　結局何も言い出せずに最上級の礼を取って謁見の間から出る寸前に視界に見えたのは、色を失くした瞳で虚空を見上げるぼろぼろの騎士たちの姿だった。




「聖女様、いけません……！　このようなことにお力を使っては……！」

「いいのです。さあこちらへ！　この時間なら陛下の目に留まることはありません。近衛騎士の皆様も、目を瞑ってくださるはず」

「ですが……、っ、ぅ……、聖女様が罰せられてしまいます……！」

　私がシルヴェスト王国の聖女と呼ばれるようになってから実に三年の月日が流れた。聖女とは国で最も強い聖力を持つ者のことを指し、聖力によって人の病や傷を癒すことができる存在だ。シルヴェスト王国では聖力を持つ人間が生まれると、貴賤を問わず修道院の中で無償で育てられることとなる。

　私はもともと捨てられた身であり、聖力がこの身に備わっていたのは実に幸運なことだった。物心がつく前から教会に奉仕し続け、聖力の豊富さを認められて十八歳で聖女に選ばれた。

　それからの三年間、私は欠かすことなく国王サミュエル・シルヴェストに命じられるとおりに聖女の務めを果たしている。

「構いませんわ。陛下は私が勅命にさえ従っていれば、どなたにこの力を使おうがお気になされませんもの」

　目の前にはしとどに濡れた格好のまま地べたに平伏した年若い騎士と、焦点の合わない目で私を見上げ、血に染まった脇腹を押さえる壮年の騎士がいる。いずれも少し前に陛下の命によって骨折を治した騎士よりも雄々しく猛々しい体格の戦士たちだ。一目で彼らこそが最前線で戦い続けているのがわかる。あの騎士の骨折を治した後、すぐに彼らのような重傷者に声をかけようとしていたのだが人目を盗んで接触するのにかなりの時間を要してしまった。曇天の空のせいで詳しい時刻を把握することはできないが、二時間は経過しただろうか。しかしようやく重傷者を秘密裏に連れ出すことができた。

　室内には血と雨の匂いが充満しており、窓に叩きつけられる雨音は強まるばかりでとても止みそうには見えなかった。

「聖女……っさ、ま……、っこのような……見、苦しい姿を、っお許し……っぐ」

　国境付近では今もなお隣国との小競り合いが続いており、時折こうして酷く負傷した騎士が王宮に運び込まれる。彼の軍服はすでに広範囲が血に染まり、あたり一面が血の匂いに支配されていた。

　どれほど勇敢な騎士であろうとも、陛下は自身の利になる者でなければ私の力を使うことを認めない。彼らもそのことはよく知っているだろう。この国の聖女とは国王の傀儡を意味している。そのような中でも彼らは私を聖女として敬い、騎士の礼を取ろうとしていた。

「あ……く、……っ」

　だが思うように体を動かすことができないのだろう。苦悶の表情を浮かべながらよろめく壮年の騎士を見ていられず、側に駆け寄って体を支えた。

「今お助けいたします。どうか私に身をゆだねてください」

　すでにこちらの声など聞こえていなさそうな騎士へと囁いて、傷口にそっと触れる。そうすると脂汗を浮かべながら膝をついていた騎士は青白くまばゆい光に包まれ、すぐに苦悶の表情を消した。

　彼は右脇腹を槍のようなもので貫かれていたらしい。もう少しここへ運ばれるのが遅れていれば助からなかったかもしれない。どれほどの聖力があったとしても、死者を蘇えらせることはできないのだ。

　ほっと小さく息を吐きつつ、穏やかに眠り始めたその人を確認し、顔を上げた。

「ブルックリン少佐……！　ああ、傷が、傷が治っている……！」

　歓喜の声を上げた騎士はおそらく壮年の騎士の部下だろう。終始平伏していたはずが、穏やかに眠り始めた上官の表情を見てへなへなとその場に座り込んでしまった。

　国境からここまでの道は決して平坦なものではない。彼らはその道を豪雨の中、馬を走らせてきた。おそらくこの壮年の騎士のように、謁見の間で治した男よりも大きな傷を負った騎士は多いだろう。そうだとわかっていても私が救うことができるのは、密かに接触することができたごく数人だけだった。

「傷は塞がっています。もう心配ありません」

「ああ、聖女様、このご恩をどのようにお返しすればよいのでしょうか……」

　彼も本来であれば、平民の私などよりずっと高貴な身分であるはずが、目の下にくっきりと隈を浮かべながらも躊躇うことなく首を垂れている。

「騎士様。お返しなんて、そのようなことをなさる必要はありません」

　この手で救える命が目の前にあれば、誰でも手を差し伸べようとするだろう。当然のことを行う私に恩義を感じる必要などない。そもそも私は私欲のために聖女となり、この位置を保つために聖力を使い続けている。こうして救うことができるのもごくわずかな人数であるのが実態だ。だが、私の心のうちなど知る由もない男は体を起こして立ち上がり、左胸に手をあてて私の顔を見つめた。

「なんと崇高なお方なのでしょうか。しかし軍人とは仁義を通すことを信条とする生き物なのです。何なりとお申し付けください」

　まっすぐで曇りない瞳に苦笑を飲み込み、やがて思いついたとおりに右手を差し出す。

「では握手をさせていただいてもよろしいですか？」

「握手……ですか？　聖女様が私などと？」

「ええ、それがお返しということで構いません」

　不可思議そうな目をしている騎士がおずおずと私の手に触れ「これでよろしいですか」とつぶやく。その手に聖力を流し込んですぐに放した。

「ありがとうございます。なんだか騎士様から力をいただけたような気がします。……どうかお元気で」

　微笑んで別れの挨拶を口にすると、男はようやく柔らかな笑みを浮かべてこう言った。

「むしろ私の方が、聖女様から力をいただいてしまったような気がしてなりませんね」

「ご冗談がお上手なのですね。……さあ、お行きください。このことが知れては私の首が飛んでしまいます」

　実際に首が飛ぶのはおそらく彼らの方だ。しかし、国防の要で奮闘する彼ら騎士が陛下に無断で聖女の力に救われたという事実を、この城の誰が陛下に進言するだろうか。誰もが本当は、私の力が適切に使われる日が来ることを切望している。

　たくましい二人の騎士が遠ざかっていくのを見つめながら、もう何度も思い返している過去の記憶に思いを馳せる。

『エステル、考え直せ。……君が傷つくだけだ』

　もう三年も前の記憶のはずが、どうしてか彼の悲痛な表情がこの胸に突き刺さって消えてくれない。




「なかなか勘のいい騎士でしたねえ」

　ブルックリン少佐とその部下が礼拝堂を出て扉が閉じられた瞬間右斜め後ろから、からかうような言葉が飛んできた。振り返り見るとその場には王宮魔道士のゼノ・グリードが立っている。

　ゼノは私が聖女に任命されるとともに聖女付きの魔導士に選出された男だ。魔導士と言えばどことなく気難しげなイメージがあり、その中でもさらに頭から足元までを黒いローブで覆い隠している彼は周囲からミステリアスな魔導士と思われている。しかし実際の彼は非常に明るく気安い性格だ。

「ゼノ様、見ていらっしゃったのですか？」

　笑みを浮かべながら私の前に立つゼノに向かって問うと、彼は強い魔力を持つ者の象徴である赤い瞳を眇めてあっさりと頷いた。

　黒いローブに覆い隠された彼の髪もまたオニキスのような漆黒であり、肌は不健康に思えるほど白い。王宮の魔導士ともなれば仕事はいくらでも降りかかってくるらしく、彼はほとんどの時間を王宮の一室で過ごしている。そのため日に焼ける暇もないそうだ。そのような中で、さらに聖女の体調管理を任される彼は多忙を極めている。

「ええ、まあ見ていたというか。この礼拝堂は常に丸見えですしね。……まったく。こんなところでは聖女様の気も休まらんでしょうに」

　ゼノは苦笑とも取れるような笑みを浮かべてぐるりと周囲を見渡し、大げさに肩を竦めた。

　彼の言うとおり、この場所は『聖女がすべての民のための存在である』ことを表すために全面がガラス張りになっている。

　聖女の仕事とは朝王宮が開かれる時刻から日暮れまでの時間をこの礼拝堂で過ごし、訪れる者の傷を癒すことである。そのため、私のすべての行動は常時周囲に筒抜けになっているのだ。

「もし仮に、どなたかが私が聖力を無断で使っているところを見ていたとしても、何も言わずにいてくだされば問題にはなりません」

「私が気にしているのは聖女様の慈愛の精神によって救われた騎士たちの処罰についてなどではありません。……聖女様がいつも周囲の視線を気にしながら生きなくてはならない立場に置かれていることを問題視しているのです。そもそも聖女様の力は有限で、常に休息が必要なのですからね？　しかもこのガラスは攻撃を受ければひとたまりもない」

　ゼノはたびたびこの礼拝堂の構造について不満を口にしているが、いくら全面がガラス張りになっていようとここは円を描くように建てられた王宮の中心部に位置し、周囲は高い城壁に囲まれている。そのため聖女に悪意を持つ何者かに侵入される可能性は極めて低い。さらに一歩礼拝堂の外に出れば陛下がいっとう大切にしている王宮庭園があり、陛下の私室もこの庭園の先にある。

　つまりこの場所は陛下が訪れる頻度が非常に高いため、警備は常に厳重になっているのだ。ゆえに、いくら民に広く開かれていることを示すために一面がガラス張りのデザインになっていようと、私の姿が見られるのは王宮で働くごく一部の者に限られている。

「王宮に仕官されている方々は皆様お忙しいでしょうし、誰も私のことなど気にされませんでしょう」

　王宮で働く人々は常に多忙だ。ゆえに毎日代わり映えのない私の姿を見ているような奇特な人はいない。明らかな事実を伝えたつもりが、ゼノはしばらく不服そうに眉を寄せ、やがて肩を竦めながらも軽い調子の言葉を返してきた。

「いやいや、まさか。聖女様の手がブルックリン少佐の血に塗れているのを見てしまったら、気にせず仕事をしていることなんてできませんよ」

　茶化すように話しているが、これが彼なりのお咎めの言葉であることはこの三年間でよく理解している。にっこりと微笑みながら白いハンカチを差し出され、遠慮することもできずに受け取った。

　話しかけられた瞬間に予測していたことではあるが、私が彼への断りなく重傷者に聖力を使う場面はしっかり見られていたらしい。

「では今日のゼノ様は窓の外を眺められるほど余裕がおありでしたのね」

　咎められていることに気付きつつ冗談を口にすると、聡明な魔道士は綺麗に笑みを作った。彼は美しく微笑む時ほど機嫌を損ねていることが多い。

　どうやら、今日はしっかり釘を刺すつもりでここに来たようだ。

「窓の先に美しい女性が立っていれば男は目を奪われるものですよ。その人が、約束を破って秘密で公務に当たっていればなおさら」

「ゼノ様をお呼びしている時間もなかったのです」

「……まったく。聖女様も私のように、もう少し肩の力を抜いて公務に当たればよろしいでしょうに。傷ついた戦士を癒そうとするお気持ちは理解できますよ。ただ、それで聖女様が倒れては本末転倒だ」

　言外に無理をしすぎていることを指摘されているのはよくわかっている。これまでにも何度も言われてきた指摘に返す言葉もなく、曖昧に笑みを浮かべてごまかしてみるが、ゼノは「そんな可愛い顔をしても騙されませんよ」と眉を吊り上げた。

　私の持つ聖力は、命を落としかけている人間に力を吹き込んでもなお有り余るほど潤沢であるわけではない。そしてそのことは私の体調管理を任されているゼノもよくよく理解している。聖女に任命されたての頃は特に聖力の枯渇を引き起こして倒れることが多かった。そのためゼノは常日頃私が力を使いすぎないように目を光らせている。

「……傀儡の聖女にできることは隠れて力を使うことくらいですから」

　結局いつものように言葉を返せば、ゼノはやはり仕方がなさそうにため息を吐いた。

「わかりました。ですが今日の公務はこれで終わりにしてください」

「ですがゼノ様、……まだ陽も落ちていないでしょう？」

「いえ、今日は終日休みにしてもよかったんですよ。なんせ雨で陽が昇っているかどうかもわからないんですから。『朝から日暮れまで』が聖女様の公務時間であるとすれば、太陽が見えない今日は終日休息日のはずです」

「そんなことを言ったら雨の日はすべてお休みになってしまいますわ」

「それくらいでいいんですよ。まったく。聖女様はこのところのご自身の働きを覚えていないんですか？　重傷者への施しが十日も続いている。ご自身の顔色を見てください。酷い顔だ」

　珍しく顔を顰めながら私の肩を掴んだゼノがガラスを鏡にして私を立たせる。

　雨粒に濡れたガラスには、胸元まで伸びたブロンドに淡い水色の瞳の女が立っている。その姿は確かにゼノに指摘されたとおり、いつもより数段顔色が悪そうにも見えた。白地に金色のラインが入ったワンピースタイプの修道着にはところどころ血が付着している。

「聖女様、今日は部屋に戻りましょう。場合によっては明日も休んでほしいくらいだ」

「ですが私は……」

　私は私欲のために聖女の立場を利用している。ただ一人の側にいるために、この立場を利用しているのだ。

　できることならばその人に軽蔑されることなくこの場に立っていたい。その思いだけで、どれほど苦しくとも力を使い続けている。

「……誰も聖女様のお姿を気にしないとお思いなら、一日くらい休息をとっても問題ないはずでしょう。それに力を使いすぎて倒れることがあれば、その方がよほどあの方を怒らせてしまうに決まっていますよ」

　ゼノは私が私欲のために聖女として公務を続けていることを知っている。そして彼の言葉のとおり、何度も倒れるたびに『あの方』の視線が冷たくなったのも確かだ。

　言葉に詰まって顔を見上げると、ゼノは私の行動を急かすように恭しく手を差し伸べた。

「では聖女様、私めがお部屋までご案内いたしましょう」

「……ゼノ様がそこまでおっしゃるのなら、今日はそのようにいたします」

　もごもごとつぶやくと、ゼノはあからさまに安堵の表情を浮かべていた。

　だが、この判断を後悔するのはすぐ先のことだった。
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「……随分と悪いタイミングで現れるもんだ」

　聖女の私室までの道をエスコートをしてくれていたゼノのつぶやきは、おそらく私だけに聞こえていたことだろう。

　顔を上げなくとも、彼が誰に対してこのようにつぶやいたのかがわかる。一定のリズムで大理石の床を踏み鳴らすその人はゼノが足を止めて一礼すると歩調を緩めて私たちの前に立った。まさかこの時間に彼が礼拝堂と陛下の私室へ続く廊下に現れるとは思いもしない。

　胸がじくじくと痛むのを隠すように俯いていたはずが、強い血の匂いを感じて思わず顔を上げてしまった。

「魔道士殿」

　ゼノに声をかけたのは、やはり私の予想のとおり、この国の聖騎士団長を務める騎士だ。

「メルキオール聖騎士団長殿、ご無沙汰しております」

「ああ」

　彼は常に白地に青いラインが入った隊服に身を包み、胸に聖騎士団の長であることを示す徽章を輝かせている。しかし今、彼のその美しい装いは隠しようもなく血に塗れていた。

　彼はまた、危険な任務を任されているのだ。

　胸の痛みがさらに大きく広がって、少し前に噛んだ唇を再び噛みしめてしまった。今度こそ己の存在を隠そうと顔を伏せるが、彼は私になど一瞥もくれずにすぐに挨拶を切り上げて再び足を動かし始めた。

　──そういえば初めから私が俯く必要などなかった。そのことを思い出して乾いた笑みがこぼれ出る。

　彼に声をかけることができなくなってから一体どれほど時が流れたのだろう。三年の月日が経ち、彼とはとうとう視線さえ合わなくなった。私が見ているのはいつも血に濡れた彼の背中ばかりだ。

　ゆっくりと視線を上げて遠ざかる背中を見つめる。その背中は私が知る彼のものよりもずっと広くなっているような気がした。この城の中で最後に彼の姿を見ることができたのは、もう半年以上も前のことだ。そもそも討伐や遠征に忙しい彼は城内を歩き回ることすら珍しい。そこまで考えてふと彼に関する噂を思い出した。

　彼は近頃、意中の令嬢との婚約のために頻繁に陛下に謁見を申請している。氷のように冷たいカーティスの心を射止めた令嬢が誰なのかという噂話は、聖女である私の耳にも届くほど有名だ。

　──きっとこれからも、こうして彼と私の距離はどんどん遠ざかっていく。今では彼の声を聞くことさえも稀なことなのだ。だから彼のことに関してならどのような言葉も勝手に耳をそば立ててしまう。それほどに今の彼は私に何も言わなくなった。

「何も言われなくてよかったですね」

　ひっそりとゼノに囁かれ、苦笑を押し込める。

　ゼノはカーティスが私の存在をどのように思っているのかを知っていても、彼の私に対する態度までは知らない。ゆえに恨み言さえ私には言ってくれなくなってしまった彼が、私に声をかけるはずもないことを知らないのだ。

「ええ。本当、に──」

　私の片思いの行方があまりにも絶望的であることを悟られぬように頷こうとして、途中で言葉が詰まってしまった。カーティスが、唐突に歩みを止めたのだ。

　日暮れ前の城内は普段であれば陽の光に照らされ、暖かな雰囲気に包まれている。そのはずが、今この場は不自然なほど静まり返り、冬の凍てつく風に晒されているかのように肌寒く感じられた。少し前まで降りしきっていた雨の音さえも止まってしまったかのようだ。

「聖女様……？」

　ゼノは突然言葉を切った私を訝しんでいるだろうが、遠く離れた先で立ち止まるカーティスの姿に目が釘付けになり声が出てこない。ゼノも私のただならぬ反応に気がついたのかすぐに視線を彼へ向けた。──どうしてか、彼がこちらを振り返るような気がする。期待と不安が混じった予感に背筋が震えた。

　また以前のように会話をすることができる日が来るかもしれない。そんなありもしない期待を抱き続けているから、結局私は傷つく準備をすることもできずに振り返る彼の目を見てしまった。その目はまるで戦場で敵将を睨みつける時のように鋭利で冷ややかだ。

「ところで魔道士殿。……なぜこの時刻に聖女様は礼拝堂を離れていらっしゃる」

　カーティス・メルキオールは鉄血の聖騎士団長というあだ名を持つ騎士として広く知れ渡っている。

　美しくもたくましい彼は一見すると都の乙女の注目の的のようだが、その実彼は王都に戻るたび顔色を変えることもなく血に濡れた姿を見せるため、それを見た者たちはあまりの物々しさに一様に震え上がるのだという。彼のその姿を見たことがない乙女は誰もが一度、彼に微笑みかけられる存在になることを夢見るのだが、そもそも彼の表情が動くことは滅多になく、そのうちに乙女たちは鉄血と呼ばれるほどに猛々しい彼の姿を目撃し、結局目をそらしてしまう。

　彼が彫刻のように美しくたくましい騎士へ変貌を遂げたのは間違いない。しかし一方で彼は社交界においても常に氷のように冷たく武人然として、どれほど美しい淑女が好意を見せようと決して浮つくことなく無表情を貫いているらしい。このような態度から一部では潔癖症を疑われていたこともあるようだ。

　そんな中彼自身が婚約を認められるために積極的に動いているというのだから、彼の恋路に関する噂が盛り上がってしまうのも無理はない。そしてもう一つ、彼の噂で広く知れ渡っている話がある。それは彼が『聖女の存在を強固に否定している』という噂だ。

「魔導士殿。何か答えに窮す理由があるのか」

　静かに問いかけてくる彼の視線は冷たく鋭利で、噂などなくとも彼が私に友好的な感情を抱いていないことは誰の目にも明白だ。この三年間で彼が私に声をかけることはなくなり、そのうちに目を合わせることもなくなった。稀に視線が絡むことがあっても、彼の目は今と同じように私を鋭く睨みつけている。

　彼は私への質問を投げかけながら、私自身には決して答えさせようとしない。今ではそれほどまでに私の存在を嫌っている。

　彼の美しい顔が不快そうに歪められている。彼が常に無表情を貫く鉄血の騎士であるというのは真っ赤な嘘だ。──だって、昔は花が綻ぶように笑って、私の名前を呼んでくれていた。彼が以前のように笑っていたら、きっともっと気安く話しかけることができる騎士として知れ渡っていただろう。だが、もしそのように振る舞っていたら、今頃彼は数多くの令嬢に囲まれて大変な思いをしていたかもしれない。顔に似合わずカーティスは意外に人見知りなのだ。彼が、私の知る三年前までの彼と同じであるとしたらの話だが。

「しばらく重傷者への施しが続きましたから。大事をとって本日は休息をと判断いたしました」

　何も言えず、現実から逃げるように過去の彼の笑みを思い返しているうちに、ゼノが淀みなく言葉を返す。その声にもう一度俯きかけていた顔を上げた。

　彼の表情が氷のように動かないというのは、やはり真っ赤な嘘だ。

「……まるで操り人形だな」

　吐き捨てるようにつぶやかれた言葉が深く胸に突き刺さる。久しぶりに真正面から見る彼の表情には隠しようもない苛立ちが映っていた。
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「聖女様……、聖女様！」

　不安げな女性の表情が視界いっぱいに広がり、ようやく何度も呼ばれていたらしいことに気付く。

「え、ええ、ごめんなさい。ぼうっとしていて」

　目の前の女官の呼びかけにさえ気付かぬほど深く考え込んでいたらしい己に驚きつつ慌てて返事をすると、あからさまに安堵の表情を浮かべられた。

　カーティス・メルキオールとの邂逅からどのようにして自室まで戻ってきたのか思い出せない。微かな光源を頼りに自室にかけられた古時計に目をやると、時刻はすでに二十一時をすぎてしまったようだった。夕暮れ時にカーティスと出会ってからその足ですぐにこの部屋に戻り、それから食欲もなくただ部屋に閉じこもっていた。テーブルにはまだ手をつけていないサンドイッチが置かれている。

　私室に戻っても体を休める気になれず、結局窓の外を眺め続けていた。

　聖女に与えられる私室は城の最深部に位置しており、室内は常に静寂に包まれている。聖女一人のために用意された部屋はあまりにも広く、この部屋を使うようになってから三年の月日が流れたがいまだに居心地が悪くどこか寒々しく感じてしまう。必要最小限のシンプルな調度品の他には前の聖女が毎日祈りを捧げていたという神々しい宗教画が一幅飾られているが、私はその宗教画を見るよりも部屋の窓から見える街の景色を眺める方が好きだった。しかしここ最近は雨が続いており、夜は暗闇の中に閉じ込められているかのように暗く外の様子を確認することもできない。

「お休みのところ申し訳ありません。しかし陛下の命が……」

　明かりを灯すことなくただ雨粒が窓ガラスを濡らしていく様子を見つめ続けていたせいか、部屋の中に入ってきた女官が手に持つろうそくの光が酷く眩しい。

「……構いません。聖力を必要としている方がいらっしゃるのですね？」

　居心地が悪そうに視線を動かす女官に声をかけると彼女はあからさまに肩から力を抜いた。おそらくゼノから今日はどのような命令があっても聖力を使わせぬようにと命じられていたのだろう。しかし、公務後の私に聖力を使うことを命じられるのは陛下以外にいない。魔導士と陛下の命令に板挟みにされた女官は、さぞ気をもんだことだろう。

『いいですか、聖女様。今日はどのようなことがあったとしてももう聖力を使ってはいけませんからね。──聖騎士団長殿の言葉をあまりお気になさらないでください』

　少し前に、放心状態になった私をこの部屋まで送り届けたゼノの言葉が脳裏をよぎる。それを振り切るように立ち上がった。

　カーティスの目に私は哀れな人形のように映っていたのだ。いまさらそのことを理解させられてしまった。三年前、彼と道を違えてしまったことを忘れたわけではない。私が聖女に選ばれることを彼が猛反対していたのも昨日のことのように覚えている。遠巻きに私を見るたび顔を顰めていることも噂に聞いてよく知っていた。だが彼の口から決定的な一言を聞くことになるとは思ってもいなかった。

　カーティスは私が思う以上に私の存在に辟易している。これ以上嫌われないようにと必死に公務をこなしてきた私は所詮無駄な努力を続けていただけだった。

『エステル、どうしてもその道を行くのか』

　三年前顔を顰めながら私の手首を掴んだ彼は、私が頷くときつく目を瞑って形のいい唇を血が滲みそうなほど強く噛んでいた。今でもあの日の彼の沈痛な表情が脳裏に浮かんでくる。

「聖女様、こちらへ」

「ええ、今行きますわ」

　女官に促されるとおりに部屋を出て城の廊下を歩きつつ、瞼の裏にこびりついて消えないあの日のカーティスの表情を努めてかき消した。

「聖女様、こちらの方です。ファルメール王国使節団の団長で……、右手の痺れを癒していただきたいのです」

　女官の言葉に顔を上げ、ようやく案内先が国賓をもてなすために作られた部屋であることに気付いた。陛下に命じられる仕事は国の中枢に携わる高位の貴族や国賓の病を癒す類のものが多い。そのほとんどが心の病や数年前から患っている持病など、聖力が多く必要になるものだ。

　疑うように私を見据えるその人に一礼して近づき、ゆっくりとその手に触れる。そうしてすべての憂い事を振り払うようにして目を閉じ、集中力を研ぎ澄ませた。

　──結局、どれほどカーティスに嫌われていようと私に残された道はただ一つ。聖女として生き続けるために力を使う。それ以外の道などない。そうしていなければ私がカーティスの側にいることなど到底できないのだから。

「ご心配なさらないでください。どうか私に身をゆだねて」

　そのような汚い欲望のために力を使い続けてきたから天罰が下ったのだ。

「……っ、ぅ……」

「……聖女様？」

　聖力を流し込んでいた指先が冷え、徐々に感覚が消えていく。聖力が枯渇しかけているのだとわかっていながら、力を込めるのをやめなかった。

　──カーティス。私が聖女になることを決めたのが貴方の側に居続けるためだったと知ったら、一生懸命に公務をまっとうしようとする私を貴方は昔のように呆れて、最後には許してくれたりしないだろうか。

「聖女様、顔色が……、聖女様!?」

　どこか遠くから女性の声が聞こえている。だがその声に応じるためにどれだけ瞼を開こうとしても鉛のように重く、とても視界が開けそうにない。

「聖女様……!!　聖女様……！　あなた、早く魔道士様を呼びなさい！　聖女様が……！」

　己が立っているのか、座り込んでいるのか。それさえも曖昧だ。ただ指先から聖力を送り続けることだけに集中し、最後の力を振り絞る。

　そうしてぷつりと糸が千切れるような音を聞くのを最後に私の意識は途切れてしまった。
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　カーティス・メルキオールとの出会いは私がまだ六歳の少女であった頃まで遡る。

　幼少期を都の外れの修道院で過ごした私は、六歳で聖力が芽生えると聖女候補として都のカルロッソ大聖堂で奉仕活動を行うようになっていた。一方カーティスは十歳にして公爵家の三男として聖騎士学校に所属しながら大聖堂で聖女見習いを護衛する役割を担っていた。聖騎士団は幹部こそ貴族の子息が多いが平民にも広く門戸が開かれている。そのため基本的に身分の高い騎士は同じく身分の高い聖女候補の護衛を務めることになるのだが、カーティスは公爵家の子息という高貴な身分にありながら、なぜか他の貴族の令嬢ではなく平民の私を護衛することとなった。

　今にして思えば、あれは身分も高く容姿端麗で何者にもまったく物怖じしない彼への嫌がらせの一つであったのだろう。身分の垣根をなくすことを信条に掲げる騎士学校では、身分が高いほど憂き目に遭うことが多いというのは聖女になってから知ったことだ。

　そのような中でも彼は決して私への礼儀を欠くことがなかった。

　十歳の彼は騎士としての使命をまっとうしながらも、まだ少しあどけなさが残っていた。口数も今よりはもう少し多かったし、何より私を仇のように睨みつけることもなかった。

「エステル、転ぶなよ」

　いつも剣だこのできた手で私に手を差し伸べてくれていた。

「転ばないって、……うわあっ……!?」

　簡素な修道着を着た私は、小さな花束を握りしめてわずかな段差を降りようとしている。彼の予測のとおりに転びかけた私は大切に握りしめていた花束を真上に放り投げて倒れ込み、彼の腕に抱き留められた。

　──これは夢だ。在りし日に見た私の幸福な記憶の欠片。

「……だから言っただろ」

　呆れた声で諫められ、むくれて顔を上げる。そうすると幼いカーティスの呆れ顔と彼が摘んでくれた花が上から降り落ちてくる美しい光景が視界いっぱいに広がった。

「ああー！　せっかくカーティスがくれたのに……」

　あの日の私たちはしばらく二人で上から降ってくる花を見上げ、顔を見合わせて笑い合っていた。

「また摘めばいい」

　幼い私が大切に隠し持っていた初恋の相手は、満開の花が散らばる世界の中心で屈託なく笑う優しい紳士だった。しかし今年二十五歳を迎えたカーティスがあの日の彼のように柔らかく笑うことはなくなってしまった。それがどうしようもなく寂しい。

「いいなあ、カーティスは街に行けて」

　修道院で暮らし、大聖堂で奉仕活動を続けてきた私は、生まれてから一度も都に出た記憶がない。それは二十一歳になった今でも同じなのだが、この日の彼は私の心を癒すために騎士学校と護衛任務で忙しい時間の合間を縫って都で花を摘んできてくれていたのだ。今カーティスは恐ろしく冷たい人間であるかのように語られることが多いが、本来の彼はさりげない気遣いができるような心優しい人だ。

　ぷっくりと頬を膨らませた幼稚な私を見た彼は、いっそうおかしそうに笑って私の頭を撫でる。その先の言葉はよく覚えていた。

「──じゃあエステルが大人になったら、俺が街に連れて行って何でも願いを叶える。約束する」

　しかしその約束はいまだ叶わず、私はまだ一度もこの国の都に足を踏み入れたことがない。それは私の初恋がいつまでも成就しないことと同じように。
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「何が起こったのか、覚えておいでですか」

　瞼を開くと珍しく真剣な顔つきをしたゼノが映し出された。ゆっくりと周囲を見回してみても少し前まで目の前で微笑んでいたカーティスの姿は見えない。夢を見ていると気付いていたくせに、改めてそのことに落胆してしまう。私が何を考えているのかわかるはずもないゼノは、改めて注意を向けるために私を呼んだ。

「エステル様」

「……ごめんなさい、少し気を失っていたのですか」

　国賓に聖力を使ったことは覚えているが、その後からすっかり記憶がなくなっている。場所は私の私室に戻っているようだ。私の身体はベッドに移されているらしく、恐る恐る視線を上げると、窓の外は相変わらず雨で夜を思わせるほど暗かった。

「いいえ、少し気を失っていたのではありません」

「違うの？」

「お倒れになり、目を覚まさなかったのですよ」

「目を覚まさない……」

「三日です」

　あまりにも信じがたい言葉に目を見張る。今までにも何度か倒れたことはあるが、数時間気を失うだけで済んでいたはずだ。久々に聖力の枯渇を起こした自覚はあるが、まさかこれほどまでに長く眠っていたとは思いもしない。

「随分と公務をさぼってしまったのですね」

「起き抜けの感想がそれですか」

「……ゼノ様、ご迷惑をおかけして申し訳ありません」

　心なしか、ゼノの表情がいつも以上に悪いように感じられる。目の下にはくっきりと隈が浮かんでいた。

「私がどれだけ……っ、……迷惑？　そんな言葉で片付けられるはずがないでしょう！　エステル様！　私は再三申し上げたはずです。これ以上は力を使ってはならないと。言いましたよね？」

「……ごめんなさい」

　ゼノがここまで感情をあらわにするのも珍しい。体を起こして謝ろうと力を入れるが、指先にまったく力が入らずすぐに背中が寝台のシーツに逆戻りしてしまった。三日眠っているだけでこれほど筋力は衰えてしまうのだろうか。

　呆然と力の入らない指先を見下ろすと、少し前まで声を荒らげていたゼノがすとんと椅子に座り込んで深いため息を吐いた。

「ゼノ様？」

「……悪いニュースが三つあります」

「悪いニュース？」

　うなだれたゼノは、私が彼の言葉を繰り返して口にすると静かに顔を上げて私の瞳を見つめた。その視線に、彼がどれほど口にしがたい事実を語ろうとしているのかがわかる。

「一つ目は、あなたにはおそらく二度と聖力が戻らないこと」

　砂を噛むような表情で静かにつぶやいた彼は狼狽えて何一つ言葉を返すことができない私を見て、さらに重々しく口を開いた。

「二つ目は、陛下がこのことをお知りになって貴女様の王宮追放を命じられたこと。……『力のない聖女など、側に置く理由もない』ということです」

　彼の白い手袋に覆われた両手が固い拳を作っている。その姿は普段からかうように私に声をかける彼の姿から遠くかけ離れていた。彼が嘘を吐いていないことを察するには十分な光景だった。

　身を切るような思いでこの言葉を告げているのだろう。ゼノは醜い恋心を捨てられずに聖女の地位にしがみつき続けてきた私に、唯一本物の友人のように気安く接してくれた心優しい人だ。

「……三つ目は、何ですか」

　彼の表情を和らげようと努めて明るく口にしたはずが、私の声は微かに震えていた。

「……聖力に変換されるマナが体内から枯渇したことによって、エステル様の体は非常に不安定な状態にあります。今はまだ、私が三日間送り込んだマナが循環しているようですが……それもすぐに尽きるでしょう」

「マナ……」

「私たちは体を維持するために絶えずマナを循環させています。聖力というのは、このマナの力を変換することで作られているのです。この変換ができる者を聖女候補と呼び、さらにその力が最も強い者が聖女と呼ばれる。しかし当然マナの残量を超えるほど公務に打ち込めば、聖力もマナも枯渇してしまいます。普通はそうなる前に意識を失って体が強制回復を試みるのです。しかし、三日前のあなたはそれをせずに死の寸前までマナを使い切った。体内を循環するマナがなくなれば生命活動を維持できなくなる」

　彼が何を言わんとしているのか、はっきりと明言されなくとも伝わってくる。彼は何も言えずに呆然とする私と目を合わせ、自嘲するように再度口を開いた。

「三日間魔道士五人でマナを注ぎ込み、ようやくエステル様の目を覚ますことはできました。ですが三日、それだけの人数をかけてもエステル様にお渡しできたマナはほんのわずかです。当然エステル様が以前のように聖力を使うことなどできるはずもない。……それだけでなく、一度マナを枯渇させたエステル様はマナの自己回復機能が壊れてしまったらしく、このままでは私たちが込めたマナの消費が終わればそこですべての身体機能が停止される。つまりエステル様の命は残りわずかであるということです」

　暗い表情を浮かべる天才魔導士が重々しく口を閉じる。私の命が残りわずかであるとして、その期限を彼が知らぬはずがない。知っていて口に出すことを躊躇っているのだ。彼の優しさに触れ、震える唇を隠すようにゆっくりと深く息を吸い込む。ゼノの顔色を少しでも明るくしてあげたい。そう思って気丈に振る舞うつもりが、私の声はやはりあまりにも弱弱しく響いた。

「……残りわずか、というのは」

　震える声で囁いた私の表情を見たゼノは唇を噛んで強く拳を握りしめた。その瞳に、今にも泣き出しそうな己が映り込んでいる。弱りきった姿を見せることに耐えかねて俯くと、ゼノはしばらく逡巡してから、静かに私の問いに答えた。

「一週間後、……マナの枯渇によってエステル様は死に至ります」
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　まさかこんな形で長年の夢が叶えられてしまうとは思いもしなかった。

　目の前で閉じられた荘厳な城門を見上げ、ゼノに渡された黒いローブを被り直す。彼の言によれば、私の目覚めがあと一日遅ければ陛下は覚醒を待つことなく私を王宮から追い出す気でいたらしい。ゼノの類まれなる才能に救われて、私はこうして最期までの時間を得た。

『いいですか、エステル様。私は決して諦めません。この一週間でマナを回復させる方法を探し出します。……しかしいくら天才の私といはいえ、よい方法が見つからない可能性は高いでしょう。ですからどうか、この一週間は聖女様が本心からしてみたいと願うことをしてください。エステル様にはそれが許されるはずです』

　顔色の悪い天才魔導士は最後に私に彼のローブを着せて、苦しそうに微笑んだ。

『エステル様はこんなに華奢な女性だったのですか。私がもっと強引に引っ張って、力を使うことをやめさせていればよかった。──天才と呼ばれる私ともあろうものが後悔など……実にばかばかしいですね』

　それが彼との最後の会話となった。




「本心からしてみたいと願うこと……」

　窓越しに見ていた雨は私の想像よりもずっと冷たい。ゼノはなるべく街の中でも目立たない姿になるようにと下級魔導士が着るような簡素な黒いブーツと服、ローブを貸してくれた。煉瓦造りの地面は激しい雨に叩きつけられて濡れているが、私が履いているブーツはまだ乾いている。ローブもよい生地が使われているのかよく水を弾いていた。

　当て所なく歩き続け、大きな通りに出たところで立ち止まる。どんよりと暗い街にはすでに街灯が灯されており、陽が暮れて久しいことは一目瞭然だ。行きかう人々は傘を掲げており、足早に駆けていく紳士や、母親に手を引かれる子どもの姿が見えた。雨が降っていなければ、おそらく人通りも多く活気あるメインストリートなのだろう。ランプの光に照らされた路面店のショーウィンドウを見ながら、傘も差さず雨に打たれ続ける黒いローブ姿の己と視線がぶつかる。

　ゼノからは一週間暮らしていけるだけの金貨を受け取っているが、一度も街に出たことのない私にはこれをどのように使うべきなのかもわからない。不意にカーティスの『操り人形』という言葉を思い出して苦い笑みがこぼれた。

　一度でいいから、窓の外に広がる世界に駆け出してみたいと思っていた。だがこうして叶えられたというのに、どこか色あせて見える。誰もが目的を持ってどこかへと歩いていく中で、私だけがどこへ行くこともできずさ迷い歩いている。

「……そっか。ただ外に出てみたかったわけではなかったのね」

　私はただ、好きな人とまだ知らない世界を歩いてみたかっただけだ。だがそれはもう二度と叶わない。

　十八歳で聖女に選出されたとき、カーティスは見たこともないほど真剣な顔をして私が聖女になることを真っ向から反対してきた。『エステルには荷が重すぎる』とも『国の駒としていいように使われ、聖力を失えば捨てられるだけだ』とも言われた。

『エステル、どうしてもその道を行くのか』

『……うん』

『俺がここまで反対しても気持ちは変わらないのか』

『……変わらない』

　すべて理解していながら、それでも私は進んで聖女となる道を選んだ。そうでなければ身寄りのない平民の私が高貴な身分にあるカーティスの近くに居続けることなどできるはずもないからだ。

『……それなら勝手にしろ。俺も好きなようにする』

　ただカーティスの側にいたいという理由だけで聖女としての道を選び、結果として皮肉にも私を思う一心で反対の姿勢を貫いた彼とは縁が途絶えた。好きにすると宣言したとおり、彼は次の日から私の護衛担当を外れていた。以降カーティスは私の予想のとおり聖騎士団長となったが聖女の護衛につくことはなく、辺境の警邏と称して戦争にばかり赴くようになった。

　彼の肉体は戦争に勝利を収めるたび屈強に作り変えられ、私には顔を合わせるたびに険しい表情を向け、今では遠巻きに冷たく見下ろされるだけだ。そして何より、彼にはすでに人生をともにしたいと願う間柄の女性がいる。

　遠くから密かに背中を見つめられるだけでもいいと願っていたが、今となってはそれさえも彼にとっては不快なものでしかないだろう。ゆえに私の夢は本来であればこの場で途絶えてしまうはずだった。

「──そこの。このような夜半に何をしている」

　街は夜に飲まれ静まり返っていた。低く腹に響くような声音があたりに反響し、私の鼓膜を震わせる。その声音に誘われてゆっくりと顔を上げた。ゼノに借りた服はすっかりずぶ濡れになり、指先の感覚はとうに消え去っている。

　長らく道の真ん中に立ち尽くしていたのだと気付く頃には、私の視線はほんの三秒前に私を呼んだ男の顔に釘付けになっていた。

「……なぜ」

　なぜあなたがここに、と続くはずであった声はかすれて彼の耳には届きそうにない。呆然と立ち尽くしている間に体が芯から冷えきってしまったようだ。声を上げようにも唇が震え、声帯は氷のように固まっていた。

　黒い大きな傘を差してこちらの様子を窺うその人の後ろには上等な馬車が見える。彼は帰り際に怪しげな人間を見つけてわざわざ馬車を止め、降りてきたのだろう。状況は理解できていても、ただ目を見開いて彼の姿を見上げることしかできなかった。そして彼──カーティス・メルキオールもまた、私と同じように目を見張って私を見下ろしていた。

　あれだけ聖女になるべきではないと警告した彼ならば、私が街に捨てられているのを見て何を言うだろう。たとえどのような言葉で罵られるのだとしても、死を目前にして一目会いたいと願った相手だった。

　ただ一目見られただけでも幸運だったと思い込むためにその美しい瞳をまっすぐに見上げ、やがて薄く開かれた彼の唇から奏でられる言葉にさらに声を失ってしまった。

「まさか……、城を抜け出してきたのですか」

　──聖騎士団長ともあろうカーティスが、私が聖女の座を追放されたことを知らないというのだろうか。

　俄に信じがたいが、彼の目は決して私を騙そうとしているようには見えない。

「聖女様、なにゆえこのような日に……」

　三年前までの彼は私を名前で呼んでいた。私よりもずっと高貴な身分であるカーティスに敬称をつけられることを嫌って何度も注意し続け、三か月かけてようやく『エステル』と呼ぶようになってくれたのだ。それが今ではどこまでも遠い関係の者を呼ぶように他人行儀な言葉遣いになっている。

　少し前まで驚きに染まっていた表情も、今ではいつもどおりの険しいものに戻っていた。聖女ではなくなってしまったのだと言えばカーティスはここで私を捨て置くだろうか。

　明日になれば、カーティスも私が城を追い出されてしまったことを知るだろう。そうなれば私とカーティスは二度と関わり合うこともなくなる。不意にゼノの言葉を思い出して、震える唇で嘘を吐いた。

「……そうです。抜け出してきました」

　この一週間、私は私が本心からしてみたいと願うことをする。

「今から王宮に帰れば、秘密で抜け出してきたことに気付かれてしまいます。……メルキオール卿、聖女として貴方に命令をしてもよろしいですか」

　聖女として、聖騎士団に命令したことなど一度もない。それが許される立場にあることは知っていたが、命じるべきこともなかった。それをいまさら口にする私を彼はどこまでも冷ややかな目で見据えていた。

「……どのようなことでしょう」

　ともに街を歩きたいなどという夢は、とうに叶わぬものとなってしまった。おそらく明日には側にいることさえ叶わなくなる。

「私が無事王宮に帰るまで、……邸に匿っていただきたいのです」

　笑みを張り付けて首をかしげると、カーティスはますます顔を顰めつつしばらく無言を貫いてから「聖女様の仰せのとおりに」とつぶやいた。

　ここで人生が終わるならば、誰でも一日くらい恋しい人に触れてみたいと思うだろう。だが私の事情など知る由もない彼は、散々躊躇ってから淡々とした動作で私の前に手を差し出した。

「……必要であれば、馬車までお送りいたします」

　固い声色に視界が潤みそうになる。彼は薄らと顔を顰めながらもそれを隠そうとしているのか、私を見ようともしない。少し手に触れられることすら嫌悪するほど私を嫌っているのだ。そうだとわかっているのに私は結局彼の手に触れた。その手は私の知るものよりもずっとたくましく無骨な形に変わっていた。

　彼の馬車に乗り込み、濡れたローブと引き換えに彼のマントをかけられる。彼の手は私の体に触れぬように細心の注意を払っているようだった。

「……わざわざ替えていただかなくともよろしかったのに」

　彼が私に向ける声も手も顔つきも、すべてが昔とは変わってしまった。それなのにマントから香る彼の匂いだけが三年前までの記憶と同じものであるように感じられて、瞼の裏が燃えるように熱くなる。

「……体が冷えきっていらっしゃるので」

「平気ですわ」

「お顔色も優れません」

　彼は私の顔色が優れないと言いながら、視線を馬車の外へ向けていた。私を視界に入れようともしない彼の態度に乾いた笑いが出てしまいそうだ。感情を押し隠して静かに俯きながら「気のせいでしょう」とつぶやくと、私の返答を聞いた彼はとうとう言葉を紡ぐのをやめた。

　無言のうちに彼のタウンハウスにつき、極めて義務的に体を抱き起された。邸の中へと迎え入れられながらも恐ろしくて彼の表情を見ることができず、代わりにメルキオール公爵邸をぐるりと見回しているふりをした。邸内は彼らしくシンプルに整えられており、調度品は最低限に抑えられシックな印象だ。王宮のような派手さはないが品のよい物だけが配置されている。

「セバス、部屋と風呂の用意をしてくれ」

「すでにご用意しております。こちらへ」

　グレーヘアの紳士がゼノのローブを受け取ってすぐさま部屋までの廊下を案内する。そうしてカーティスは濡れた私から滴り落ちる雫が床を汚していくことや彼の服が濡れていくことなど気にも留めずに私を客室まで送り届け、淡々と一礼して部屋の扉を閉じた。

　──やっぱり少しも私とは関わり合いたくないんだわ。

　胸の内に生まれた痛みをかき消すように頭を振って、入浴を手伝うと言い出したメイドを下げてバスルームへと足を踏み入れる。すっかり冷えきった体を丁寧に清めてから湯船に浸かり、重々しいため息を吐いた。

　王宮に帰るまで匿うように命じたものの、私が明日王宮に帰ることはない。つまり私がこの邸にいられるのは彼が目を覚ますまでの数時間であるということだ。

「カーティスが起きるまでにはここを出るべきよね」

　私がすでに聖女ではなくなっていると知ったら彼はどれほど驚くだろうか。

　だが彼もまた幼い頃の約束を破って一度も街には連れて行ってくれなかった。だから私も一度くらい嘘を吐いてもいいはずだ。カーティスの恋人にはきっと嫌な思いをさせてしまうだろう。理解していても、思いとどまることができなかった。閉じられた瞼の裏で、ゼノが真剣な顔つきで私に囁く。

『この一週間は聖女様が本心からしてみたいと願うことをしてください。貴女にはそれが許されるはずです』

　その言葉が正しいのであれば、ただ一つ浅ましい願いがあった。

　この初恋が実らぬものであることは知っている。死ぬまでに彼と思いを通じ合わせることはできない。それであればせめて一夜だけでも彼の熱に触れてみたい。

　そうして私は自分勝手な思いだけを胸に彼の部屋のドアを叩いた。

　──この機会を逃せば一生後悔することになる。

　そう決心して私は濡れた体をバスローブで覆い隠し、バスルームからカーティスの部屋まできた。名乗ることなく彼の部屋の扉をノックし、呆気にとられるカーティスに「お願いがある」と言って勝手に抱き着き、はしたないセリフを囁いた。

「私を抱いてくださいませんか」




「……っ、熱でもあるのではないですか」

　躊躇うことなく抱き着いて抱いてほしいと囁くと彼は体をぴくりと揺らし、しばらく間を置いてから私の肩を掴んで強引に体を引き離した。

　正気を疑っているのだろう。彼は検分するように私の顔を見下ろし、すぐに視線をそらした。

「とにかくこのような格好でいては」

「メルキオール卿、熱なんてありませんわ。……それから言い方を間違えてしまいました。これは命令です」

　今にも震えそうになる声を隠すように静かに囁くと、一瞬窓の外で閃光が走って雷鳴が鳴り響いた。激しい光に映し出された彼はまたしてもはっきりと目を見開いていた。

「私を抱いてください」

　再度囁くと彼はあからさまに狼狽えながら「とにかく一度中にお入りください」と言った。

　彼の部屋の中は邸と同じように綺麗に整頓されていた。しかし調度品の類の物は一切なく殺風景にも思える。ベッドは数人で寝転がっても問題なさそうなほど大きなものだ。これも綺麗に整えられており、まるで誰も使用したことがないもののようにさえ見える。生活感のなさから、普段から彼があまり長い間この部屋にいないだろうことが察せられた。

「聖女様」

　扉が閉じられる音とともに発せられた声に顔を上げ、気難しそうな表情を浮かべるカーティスと再び向き合う。彼は私の視線が自身に戻ってきたことを確認すると、その場に片膝をつき騎士の礼をとりながら言った。

「恐れながら申し上げますが、聖女様は今、非常にマナが不安定な状態なのではありませんか。私にはあまり力がなく詳しくはわかりかねますが、三日も公務を休まれるほどなのでは」

　彼がこのように私に長々と語り続ける姿を見る機会など、もう二度と訪れないと思っていた。それが私を説得するためのものであるのが残念だ。なおも語り続けようとする彼に合わせるように体を屈める。

「ですから今日も安静に──」

　淀みなく動き続ける唇にそっと人差し指を置いて笑みを浮かべる。カーティスは言葉を失って私の瞳を見つめた。これほど近くで彼の瞳を見つめるのは何年ぶりだろう。思い出すこともできなかった。

「だからこそ、今日は自由な時間があって私はここにいて、こういうことをする時間があるんじゃない」

「何、を」

「街に連れて行って何でもしてくれるって言ったくせに」

　彼だけに聞こえるように囁いて、動揺を隠すこともできないカーティスの唇にそっと己のものを重ねる。二つが触れ合った瞬間、強い力で肩を押された。

「きゃっ……！」

「……っ、すまない」

　バランスを崩して倒れかけたところを素早く彼の手に掴まれ、抱き起される。耳元に触れる彼の吐息はじっとりと熱を孕んでいた。

「カーティス、苦し」

　ややしばらく無言のまま抱き寄せられ息苦しく感じられるほどの拘束に喘ぐように囁くと、彼は弾かれるようにその腕を離した。

「っ悪いエス……っ、いや、違う。聖女様、……大変な無礼を……、いや……。」

　彼は決まりが悪そうにもごもごと口を動かしながら額に手をあて、しばらく黙り込む。その後ゆっくりと顔を上げて私の瞳を見つめた。

「……どうして突然そんなことに興味を持ったんだ？」

　観念するようにつぶやく彼は、心なしか疲れきっているようにも見えた。彼はおそらく私を発見する直前まで王宮で仕事に追われていたはずだ。夜更けまで働き続けた彼は突如現れた私の命令に従って私の世話までこなし、さらに今無理難題を押し付けられている。

　私にとっては最後の一週間であったとしても、彼にとっては普段と何ら変わりない日常の中の一日にすぎない。混乱し、呆れながら頭を抱えるのも無理はないだろう。それにどれだけ懇願されても好意がない相手とそのようなことができるはずもない。

　すぎた願いだったのだ。こうして以前のように目を見て会話をしてくれているだけでも十分だろう。呆れた表情にも見えるが、その目は真剣そのものでまっすぐに私を射抜いている。彼には真夜中の星の煌めきのような静かで優しい美しさがある。

「……メルキール卿がおっしゃるとおり、私どうかしていたみたいですわ」

　一言一言を丁寧に囁くと、カーティスは真意を問うように鋭い視線で私を見下ろした。今宵の私の振る舞いを彼はさぞ不審に思うことだろう。明日にはこのことを陛下に上申するかもしれない。そしてそのときすでに私が聖女ではないことを知り、今まで以上に私を嫌悪する。

　そうなる前に、すぐにここを立ち去るべきだ。

「どうかお忘れになって」

　私に関するすべての記憶を彼の頭の中から消し去ってしまいたいが、そのようなことができるはずもない。それであれば、せめて彼に残る最後の記憶が少しでもまともなものになるよう、跡を濁さずこの邸を出たい。思いついたとおり、閉じられた扉へと一歩を踏み出し、──しかしその足が扉の外へ出る前にやんわりと右腕を掴まれた。

　二人きりの部屋で私の腕を掴むことができるのはただ一人だ。ゆっくりと振り返り、少し前に見たよりも数段険しい表情を浮かべる彼に言葉を失ってしまった。

「話はまだ終わっていない」

「メルキオール卿、」

「俺が断れば、また別の男を誘うのか」

　静かに立てられた問いに、再度言葉が喉元に詰まる。別の男などというものがあるはずがない。なぜなら私が欲していたのは、自身が愛する人との思い出であるためだ。しかしそのような身勝手な事情を、これから婚約を控えているカーティスに押し付けられるはずもない。後腐れなく一日で終えようと決めていたのだ。

　どれほど甘い考えであったのかいまさら理解したところですでに遅い。言い訳を思い浮かべようと唇を開いたそのとき腕を引き寄せられ、息つく間もなく体が宙を浮いた。

「気が変わった」

　耳元に吹き込まれる言葉の意味を理解する前に背中に寝具の柔らかなスプリングを感じ、声を返す前に唇に熱が触れる。

「……っん、ぁ……！」

「貴女様の仰せのとおりに」

「待っ、……っんん、ふ、ぅ……！」

「何なりとお命じください」

　淡々と耳元に吹き込まれているはずが、獰猛な熱を孕んだ声色のように聞こえてならない。目を回しながら私を押し倒す彼の胸板を押し返そうとするが、びくとも動かずかえって両手をまとめてシーツの上に縫い付けられてしまった。

　真正面から射抜くように見下ろされ、言葉が喉元に張り付く。何一つ言えずに揺らめく瞳を見上げ、ゆっくりと顔が寄せられるのを見つめていた。

　何が起ころうとしているのか、まるでわからない。情報を処理することができず、彼の唇が己のものに触れる感触に混乱した頭で抗議しようと無意識に口を開きかけ、ぬるりと入り込んでくる熱に抵抗が止まってしまった。

「ん、……ぅ、んん……っ！」

　熱い何かに口内を蹂躙され、絡まっていた頭の中が陶然としてくる。まるですべてに霞がかかってしまったかのようだ。歯列をなぞられ、舌を吸われる。未知の感覚に溺れてくたりと体から力が抜けた。

　彼の唇が離れ、至近距離から覗き込まれる。彼は私と違って息を乱すことなく真顔で私を見下ろしていた。

「他の男とも、こういうことをしているのですか」

「は、い……？」

　乱れた呼吸を整える間もなく囁かれる。その言葉の意味を噛み砕いている間に、カーティスはわずかに顔を顰め、すぐに表情を消した。

「……さようですか。では私にはどのように抱かれたいので？」

「ど、のように……？」

「初めてではないのでしょう。ご要望がおありでしたら、そのようにいたしますが」

　ゆっくりと回り始めた頭が、ようやく彼の質問の意図を理解し始める。彼は私に閨事の経験があるかどうかを聞いたうえで、どのようにすべきかを命じるように言っているのだ。もちろんそのような経験があるはずもないが、中途半端に言葉を返したせいで勘違いさせたらしい。だが、他に意中の女性がいるカーティスに初めてを捧げようとしていたことが知られれば、この感情に気付かれてしまうかもしれない。

「……ふつう、に」

「普通とは？」

　まさか問い直されるとは思わなかった。思わずぐっと言葉に詰まる。相変わらずカーティスは私に馬乗りになった状態で私の両手を片手で拘束し、私を見下ろしている。明らかに命じられる者の姿勢ではないのだが、そのようなことを指摘する暇もない。まるで尋問でもされているような気分だ。

「聖女様、いかがされましたか」

「で、すから、普通に……、メルキオール卿のお好きなように……」

　このような行為を初めて経験する私に具体的な命令ができるはずもない。どうにか危機を避けようとしどろもどろ声を上げると、彼は何かを耐えるように目を瞑って息を吐いた。

「聖女様は閨事をどこの誰に教わったのですか」

「ねやごと？」

「その誘い文句はどこの誰に仕込まれたんですか」

　鋭い眼光で見下ろされ、心音が大きくなる。覚えのない問いに閉口しているうちに、カーティスは顔を顰めて再度荒々しく私の唇を塞いだ。

「ん、っ……！　ぅ、ぁ……」

「いえ、仰らずともよいです。そのようなことは些末なことだ」

「メル、」

　大きな勘違いをされていることはわかっている。それが彼の機嫌を逆なでしていることも想像できた。これ以上ふしだらな聖女だと思われるのが恐ろしく、慌てて否定の言葉を上げようと口を開き、その途中でまた彼の唇に言葉を飲み込まれる。

　彼の熱に支配されると思考を続けることができなくなる。ただ蹂躙され、陶然と深海のような瞳を見上げた。

「ではご要望のとおり、私の好きなようにさせていただきます」




「卿……っ、もう……、」

　閨事というものの存在を聖女に教える者などいない。私が知っているのは、女官や侍女たちが時折話す社交界の噂話程度だ。──だから、この行為がどのようなものなのかなど知る由もなかった。

「……もう、何ですか」

　私の要望のとおり好きなようにすると言ったカーティスは、私が目を回していることも無視して指の爪先や首筋に舌を這わせて口づけ、ゆっくりと私のローブを脱がせた。ローブを脱がされ、すべてが曝け出されている私とは真逆に彼はシャツをはだけさせることもなく、一糸乱れぬ姿で私を見下ろしている。彼は剥き出しになった私の体をじっくりと眺め、輪郭をなぞるように指先を這わせた。

　私の肌を暴いた彼はその後も熱いため息を吐きつつ全身に触れ、隈なく口づけてくる。足の先からくるぶしなど、私が抗議しても口づけることをやめず、時折ほくろを見つけるとそれをなぞって食むように甘噛みした。まるで私に見せつけるように胸のふくらみに口づけた彼は、私がたまらず目をそらそうとすると胸の飾りを指先で甘く引っ掻き、咎めるように食んで私を翻弄した。

　彼の行為はまるで私の体のすべてを検分し、傷や何かの痕跡が残っていないか、もし仮に何かの痕跡を発見すればそれを己のものに上書きしようとしているかのようだ。そしてその瞬間を私に見せつけ、記憶に刷り込もうとしているようにさえ感じる。

　これが閨事だというのなら、到底耐えられない。

「もう……っ、終わり、です……っ」

　たっぷり時間をかけて執拗に触れられた体が甘く痺れる。まるで私の体のすべてが彼のものとして存在するように作り直されている気分だ。私のすべてを記憶に焼き付け、二度と忘れぬように心に刻んでいるようにも見える。猛烈な熱量にあてられ震える声で囁くと熱心にへそに口づけていた彼が顔を上げた。

「もう終わり？」

　濡れた上唇をぺろりと舐めた彼は嘲るように笑って私の頬を撫でる。その手つきに下腹部がぞくりと震えた。少し前から体の様子がおかしい。全身が熱を灯されたように発熱し、さらに下腹部がじくりと熱く疼く。感じたことのない感覚に怯えて頷くと、カーティスは麗しく首をかしげて微笑んだ。その笑みは美しくも氷のように冷ややかだ。

「貴女様は私にお命じになったことをお忘れですか。貴女を抱くように、と命じられた」

「わか、ってる、けど……」

「まだ始めてもいないのに終われるはずがない」

　──始まってもいない？

　言葉の意味がわからず、思わず目を瞬いてしまった。私の反応を見て、カーティスがくつりとわざとらしく笑う。

「知らぬわけではないでしょう。それともあの魔導士はこのような戯れを交接と呼んでいたのですか」

「なぜゼノ様の……っ、ん……、あっ……!?」

　なぜ彼の名前がここで出てくるのか。さらに深まった謎に声を上げるが、カーティスはそれを遮るように私の股に触れた。彼の太く長い指先が蜜口の突起を擦った瞬間、滞留していた熱が弾ける。散々全身に口づけられ限界までくすぶっていた熱が弾け、彼の乱れきったローブにしがみつく。子どものように怯える私を、カーティスはただまっすぐに見下ろしていた。

「……ああ、そうか。……そういう遊びをお望みなら、始めからそのようにおっしゃればよいものを」

「あそ、び……？」

「聖女様、閨事とは男の昂ぶりで貴女様のここを満たすことなのです。意味はわかりますか」

　カーティスは真顔のまま、まるで王宮の教育係のような口ぶりで淡々と語り続けている。しかしその瞳にはいつもの理知的な輝きはなく、どろどろとマグマのように熱く煮えたぎっているように見えた。

「昂ぶりで、満たす……」

　ただならぬ熱に気圧され、うわ言のようにつぶやく。そうするとカーティスは極上の笑みを浮かべながら「そのとおりです」と囁き私の右手を彼の下腹部に導いた。

「卿……っ、ひ、っ」

　指先に熱い何かが触れる。それは固く存在を主張しており、思わず視線を向けてすぐにそらした。

「これを貴女様のここに射し入れ、貴女様の中に子種を注ぎ込む。……それが閨事です」

　親切な先生のように囁いた彼は、私の手にそっと彼の昂ぶりを握らせながら私の陰部に触れている。信じられない言葉に怯える間もなく襲いかかる快楽に目を回して、熱いため息を吐いた。

「っ、ん、……、ぁあっ……っ」

「わかりましたか、聖女様」

「わか……っ、ぁ、っ……！」

「頭でわからずとも、貴女様のここはよく理解しているようだ」

「ぁ、っ、や、やだ……っ、それ……、ああっ！」

　誰にも触れられたことのない箇所を指の腹で刺激され、そこが酷くぬかるんでいることに気付いた。はしたないところを彼に見られている。羞恥心から彼の手を退けようとすると、その前に再度たっぷりと濡れた突起を甘く引っ掻かれて全身が張りつめた。

「嫌ではなく、気持ちがいいと言うのですよ」

　子どもに教えるように丁寧に囁く彼の表情は、相も変わらず真顔のままだ。そのはずが彼の目は獰猛に私を射抜き、指先は絶えず私の恥ずかしいところを刺激し続けていた。何が起こっているのかもわからぬまま、下腹部の奥にくすぶっていた熱が押し上げられ、混乱しながら彼の体にしがみつく。その途端、突起を強く弄られて激しい法悦の波に弾き飛ばされた。

「んんっ……、あ、ああっ……！　っ～～～!?」

　足の爪先がぴんと張りつめて痙攣する。はくはくと浅い呼吸を繰り返していると、彼は全身から力が抜けてしまった人形のような私の体を抱き起こし、後ろから抱えるようにして座り込んだ。

「ご覧ください。貴女様のここはこうして私に触れられるたびに悦びを示している。俺のような血に濡れた穢れた男の手に触れられても、こうして感じ入っているのですよ」

　耳元に触れる吐息の熱にさえ背筋が感電してしまったかのように痺れる。その痺れは少し前に私の全身を襲ったものと同じものだ。これが『気持ちがいい』ことなのだろうか。

　彼の右手は当然のように私の股を割り開き、ぬかるみに触れている。まるでそうすることが当たり前のことのように自然な手つきだ。ぬかるんだ突起に触れていた彼は躊躇いなくその下に指先を触れさせつぷりと中指を挿し入れる。

「っ、や、……っ」

「聖女様、目をそらさずにご覧ください」

　彼は咎めるように囁いてから私の耳殻を甘噛みし、輪郭をなぞるように淫靡に舐めしゃぶった。彼が耳を舐める音が直接脳内に刷り込まれているかのようだ。思わず震えて逃げ出そうと体を起こしかけ、すぐに彼の腕が腹に巻き付く。

「卿……っ」

「まだ終わってない」

　どうにか距離を取ろうとして抵抗したはずが、逆にぴったりと彼の体に背中が押し付けられ、彼の昂ぶりの熱が腰に触れる。彼は私がその感触に吃驚している間に、躊躇うことなく陰核を嬲って私の首筋に噛みついた。

「っひあああ……!?」

　予期せぬ快楽に腰が抜け彼に覆いかぶさられる形で寝台に倒れ込む。息つく間もなく激しく陰核を擦られ、同時に中を弄られる。感じたことのない快楽を体から逃がそうと必死に藻掻くも、ただシーツの波を引っ掻くことしかできなかった。彼は逃げ惑う私を絡めとるように上から抱きしめながら秘所を蹂躙し、ぞっとするほどに低く熱い声色で囁く。

「教師のように教えられるよりも、無理やりにされる方がお好みなのですか」

　この行為が始まってから私が彼の問いにまともに答えられた瞬間はあっただろうか。脳裏に彼の問いかけとはまったく関係のない疑問が浮かび、すぐにかき消される。私の腹を抱えていた彼の手が胸元へと伸ばされ、胸の突起を無遠慮に引っ掻いたのだ。そのわずかな刺激にも翻弄され意味もなく拒絶の言葉を叫んだ。

「っ、ぁ、……ああ、ち、ちが……っ」

「は、……俺相手にこれほど濡らしていて、説得力もない」

　カーティスは私の抵抗を嘲笑うように囁いて、逃げ惑う私の腰を持ち上げる。両腕は力なくシーツに縋りつき、尻を突き出すような体勢にさせられた。気恥ずかしさに再度抵抗を試みようとも強く腰を引き寄せられ、無様に額がシーツに擦れる。

「ああっ……！　あ、ぁあ、っんん……!?　ゃ、……な、に……っ」

　くちくちと音を立てて解されていた秘所にぴたりと熱が触れる。後ろから獣のように覆いかぶさったカーティスは、混乱する私に構うことなく私の下腹部を撫でて熱いため息を吐き出した。

　むき出しのうなじに彼の吐息が触れ、体が痺れる。その刺激に気を取られているうちに秘所に触れていた熱が、ゆっくりと存在を示すように蜜口をなぞった。

「あ、……っな、何を……っ！」

　ふいにカーティスが囁いた閨事の定義が思い出されて、彼が今何をしようとしているのかを唐突に理解してしまった。──カーティスが、こんなことを好きでもない私としたいわけがない。

「っ、だめ……、カーティス、っ」

　私が間違っていたのだ。焦って彼の手を止めようと声を上げた。しかしその叫びは、あっさりと強い衝撃にかき消されてしまった。

「ああ……っ!?」

　激しい衝撃に襲われ、はくはくと唇が震えた。淫靡な水音とともに下腹部にいまだ感じたことのない熱が押し入ってくる。彼は片手で私の腰を掴みながら囲うように私をシーツと彼の胸の間に閉じ込め、何かを堪えるように低く呻きながら執拗に私の背中に口づける。

「……っ、エステル」

「ん、ああっ……、あっ」

　不意打ちで名前を呼ばれ、何一つまともに抵抗できずに全身が震えた。慈しむように下腹部をなぞられ、堪えようもなく甘えるような嬌声が上がった。

　だめだ。これはだめだ。どうにかなってしまう。どこまでも貪欲に求めて、止められなくなりそうなのだ。本能的に恐怖を覚えてシーツを握りしめると拳の上から彼の手が重ねられて、指の間に節くれた指先が入り込んだ。

「すべて……っ、聖女様の中に」

　かすれた声に囁かれ、ぞくぞくと背筋に言い知れぬ快感が走り抜けていく。ゆっくりと最後まで腰を押し進めたカーティスは、飲み込んでいた息を吐いて私の肩に口づけた。

　私の名前はもう呼んでくれないようだ。だが、呼ばれていればどこまでも貪欲に彼の愛を欲する愚かな人間になっていたことだろう。彼はあくまでも聖女に命じられて仕方なく私を抱いたのだ。都合よく現実を解釈しそうになる頭を振り払うように唇を噛みしめた。

　閨事が彼の顔を見ながらできるものでなかったことに心から感謝したい。顔を見ていたらきっと心を隠すことなどできなかった。

「聖女様」

「っ、もう、結構だわ。……これで終わりに……っひぁ!?」

　これ以上迷惑をかけるわけにはいかない。ただその一心で声をかけたはずがすべての言葉を言い終える前に、中に収まっていた彼の強直が引き抜かれる。突如与えられた刺激にあられもない声が上がった。

「メルキオ、……っ！」

　咎めるように彼の家名を呼ぼうとして、それさえも塗りつぶされる。ぐちゅん、と激しい音を立てて引き抜かれかけた剛直が勢いよく最奥の膣壁に叩きつけられた。

　ちかちかと視界に閃光が走る。教えられたばかりの快楽に、私の体が抵抗を続けられるはずもなかった。酷く従順に一瞬で高みに上り詰めさせられて、全身が痙攣する。

　想像を絶する快楽から逃げ出そうと痙攣し続ける手でシーツを掴むが、その手はカーティスの無骨な手に上から制された。彼は両腕で私を囲い込み、私の無様な姿を見下ろしながら冷たい声色で囁く。

「もう一度教えて差し上げた方がよろしいですね」

　丁寧に囁かれる言葉が、どこまでも獰猛に聞こえるのはなぜだろう。

「──閨事とは男のもので貴女様の中を犯し、貴女様がどれほどやめてほしいと懇願しようがこの腹の最奥に子種を吐き出す行為のことです。聖女様。……それならこれは、まだ終わっていないと思わないか」

　問いかけるように話されているはずが、私が答えを述べる前に彼の剛直が膣壁を擦りながら引き抜かれ、呼吸を整える間もなく最奥に押し込まれる。

「ひ、あっ、あ、ああっ、ん、んん……！」

「……っ何人もの傷を癒してきた聖女様が、こうして男と情交に耽っていると知れたら」

「んんん、あ、ああっ、や、っ……！」

「っ、貴女様の信者たちはどんな顔をするのだろうな……！」

　囁きながらこつこつと奥を穿たれ、耐えることもできずに嬌声を上げ続ける。今自分がどれほど乱れた姿を彼に見せているのかもわからず、ただいやいやと首を振りながら快楽を逃がそうと必死になっていた。しかし抗うことさえ許さぬようにと寝台に倒れ込んだ体をがっしりと抱き込まれ、濡れた突起を押しつぶされながら中を強く穿たれる。その途端、訳もわからぬままチカチカと視界が白んだ。

「ひあああああ……っ！」

　激しい法悦に投げ出され、ひくひくと痙攣する体を隠すことができない。気持ちがよい状態はしばらく収まらず、震えのような痙攣が続く私を見下ろした彼はずるりと彼自身を引き抜いた。

「っあ……！」

　そのわずかな刺激さえも快楽に変換されて、高い声が上がる。

「……とんだ淫乱だな」

　乱れきった呼吸を繰り返す私の耳に、彼の言葉が入り込んでくる。彼の声色は呆れとも、苛立ちとも、失望とも取れるようなものだ。彼は罵られているのだと気付いても逃げ出すことさえできない私をたいそうみじめに思っていることだろう。彼の顔を見るのが恐ろしくて振り返ることができず、シーツに額を擦りつけた。

「……あの城で、……誰とでもこういうことをしているのか」

　後ろから聞こえてくる問いに胸が痛みを訴えかけてくる。

　なにゆえ彼がそのような思い違いをしているのかわからないが、彼は私が不特定多数の男と関係を持っていると思い込んでいるようだ。そのような人間だと思われているのだと思うとどうしようもなくやるせない。しかしだからと言って真実を話せば、私が彼を勝手に恋い慕い続けてきたことに気付かれてしまう。

「……そのような問いにお答えする必要は、ないでしょう」

　カーティスはこれから愛する女性と結婚し、私はあとわずかな時間でこの世を去る。それならば私の思いなど知らずにいた方がいい。あえて冷たく言葉を返したつもりが私の声は頼りなく響いた。

「……さようですか。……不躾な言葉をかけてしまい、失礼いたしました」

　特に感情を感じさせない声色が後ろから聞こえてくる。おそらく彼は少し前に見せた感情など少しも感じさせない無表情で私を見つめているだろう。今はどうしてもその顔を見る気になれず、背を向ける形でのろのろと上体を起こし、寝台からこぼれ落ちかけているローブを拾った。震える指先でローブを肩にかけ、袖を通しながら口を開く。

「ありがとう。……おかげで気分が落ち着きましたわ」

　これで彼は私がふしだらな女だと思い込んだまま、私の死を知ることなく幸せになれるはずだ。最後に幸福な思い出を貰ったのだから跡を濁さずに消えるべきだ。決意してローブの紐を結び、よろめきつつもその場から腰を上げかけた。

「……待て」

　その瞬間、右手を強く引かれて思わず後ろを振り返った。ランプの光に照らし出されたカーティスのシャツはじっとりと汗に濡れ、胸板から腹部までの体の凹凸がはっきりと曝け出されていた。激しい動きのせいでボタンが飛んでしまったのか、胸元もいつもよりはだけている。夜色の彼の目は伏せられて、長い睫毛が影を作っていた。危うい雰囲気にあてられてわずかに息を飲む。

「な、んですか」

　聞こえてしまいそうなほど鼓動する心音を隠すように慌てて声を上げる。私の言葉に顔を上げた彼と真正面から視線が絡み合った。目をそらすことなどできるはずもない。

「エステル」

　幼い頃、彼に名を呼ばれるたび自分の名前を愛おしく思うようになった。

『エステルは異国語で星を意味している。君の髪に似合いの名前だな』

　昔カーティスがこの名の由来を教えてくれたその日から自分の中で一番好きなものが名前と髪の毛になった。それが恋だと知った瞬間からカーティスに呼ばれる名前はずっと私の特別だ。──だから、彼が私の名を呼んだ瞬間、私は逃げた方がいいとわかっていながら逃げ出すことができなくなっていた。

「……本当に、俺以外の男に触れられたことがあるのか」

　静かにつぶやかれた言葉に、あからさまに体が反応する。

　なぜいまさらそのことに気付いてしまったのか。

「な、んでそんなことをお聞きになるんですか」

「閨事がどういうものなのかも知らなかったんじゃないのか」

「答える必要が……」

「君は自分が嘘を吐こうとするとき、親指を握りしめる癖があるのを知っているか」

　──どうしてそんなことを貴方が知っているの。

　言葉にならず慌てて拳を隠すと、さらに私の手首を掴む指先に熱がこもった。

「……卿、放してください。無礼です」

　震える唇で言いながら、やけになってどうにか拘束から抜け出そうと腕に力を込める。必死の抵抗を試みると、カーティスは鋭く私の表情を見下ろしてあっさりと私の抵抗を躱し、私の体を正面から抱き留めた。

「メルキオール卿！」

　叫ぶように声を上げてもカーティスの拘束が緩むことはない。いよいよ焦って突っぱねようと彼の胸に手をつき、たくましく隆起した肉体に吃驚してすぐに離す。彼はその手を躊躇うことなく掴み、真顔のまま私の瞳を覗き込んで言った。

「初夜に事を終えると、夫人は男を迎え入れた証として流血するものだ」

　そのような話は聞いたことがない。一瞬にして血の気が引き、すぐにシーツを検分するよう視線が忙しなく動く。──ない。ない。ない。どこにもそのような痕跡は見えない。

　そもそも部屋はランプのわずかな光源だけが頼りで、シーツに付着した血などよく観察しなければわからないはずだ。思わず安堵の表情を浮かべかけ、すぐに表情を引きしめる。

「じゃあ、それがないなら……」

「エステル。なぜ君は今、ここに『ない』とわかっているものをわざわざ探そうとしたんだ？」

　淡々と囁かれた言葉に、思考回路が混乱する。

「な、にを……」

「君はこれが初めてのことだと知られたくないから、焦ってその痕跡がないか確認してしまったんじゃないのか」

「ちが、」

　見抜かれている。そのことに気付いて顔を上げることができない。二の句が継げずに俯いて、彼の手が私の指先をなぞる感覚に背筋が震えた。──彼は、握りしめられた親指を確かめるように私の拳をなぞる。まるで、私が嘘を吐いていることを確信しているかのような指先だった。

「やめ、」

「なぜ俺を選んだんだ」

「違う、違うから、離して」

　間髪を入れずに否定の声を上げたつもりが、カーティスはまったく顔色を変えることなく、至って平静な表情で私を見下ろしていた。

「エステル」

「っ、呼ばないで！」

　呼ばれるとすべてを話してしまいたくなる。だからこそすべてを隠すためにわざと大声で叫んで、カーティスの手を振り払った。

「卿、貴方が言ったとおり、血なんて出ていないし、私は初めてではないわ！　だから変なことを言うのはやめて」

「エステル」

　なだめるように名前を囁かれ、またしても言葉が詰まる。名前を呼ばれるとどうしても胸が痺れて冷静でいられなくなる。どうすればいい。どうしたらいい。

　混乱しきった頭では次の手を考えることもできず、ただまっすぐに私を見下ろす彼の瞳を見上げた。どうしていまさら、昔のように困ったような呆れたような表情で私を見つめるのだろう。

「……その顔で見ないで」

「……見えなくとも匂いでわかる。血の匂いだ。だが君は怪我などしていなかったし、俺もしていない。エステル」

「そんなの勘違いだわ」

　どうにか言い返しているはずが、追い込まれているような気がしてならない。必死で抵抗しているのに、彼の手のひらの上で遊ばれているかのようだ。真意を覗くように瞳を射抜かれる。

「なぜそうも頑なに言い張るんだ？」

「だから、……違うわ。そう、私怪我をしているの。だからメルキオール卿の勘違いですわ」

「エステル。もう一つ閨事について教えておく。……初夜に夫人が血を流すことは多いが、その後も稀に血を流す者がいると聞く。ゆえに君が焦って血が流れている理由を考える必要など、始めからなかったということだ」

　カーティスはあくまでも淡々と言葉を紡いでいる。その言葉の意味を噛み砕き、とうとう反論が見つからなくなってしまった。

　鎌をかけられたのだということに気付くのがあまりにも遅かった。無意識に見張った目を見られ、思わず顔を顰めて俯く。

「エステル」

　どうしてこんな時に、優しい声で私を呼ぶのだろうか。泣きたい気分でため息を吐き、しばらく黙り込んでから、結局観念して口を開いた。

「……どうして騙したの」

「嘘は吐いてない」

　彼の言葉は正しい。むしろ嘘を吐いていたのは私の方だ。

「エステル、答えてくれ」

　穏やかな声にもう一度名を呼ばれ、抵抗していた体から力が抜けた。この醜い初恋を死の淵に立つ私がいまさらどのように伝えられるだろう。自嘲して答えが出ないまま顔を上げる。彼の目はやはり私だけをまっすぐに見下ろしていた。

　美しい人だ。容姿だけでなく心が清くてまっすぐな人。

　その瞳に見つめられながら名前を呼ばれて、わたしが嘘を吐き続けられるわけもない。自嘲しつつ結局声を上げた。

「もしも一度だけ、こういうことをするのが許されるなら」

　最後に私のしたいことをするのが許されるのなら──。

「その相手は……、カーティス以外、思い浮かばなかったの」

　貴方が好きだからだ。

　喉元まで出かかっている言葉をかき消し、目をそらすこともできずに彼の顔を見上げている。

　彼は私の言葉を聞き、目を見開いていた。私の思いなど知りもしなかったのだろう。その方が都合がいい。

「これ以上のことを求めようと思っていたわけじゃないから。だから、嘘を吐いただけ」

「……俺を嫌っていたんじゃないのか」

「嫌って？　そんなわけがないでしょう」

　カーティスは心から私の身を案じて、聖女となることをやめさせようとまでしてくれたのだ。好意を持つことはあっても、嫌うはずがない。おかしな問いかけに小さく笑みがこぼれた。嫌っていたのは私ではない。

「むしろ嫌っているのは貴方でしょう」

「は……？」

「すごい顔して私を睨んでいたじゃない。……ううん、責めるわけじゃないの。だって、カーティスが心配してやめた方がいいって言ってくれていたのに無理に聖女になったんだもの。……私が貴方をそういう顔に」

「違う」

「……え？」

　間髪を入れずに否定の言葉をつぶやかれ、わずかに反応が遅れてしまった。

　私の顔を見下ろすカーティスは、心なしか苦悶の表情を浮かべているように見える。互いに何も言えずにただ見つめ合い、やがて彼が重々しい口を開いた。

「違うんだ。……そうじゃない。確かに君の周りを、……相当酷い顔をして睨んでいたことは否定しない。……だが俺は……、君が恨めしくて睨んでいたわけでも、君を嫌っていたわけでもない」

　鉄血の騎士がたどたどしく言葉を選んで、私の反応を確かめようとこちらに視線を寄こしてくる。今まで見たこともないような表情に呆気にとられた。彼は珍しくもごもごと口ごもって気まずそうに一度目をそらし、懇願するように私を見つめた。

「でも、まるで操り人形みたいだっ、て……」

　三日前、私は確かにこの耳で聞いたのだ。彼の言葉を口にしながら胸の内が抉られるような痛みに襲われる。その痛みを隠そうと笑みを貼り付けると、カーティスはわかりやすく顔を顰めてそっと私の肩に触れた。

「それは……、誤解だ。君を貶めるつもりで言ったわけではない。……君の周りに立つ者たちは君の聖力を際限なく使わせようとするだろう。それが腹立たしくて、君の周りに立つ者に言ったつもりだったんだ。……すまない」

　カーティスは後悔に顔を歪め、おずおずと私の頰に触れる。その手は彼の言葉に胸を痛める私を慰めようとしているかのようだった。

　胸が震えて落ち着かず、恐る恐る彼の瞳を見つめている。彼の言葉が本当であれば、私は三年間も彼を勘違いしていたことになる。

「じゃあ私……、カーティスに嫌われていなかったの？」

「俺が君を嫌う理由などあるか」

「でも、話しかけてもくれなかったでしょう？」

「それは……」

「もう話したくもないくらい嫌われたんだと思ったわ」

「違う！」

　間髪を入れずに否定の声を上げられ、ぴくりと肩が震える。私の反応を見た彼は、「いや……驚かせてすまない」と謝りながら項垂れた。まるで大きな犬が飼い主に叱られて落ち込んでいるかのようだ。

「カーティス？」

「違うんだ、エステル。……俺はただ、君に嫌われているのだと知るのがたまらなく恐ろしかった。ゆえに、ただ遠くから君を……、いや、これは言い訳だ。時が経つごとに俺の手は血に汚れて君に触れるには相応しくなくなっていった。いや、そもそも俺は君のような存在に触れられる者では」

　彼がこれほどまでに長く語り続けるところなど見たことがあっただろうか。焦りながら語るカーティスを見上げ、わけもなく腹の底から笑いが込み上げてくる。

「……エステル？　笑っているのか？」

「ふ、ふふ、……ごめんなさい。なんだか貴方が」

　──貴方がとても、可愛らしく見えるのだ。

　鉄血と呼ばれる彼がこれほどまでに可愛らしく見えることがあるだろうか。まるで賢くて大きな犬が落ち込んでいるように見える。それがおかしくて、くすくすと笑い声を上げてしまった。

　寝台の上でのんきに笑う私を見た彼は少し前までの私のように呆気にとられ、しばらくしてから三年前の彼と同じように静かに笑みを浮かべた。

「だからつまり、俺が君を嫌う理由など一つもないんだ」

「ないの？」

「エステルこそ、……ないのか」

　一つもないから困っているというのに、彼はそのことを知らないのだ。

「ないからこうして無理なお願いをしたのだとは思わないの？」

　茶化すように笑って首をかしげる。愛おしくてどうしようもない。彼に嫌われていなかったのが隠しきれないほど嬉しい。

　カーティスは私を嫌っていたわけではなかったのだ。それが嘘だとしても構わない。今日はこの幸せな気分を抱えて眠りにつきたかった。

「俺が怖くはないのか。俺の手が汚いと思ったことは」

「ないわ。どうしてそう思うの？　貴方は聖騎士として、立派に務めているじゃない」

「ただ、己の欲のためにそうしているだけだと言ったら？」

「それはきっと、皆同じなのよ」

　私も同じだと、口にすることは控えた。私の静かな囁きにカーティスは目を細めていた。まるで眩しい光を見つめるような目だ。

「ねえ、カーティス。何が怖いの？　貴方は昔の貴方と何も変わらないじゃない。お転婆な私を呆れて、でも見放さない。したいことがあると駄々をこねたら、困った顔をして花を捧げてくれる。私の自慢の騎士様のまま。……貴方が汚かったことなんて一度もない」

　彼が自分自身をそのように思っていることなど知りもしなかった。高貴な身であり、聖騎士団の長を務めるような立派な人だ。それなのに今、自分自身を責めて落ち込む彼が切なくて、咎めるように滑らかな彼の頬を優しく抓った。

「エステル……」

「もうそんなことを考えるのは終わり。ね？」

　私に頬を抓られているカーティスは、三度目を瞬かせた。それから散々躊躇って彼の頬を抓る私の手に優しく触れる。

「……君はそういう人だったな」

　囁かれた言葉は、私への言葉というよりも彼の独り言のようだ。首をかしげて見せると彼は昔のように花が綻ぶような美しい笑みを浮かべた。不意打ちで見せられる笑顔に強く胸を掴まれ、甘い感覚に耐えられずに慌てて手を離す。

「カーティス、私もう……っ」

　今日はもう部屋に戻ると伝えようとして、唇に柔らかな熱が触れた。優しい熱に唇を食まれ、ただ呆然とする。

「エステル」

　目覚めを促すような甘い声で囁かれ、ゆっくりと視線を合わせた。その先に麗しく微笑む彼の姿がある。──今、キスをされたのだろうか。

　私が熱くなった頭で状況を整理し終えるよりも先に彼は熱のこもった目で私を射抜き、口を開いた。

「俺を選んだこと、一生後悔させない」

　神に誓うように囁いた彼は、優しく私の胸を押して寝台に倒した。少し前にも見た景色が広がる。

　どうしてこのようなことになったのだろうか。問うよりも先に再び口づけられて熱に溺れ、消えかけていた情欲の炎が体の中心で揺らめいた。

「ん、……っ、ぁ、」

　彼は私に熱く口づけながらシャツを脱ぎ捨てて、私の両手を優しく握りしめた。その手を縋るように握り返すと指先を絡めるようにつなぎ合わされる。甘やかな触れ合いに意識を奪われているうちに口内に舌が侵入し、私の舌をきつく吸い上げた。

「は、ぁ……カーティス、ま、って……、もういい、って、ぁ……っ！　ね、ぇ……っ」

　少し前にも教えられた快楽をもう一度刷り込まれている。そのことを察し始めた頃にようやく彼の唇が離れた。

「エステル」

「っあ……！　まっ」

　私の手を拘束していた右手があっさりと引き抜かれ、躊躇いなく秘所に触れた。くちりと淫猥な音が聞こえ、かっと頬に熱が集まる。

「カーティス、ねえ……っあ、ああ！」

「まだ物足りなさそうだな」

「ちが、」

「言っただろ。まだ最後まで終わってない」

　囁かれた言葉にあからさまに体が反応している。彼は私の身体が過剰に反応してしまうのを満足げに見おろし、輪郭を確かめるように私の足に触れた。甘く触れられるだけで全身が熱くなり、彼の指先が腿から秘所へと近づくたび身体の奥が疼いて仕方がない。

「エステル」

　何度も繰り返し名前を呼ばれ、目を回しながら彼にしがみついた。

「エステル」

「ん、ふ……っ、あ」

「君はどこもかしこも甘いな」

　彼は熱のこもった吐息を吐きつつ私の肩に口づけて、楽しそうに笑んでいた。口づけられるだけで反応する私の体に満足げに笑って、もう一度私の名を呼んだ。

「エステル」

「ん、カーティス、……っねぇ、もう……っ」

　一度目の触れ合いがどれだけ淡白なものであったのか嫌でも理解できてしまう。何度止めようとしてもカーティスの勢いは止まらず、目が合うたび蕩けそうに微笑まれ、結局強く抵抗することもできずに口をつぐむばかりだ。

「うん？　どうしたんだ？」

　根を上げて声をかけても、砂糖菓子のように甘い声で答えられると何も言えなくなってしまう。

「……ぅ、その目で、見ないで」

　嫌われていないと知れただけでも十分だった。それなのに、彼のこの瞳に見つめられると勘違いをしてしまいそうになる。カーティスは本来、親しい友人にはとことん甘い。

「なぜ」

「なぜって……ぁ、だって、っ」

「俺はエステルのすべてが見たい」

「な、っあ……！」

「エステル、今度は君を傷つけたりしない。……優しくする」

　耳元に熱く囁かれ、目を回しているうちに胸の飾りを指先で擦られる。覚えたての快楽に従順な体はますます熱を孕み、思わず甘い声がこぼれた。触れられるたび、少し前にカーティスを受け入れた秘所が熱を持って仕方がない。もどかしい感覚に焦がれ、身を捩りながら声を上げた。

「でも、……っわたし、なん、か……っ、変、だから」

「おかしなところがあるのか？」

　彼は私の反応を見て、今にも蕩けてしまいそうな笑みを浮かべている。問いながら、私の体に起こる変化の理由を察しているかのようだった。昔も彼は無知な私が物事を問うと、時折今と同じように私の疑問をとことん突き詰めて答えに導こうとすることがあった。

「だって、カーティスに触ってもらうだけで……、何か、体が……熱くなっ、ぁっ、ん……っ」

「どこがどう熱くなって変なんだ？」

「……っどこ、って、ん、」

「エステル、俺にも教えてくれ」

　昔と同じように拙くも状況を説明しようと必死に目で訴えかけるが、「どこなんだ」と囁かれて唇を噛む。その途端、彼の指先が私の唇に触れた。

「君の可愛い唇に傷がつくといけない」

「かわ……っ」

　可愛いだなんて、カーティスの口から出てきたとは思えない。それなのに、どうしようもなく甘い目で見つめてくるから、彼の言葉なのだと理解させられてしまう。動揺する私を見ても、彼は昔のようにいっそう楽しそうに微笑むだけだ。

「エステル、口にしづらい所なら、何も言わずに俺の手に触らせてくれてもいい」

　カーティスは優しく囁いて彼の手を私に握らせてくる。彼の行為は昔と同じ、親切で優しい気遣いのようで、どこか獰猛な熱を孕んでいる。そう感じていながら、熱にあてられてしまったかのようにおずおずと無骨な手をぬかるんだ秘所へ導いた。その途端、それまでされるがままになっていた彼の指先が、突如たっぷりと濡れた突起を嬲った。

「あ、ああっ……！　ん、んんん……！」

「俺に触れられるとここが熱くなるのか？」

　優しく問いかけながらも彼の手は休むことなく突起を撫でては引っ掻く。不規則な刺激に翻弄され、言葉にすることもできずに彼の腕にしがみついた。

「あ、あっ、ひぁっ……！　ん、んんんっ〜！」

「どうなんだ、エステル」

　蜜口に触れられるたび、頭が真っ白になる。だがそれとは別に、蜜口の奥、腹の中心が熱を孕み続けているのだ。それをどのように伝えればいいのかわからず、泣き出しそうになりながら彼を見上げた。

「違うのか」

「っ……もっ、と」

「ああ」

「おなかの、おく、が」

　少し前に彼が入り込んだ体の中心が、疼いて仕方がない。彼だけに聞こえるように耳元に囁いて顔を隠すために俯く。そうすると、蜜口の飾りに触れていた彼の無骨な手がぴたりと動きを止めているのが見えた。

　私の体がおかしくなるのは、彼に触れられているときだけだ。だから、触れられていなければ特におかしなことになることもない。そう伝えようと顔を上げかけて、彼の手が迷いなくひくひくと蠢く蜜口に入るところが見えた。

「っひぁあああっ!?」

「──エステル、それは変になっているのではなくて、気持ちがいいんだ」

　ぐちゅりと淫靡な音を立てて入り込んだ長い指が、熱を持った膣壁を甘く引っ掻くように擦ってくる。その刺激と合わせるように彼の親指の腹が突起を撫でた。

「ひ、あぁあああ……！」

　予期せぬ刺激に目が回る。ちかちかと閃光が走る視界が恐ろしくなって瞼を固く瞑った。はくはくと浅い呼吸を繰り返し、額に優しく口づけられる感触でゆっくりと目を開く。

「上手く達せたようだな」

「……これ、が、きもちが、いい……っ？」

「ああ、そうだ。気持ちがいいことなのだと君がわかるまで教えるから、覚えてくれ」

　たっぷりと甘く囁いた彼は、確かに彼が言ったとおり、私が『気持ちがいいこと』を覚えるまで執拗に私の体に触れた。全身に口づけ、私が特に反応する耳を舐めたり、胸の飾りを甘噛みしたりしながら絶えず蜜口を弄って徹底的に快楽を教え込んだ。彼は気が遠くなるほど長い時間、そうして私の体に触れながら私の名前を囁き続けていた。

「エステル」

「っ、あ、っんんん」

　そのうち、彼の吐息が肌に触れるだけでも体が反応してひっきりなしに声が上がるようになった。はしたない私の姿を見ても彼は顔を顰めることなく熱心に私の体を弄って、名前を囁きながら深い快楽へと突き落としてくる。

「カーティス、っ、ぁ……！　カーティス、も、もう……、あああっ」

「……もう、なんだ」

「も、もう……っ、きもちいい、からぁ……！」

　終わらない快楽に襲われ、わけもわからず喘ぐことに疲れきって終わってほしいと懇願した。しかし私の言葉を聞いた彼はうっとりと目を蕩けさせ、彼の熱を押し付けるようにぴたりと体を寄せながら私の頬に口づける。

「そうか。……エステルは偉いな」

「あ、ん……、もう、じゅうぶん、ぁ、だから」

　喘ぎながら彼の腕に触れると、彼はようやく満足したのかその指先を私の中から引き抜いた。ずるりと指が抜けていく感覚さえ快楽を生じさせ、体が小刻みに痙攣する。どうにか体に纏わりついた快楽を振り払おうと深く息を吐く。しかし僅かに落ち着きを取り戻したその瞬間、彼が私の足を割り開いて、難なく私の右足を肩にかけた。

「カーティス……？」

「ああ。それなら、次を教える」

「つ、ぎ……って、ひあっ……!?」

　粘性の体液に塗れた蜜口を指先でなぞられ、ひくりと喉が鳴った。まだ熱が滞留している蜜口に硬い熱が触れ、彼が何をしようとしているのかようやく理解した。彼は彼の言葉のとおり、最後まで閨事を教えるつもりなのだ。そう気付いて、慌てて彼の胸に手をついた。

「っんあああああ……!?」

　その瞬間、一度目とは比べ物にならないような衝撃が体の中心を走り抜け、一瞬で絶頂に押し上げられた。星が飛ぶ視界の中に、彼の怒張が深く突き刺さった秘所が見える。淫猥な光景に目眩を引き起こして目を瞑っても、耳にぐちゅりと淫らな水音が聞こえてくる。

「……っ、エステル」

　名前を呼ばれて反射のように目を開き、左耳をねっとりと舐められる。僅かな刺激にも中に入り込む彼の熱を締め付けて、少し中を擦られるだけでどうにかなってしまいそうだ。

「痛くないか」

「あ、っああ！　ん、……っ」

　声に出せずに何度も頷くと、息を詰めながらも余裕のなさそうな笑みを浮かべたカーティスがゆっくりと腰を引いた。

　存在を知らしめるように中を刺激され、限界まで張り詰めた熱がぱちぱちと爆ぜる。

「あっ、ああ……っ、ひ、んんん！」

　ゆっくりと引き抜かれるだけでもひっきりなしに絶頂に追いやられ、振り落とされぬようにカーティスにしがみつく。

「上手く気持ちよく、なれていて偉いな……っ、エステル」

　耳元に囁かれる言葉に胸が熱くなる。胸いっぱいの思いを伝える術がなく、ただ彼の顔を見上げ、縋りついた腕に唇を押し付けた。

「……っカーティス、だ、からっ……ぁっ、」

　恋しい人だから、きっとこれほどまでにも気持ちがいいのだ。思わずこぼれ出た本音を聞いた彼は体を震わせて息を詰めた。

「カーティス……？」

「っ……、俺を選んだこと、後悔させない」

「なに、を、ぁ、っひあああああ!?」

　少し前までの彼の動きは私に快楽を覚えさせるためのもので、彼は手心を加えてくれていたのだ。それを知るには十分な鋭い一突きを穿たれ、間髪を入れずに律動が続けられる。

「あっ……ん、んんんっ、ひぁあああ……！」

「エステル、エステル……っ」

　彼はすぎる快楽を逃がすこともできずに身もだえる私をまじまじと見下ろし、時折堪えるように息を詰めた。

「あっ、ああっ、ひ、んんんっ、カーティ、……っカーティス……！」

　力強く穿たれ、快楽の渦に深く溺れていく。体の最奥に侵入され、得体の知れない快楽に全身が染め上げられた。カーティスはただ私に閨事を教えてくれているだけで、彼の体温を感じられるのはこれが最後だ。そう思えば思うほど手放すのが惜しくなって、たまらず口を開いた。

「ん、あっ……っ、きもち、いい……っ、カーティスっ、ああああっ！」

　叫ぶように胸の内を伝え、彼に抱き着く。そのまま食いしばるように噛んでいる彼の唇に己のものを重ねた。このままここで人生が終わってしまってもいい。儚い願いを押し付けるように長く口づけて彼の瞳を見上げた。

　普段は深海のように静かな瞳に激しい熱が迸る。その様子に呆気に取られているうちに、彼が私の腰を強く掴み直した。

「……っ、くそ……っ」

「……っ～～～！」

　荒々しく言葉を吐き捨てたカーティスに最奥を穿たれて、声を上げることもできずに大きな法悦の波に飲み込まれた。視界いっぱいに星のような閃光が弾け、激しい眩暈に目を開いていられない。

「エステル……っ！」

「っ、あ、ああっ、あ、ひぁああああっ……！」

　もうこれ以上は昇ることなどできないと感じられるほどの快楽に飲まれ、すべてを押し込むように再度穿たれた怒張がすぐに引き抜かれた。下腹部に熱がこぼれ落ちてくる。だがその熱が何なのかを確認する間もなく意識が遠ざかり、とうとう全身から力が抜けた。
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　昔どこかで嗅いだことのある懐かしい匂いがする。その香りはいつも私を酷く惹きつけながらも安らぎを与えてくれるものだ。この香りに包まれながら死にゆくことができれば、どれほど幸せだろうか。このままいつまでも微睡んでいたい。望むとおり再び深い眠りに誘われて寝返りを打とうと足を伸ばすと、固い何かにぶつかった。

「ん……」

　ゆっくりと意識が覚醒し重い瞼が開く。ぼやけた視界の先に、美しい顔が映り込んだ。

「……っな、」

　それがカーティスの寝顔であることに気付いて、飛び上がりそうになるのを必死で堪えた。叫びかけた言葉を飲み込んで、呼吸を止める。

「夢……、じゃ、ない……？」

　瞬時に昨日自身がしでかしたことをすべて思い出し、耐えられずに顔をそむけた。だがそらした視線の先にもカーティスのたくましい胸板があり、距離を取ろうにも彼は私の腰を抱くようにして眠り込んでいる。彼の足も私の足にしっかりと絡みついており、到底すぐには抜け出せなさそうだ。仕方なくそらしていた視線を彼の顔へと戻す。

　カーテンの隙間から伸びる光は彼の銀髪に反射して流星のような煌めきを放っていた。眠る彼は顔を顰めることもなく、穏やかな寝息を立てている。寝息が聞こえなければカーティスはやはり名匠の彫刻作品と見まがうほど美しい。この人が昨日、瞳を欲情に濡らして私に触れていたのだ。

　死ぬまでの間に、一度でいいからカーティスに触れてみたいと思っていた。それがこうもあっさりと叶ってしまうなど誰が想像できるだろうか。眠りこける彼の姿が微笑ましく思えて、思わずその頬に手を伸ばしかける。だがその手は、結局彼に触れることなくぴたりと動きを止めた。

「……行かなきゃ」

　あと六日で私はこの世を去る。聖女としての務めを果たすこともできない私がカーティスの側にいてもいい理由などどこにもない。

　当初の予定では夜のうちにこの邸を出るつもりだったのだ。そのはずが昨夜の私は未知の快楽に塗りつぶされた後、起きていることさえままならずに気を失ってしまった。

　だが今ならばまだ間に合うだろう。気を失って眠り続けていたからか、ここ三年間の中でも頗る体の調子がいいような気がしてならない。まさかカーティスに触れることができたからだろうか。いや、そんなはずがない。都合のいい思い込みを一人胸の内で笑ってゆっくりと彼の体から抜け出す。

「……エステル」

　右足が床に触れたその時だった。後ろから熱っぽい手に腕を掴まれ、かすれた声で名を呼ばれる。

「ひぁ……っ!?」

　碌な抵抗もできずに体が寝台の中央に引き戻され、瞠目しているうちに彼の腕の中へと逆戻りしていた。

「今日くらい城に出向かなくてもいいだろ」

　気だるい声音でつぶやいた彼は、眩しそうに目を細めながら私の顔を見つめている。まだ意識が覚醒しきっていないのだろう。ぼんやりと私を見つめ、やがて私の体を柔らかく抱きしめた。一方私はどこまでも甘ったるい雰囲気にあてられて何一つ声に出すこともできず狼狽えている。

「メ、メルキオール卿」

「……もう名前で呼んでくれないのか」

　寂しそうに囁かれると、胸が甘く痺れる。寝起きの彼がこれほど無防備になると知っていたら迂闊に彼の寝台で眠りについたりはしなかったはずだ。さらに言葉に詰まっていると彼の唇が薄く笑みを浮かべた。

「エステル。もう一度呼んでくれ」

　この声に抗うことができる人がいるのなら、その方法を教えてほしい。

「……カーティス」

　観念してつぶやくと、彼はわかりやすく破顔して私の頬を撫でた。

「ねえ、もう離して」

「なぜ」

「……もう、出ていくから」

「どうせ聖女の公務には間に合わない。君はしばらく聖力の不調を起こしていたんだ。今日くらい、ここでくつろいでいても誰も君を咎めたりしないだろう。違うか？」

「ゼノ様が、心配していらっしゃると思うから」

　苦し紛れの言い訳をつぶやくと、カーティスは心なしか不満そうな視線で私を見つめ小さくため息を吐いた。

「……それが気になるのなら俺が一筆書いておく。聖女様はマナの回復のために外遊し、俺がその護衛に当たっている。ゆえに心配無用だと」

「それはだめ！」

　思わず声を張り上げてしまった。私の反応を見て、カーティスが目を見張る。

「なぜ」

　端的に問い返され、目を回しながらここから逃げる方法を考えている。ゼノへ手紙を送られてしまえば私が聖女ではなくなったことが知られてしまう。そうなればすべてが露見する。しかし何一つ辻褄の合う嘘が浮かばなかった。

「エステル」

　答えを促すように名前を呼ばれ、頬をなぞられた。深いブルーの瞳はいつもまっすぐで曇りない。その目に見つめられて、これ以上嘘を重ねることなどできるはずもなかった。

「……手紙は送らないで」

「そこまで言うならそのとおりにする。だが、理由を教えてくれないか」

「もう送る必要がないから」

「どういう意味だ」

　諭すように囁かれ、強く目を瞑った。嘘を吐くのが上手ではないことを彼には知られている。彼の視線が私の指先へと向けられたのを見て、結局震える唇で真実を囁いた。

「私、もう聖女じゃないの。……聖力がなくなっちゃったから」

　できるだけ明るく打ち明けようと笑みを浮かべるつもりが、表情をうまく取り繕うことができなかった。軽薄そうな笑みが張り付いて彼に真剣な顔で見下ろされる。何も言い訳できずに「黙っていてごめんなさい」とつぶやくと、カーティスはしばらく無言で難しい顔をしてから仕方がなさそうにため息を吐いた。

「……魔導士をここに呼ぶ」

「どうして……？」

「マナと聖力の生成については俺も門外漢だ。だが、俺には君が聖力を失っているとはどうも思えない。むしろ今の君はマナも聖力も満ち満ちている」

　淡々と語り終えたカーティスは、再び私の体を優しく抱きしめて深くため息を吐く。それから私の体にシーツを巻き付けて、呆然とする私を気にも留めずに難なく横抱きにして立ち上がった。

「真偽を確かめるためには……、癪ではあるがあの男の力が必要になる」
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「戻っていますね。それも完全に。ここ最近でも見たことがないくらい良好だ」

　目の下にくっきりと隈を浮かべたゼノが何度も目を瞬き、時折頬を抓りながら私の手に触れること三十分。彼はようやく一つの結論にたどり着いた。

「……ですが、戻ることはないと言っていましたよね？」

「ほぼないと確信していましたが……。可能性が一つもないわけではありません。エステル様が倒れている間も魔導士五人がかりでエステル様にマナを送り込むことには成功していましたし、……相性のよい相手さえ見つかれば、あるいは可能性があるとはわかっていました」

　ゼノも混乱しきっているのだろう。ぐしゃぐしゃと頭をかき混ぜている。彼の見立てではその相性のよい相手こそがカーティスであるらしい。確かに私自身も今日は頗る体調がいいと感じていた。だがこのような奇跡が起こることを予測できるはずもない。

　ゼノは彼の手に伝わってくるマナの状態が信じがたいのか、頻りに私の手をペタペタと触って首をかしげている。同じようにゼノに向って首をかしげると、視線が絡む前にカーティスによってゼノの手が剝がされた。

「それならなぜそうと先に伝えなかった？」

「まさか、適合者がこの世にいるとは思えなかったからですよ。……というか痛い痛い！　離してください」

「それで、聖女様の体は元に戻ったのか」

「だから痛いですってば！　厳密には元どおりとは言えませんよ！　マナの回復機能が壊れてしまっていることは間違いないですから。ただ、それを供給できる相手がすぐ近くにいるわけですし、無理のない範囲で聖力を使いながら供給を繰り返せば、今まで以上に良好な調子で公務を続けることができるでしょう」

「俺が常時側に控えていればよいということか？」

「……まあ、そうとも言いますね。問題がないようで何よりですよ、ええ」

　ゼノはようやくカーティスに解放された手首を擦りながら大きなため息を吐いている。これにて一件落着だとでも言い出しそうな雰囲気だが、カーティスが常時私の側に控えることなど不可能だ。

　窺うようにカーティスへひっそりと目を向けると彼もこちらを見ていたのか、すぐに視線がぶつかった。彼は相変わらず感情の読めない表情のまま、口を開く。

「聖女様。……それでどうなさるのですか。貴女はすでに一度陛下に罷免されていらっしゃる」

　結局、すべてが彼の忠告のとおりになった。彼はそのことを呆れたり、嘲笑ったりしてもおかしくないだろうに、あくまでも真剣な顔つきで私を見据えている。カーティスは昔、私がどれほど世間知らずなことを言ってもからかったり笑ったりすることなくいつも丁寧に物事を教えてくれていた。一人の人間として尊重してくれていたのだ。

「……今すぐにでも戻ります。それが私にできることですから」

　気丈に振る舞って口にしたつもりが、か細い声が響き渡った。聖女として生きる道しか知らない私はこの道以外には何一つできることがない。私がカーティスを見つめることができるのも結局はこの方法だけだ。自嘲を押し殺して俯いていると、カーティスは私の目の前に片膝をついて私の表情を覗き込んだ。

　まっすぐに瞳を見つめて首をかしげると、彼はしばらく逡巡するように何度か唇を開いては閉じてゆっくりと言葉を奏でる。

「……しばらく休暇をとればよろしいのでは」

　彼は三年前のあの日のように、やめておくべきだと言って私を咎めたりしなかった。拳を握りしめながらただじっと私を見つめている。三年前のあの日を繰り返さないために、私の意思を尊重しようとしているのだ。

　きつく握りしめられた拳を見るだけで彼が心から私の身を案じてくれているのが察せられ、変わらぬ優しさに息が詰まった。

　そういう人だからこそ、いつまでも私はこの気持ちを捨てることができなかったのだ。己の汚い恋心が少しも消えていないことに気付かされ、苦笑がこぼれ出る。

「もうすっかり元気になっています」

「私がいなければ万全であるとは言えないのでしょう」

　彼の言葉はもっともだが自由に使えない聖女など陛下が許すはずもない。ゆえにどれほど苦しかろうと私は聖女として聖力を使い続けるしかないのだ。何も言わずに彼の目を見つめていると、やがて彼は深いため息を吐いた。昔何度も見た光景だ。いつも私が意地を張ると、最後にはため息を吐きながら彼が私の意向を通してくれた。

「グリード殿、一度席を外してくれるか」

「……はいはい」

　ゼノはカーティスに言われるとおりにそそくさと部屋を出て、再び沈黙が私たちを包み込む。カーティスはゼノが部屋を出ていくのをしばらく眺めてから、もう一度私に目線を合わせて口を開いた。

「エステル」

　囁かれる名前に思わず目を見張った。昨夜何度も囁かれたように優しく丁寧に呼ばれ、まじまじと彼の瞳を見つめる。

「……どうした。何かおかしな顔をしているか」

「いえ、……何でもないの」

　ゼノがカーティスの手紙を受けてこの邸に駆けつけてから、カーティスは一度も私のことを以前のように呼んでくれなくなっていた。結局呆れられてしまったものなのだと思い込んでいたが、あれは彼の中での公私の区別だったようだ。あからさまに安堵してしまったのを慌てて取り繕った。

「それならいいが。……君の思いはよくわかった。だが君が今すぐにでも戻ると言うのなら、二つ条件を出す。一つ目は今後聖力を使う際は必ず俺が護衛につくことだ」

　夢のような言葉が耳に入ってくる。昨日まで冷ややかに私を見下ろしていた人とは思えぬような言葉だ。またしても呆然と見つめていると彼は「それでもいいのか」と静かに囁いた。

「……それで問題ない、けど……。もう一つは？」

「マナの供給は二日に一度だ」

「マナの供給？」

「あいつははっきり明言するのを避けていたようだが、マナの供給はただ側にいればできるようなものではない。身体的な接触がなければ不可能だ。手に触れたり、抱擁したり、……それ以上のことをしなければならない。これがどういう意味かわかっているのか」

　カーティスは確かに自身の言葉の意味が私に伝わっているのかを確認するようにまっすぐに私の瞳を見つめていた。彼の言葉を反芻し、嫌に胸の鼓動がうるさくなる。

　ただ一度だけ、思い出ができれば十分だと思っていた。そのはずが、彼の手に触れられれば私はまだ死なずに済むらしい。しかし生きながらえるためには、ただ彼に側にいてもらうだけでは足りない。

「……どういう？」

　聞かなくともほとんど答えはわかっていた。それでも問いを立てたのは、彼がそれを口にするときどのような表情を浮かべるのか確認したかったからなのかもしれない。彼が少しでも疎ましく思うような表情を見せれば、きっとこの場で彼を解放するつもりだった。それなのに恐る恐る見つめた彼の瞳はいつもと同じく美しく怜悧な輝きを放ち、彼の表情はまるで私を心配しているかのようだった。

「君は、昨日俺としたことを今後も定期的に行わなければならないということだ。……君が公務を続けるのであれば、二日に一度の供給が最低限度だ」

　カーティスは私を案じる言葉を返してくれた。だが彼自身はこのことをどう思っているのだろうか。胸の奥に潜む問いを言葉にすることができず、ただまっすぐに私を射抜く瞳を見つめている。

「……できるのか」

　再度問いかける彼の声は幼子に聞かせるような優しい声色だった。

　彼は昔からいつも優しい人だった。だから恋い慕って遠い空に輝く人だとわかっていながら駄々をこね、近くにいようと必死になっていた。今もそうだ。

「カーティスが、嫌じゃないなら」

　蚊の鳴くような声でつぶやいた言葉が今の私にかけられる最大の良心だった。彼は私がむざむざと死にゆくことを哀れに思って必ず私を助けようとするだろう。昔馴染みの私のために真剣にぶつかってくれるような優しい人だから。

　そうだと知っていて、彼のことをつなぎとめようとしている己の愚かさが恨めしい。それなのにカーティスが頷くのを見ると性懲りもなく安堵してしまった。

「エステル。今度こそ俺はこの命が尽きるまで君を守る」

　まじめな騎士の誓いが、どうしてか胸に重く響いて聞こえた。
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「いっそ思いを打ち明ければよろしいのでは？」

　王宮の礼拝堂にゼノの呆れた声が響き渡る。俯いていた顔を上げて視線を向けると、やはり想像どおりゼノはたいそう呆れた表情を浮かべてため息を吐いた。

　私がメルキオール公爵家に足を踏み入れた日からちょうど二週間が経過した。その間私は聖力が元に戻ったことを陛下に認められ、改めて聖女としての公務に就いている。あの日一日中続いていた雨が嘘のように最近は晴れの日が続き、今のように温かな日差しが差し込む昼間は礼拝堂が少し暑苦しく感じられるほどだ。

「ゼノ様はこの状況でそれができるとお思いですか？」

　カーティスは本当に約束のとおり私の護衛に就くことを陛下に願い出てあっさりと任命された。以降彼は時間の許す限り私の側で護衛を務め、さらに二日に一度はマナの供給のために聖女の私室へと訪れている。彼が私の護衛に就くと知れ渡ったときは宮中が騒然となったが、それも護衛中の彼の態度を見るとすぐに落ち着いた。

「どう考えたってメルキオール卿の態度は普通じゃないですよ。これで聖女様を特別に思っていないと言ったらそれはもはや詐欺ですね」

「卿のどの部分を見てそのように思われるのですか？　私の側にいる間、彼がいつも顔を顰めているのをゼノ様もご存じでしょう？」

　公務中、聖力を使うたびに後ろから突き刺すような鋭い視線を感じている。その視線をたどるように振り返ると、いつもそこにカーティスが立っていた。近頃は、とうとう聖騎士団長が直々に聖女の粗探しを始めたのではないかとまで囁かれる始末だ。

「それはあれですよ。……普通に、他の男に触ってほしくないんですよ。簡単なことじゃないですか。聖女様は公務の際、必ず負傷者に触れることになりますから。それが腹立たしいんでしょう」

「まさか。メルキオール卿がそんなことを考えるはずがありませんわ」

「どうして言いきれるんです」

「それは……」

　側にいることで彼が日頃どれほど過密なスケジュールをこなしているのかを知ることになってしまった。分刻みで聖騎士団の団長としての仕事をこなす彼に私の護衛を務める時間があるはずもない。それなのに彼は当然のようにその時間を捻出している。そうして聖力を使う私を後ろから睨みつけているのだ。あの日確かに彼は私を嫌っていないと言ったが、私が彼にとって邪魔な存在であることは火を見るよりも明らかだ。

　あの日以来彼は二日に一度のマナの供給の際、酷く義務的に私に触れて必ず一度で行為を終わらせている。当然以前のように親しげに会話をしてくれることもない。だからこそ彼は義務感で仕方がなく私に触れているのだと強く実感してしまうのだ。

「……宮中の誰もがそう言っているでしょう？　聖騎士団長様は聖女の護衛を任されてからずっと不機嫌だって」

　頭に浮かぶ本当の悩みを打ち明けることができず、言葉に詰まって結局無難な答えを口にしてしまった。私の言葉を受け、ゼノは再度深くため息を吐きつつ周囲を見回す。話題の中心人物であるカーティスは現在聖騎士団の団員に呼び出され、この場を離れている。そのことを再度確認したゼノが声を潜めてつぶやいた。

「そうだったとしても、聖女様は彼に思いを寄せているんでしょう。それももう何年も」

「それはそうですけど……」

「しかももうマナの供給という大義名分を得て、そういう関係になっていらっしゃるじゃないですか」

　ゼノは私が言葉にすることを憚った話題をあっさりと口にして笑みを浮かべている。あけすけな言葉に慌てて彼の口を塞いだ。

「ちょっと、ゼノ様！」

　こちらは焦って注意をしているというのに、彼は気に留めることもなく私の手を難なく剥がした。

「いいじゃないですか。誰も礼拝堂なんて見てないんでしょう？　それなら恋愛相談し放題ですよ」

　私が過去に言った言葉を引用して満面の笑みを浮かべている。当初彼がここに来た目的は私の体調のチェックであったはずが今は触診をすることもなく向かい合って椅子に座り、こそこそと恋愛談義に興じている。このような場面を見られたらカーティスでなくとも顔を顰められてしまいそうだが、ゼノはまったく引く気がなさそうだ。

「で、実際どうなんですか。鉄血の騎士様は」

「どうって、何ですか」

「どんな感じなのかってことですよ。あの様子じゃあ、やっぱり『俺以外とはするな』とか言ってんですか？」

　ゼノは軽薄な笑みを浮かべつつカーティスを真似て問いかけてくるが、まったく似ていない。

「もう！　そんなこと言いません！」

「じゃあ『君は俺のものだ』とか」

「……ゼノ様、怒りますよ！　そんなことを相談するつもりはありません！」

　似ていないこと以前にカーティスがまったく言いそうにない言葉だ。呆れてため息を吐くとゼノはいっそうおかしそうに笑った。

「はー、笑った笑った。……でも実際、本当はその辺りのことですごく悩んでるんですね？」

　まっすぐに私を見つめるゼノは少し前までのだらしのない笑みをすっかり消し去っている。彼はふざけながらも、いつの間に私の悩みを見抜いていたのだろうか。唖然としてその顔を見つめ続けると彼は苦笑しながら私の手首に触れた。どうやらようやく触診をするつもりになったようだ。

「……どうしてわかったんですか？」

「そりゃあ三年の付き合いですから。……と言いたいところですが、人間が嘘を吐くときに出るサインがいくつかありますからね。魔導士のたしなみです」

　ゼノは躊躇うことなく白状して私の顔を見つめ直し、首をかしげて回答を促した。彼の態度にしばらく逡巡し、やがて観念して胸の内をぽつりと打ち明ける。

「メルキオール卿の手を煩わせることなくマナを供給する方法はないですか」

「……なぜ」

「彼の迷惑になっている、と感じるからです」

　口からこぼれ出た言葉は頼りなく弱々しい。自分自身で口にしておきながら胸に突き刺さった棘を抉り出すような痛みに苛まれ、これ以上の言葉を紡ぐことができない。ゼノは私の表情を見てわずかに考え込んでからゆっくりと口を開いた。

「……マナの供給は私の研究の最大のテーマです。聖力を生成できる人間は限られていますが、その限られた数名にマナを供給できる人材が付けば救える命は格段に増えるでしょう。ですから聖女様がお倒れになった際も、どうにかマナを供給できないものかと同僚の力も借りて着手しました」

　しかし結果は五人がかりで三日間力を注ぎ続けても、実際に供給できたのはたった一週間生活することができる程度のマナだった。この程度では聖力に変換することも難しい。つまりゼノの研究は現段階では私が聖女であり続けるために必要なマナを供給することができないという結論になる。

「……ですが聖女様は今、聖力を使うために必要な分のマナを十分に供給されている。それも相手はたったの一人で接触時間もそう長くはないでしょう。つまり聖女様には間違いなくあの方の助けが必要なのです」

「……どうしてメルキオール卿なのかしら」

「それは……、かの方が聖力を扱うことができる人間へのマナ供給に適した人間であったとしか言いようがありませんね」

　触診を続けつつ話すゼノに耳を傾けながら知らず知らずのうちにため息が漏れる。

「ですから聖女様、何も考えず思いを伝えればよろしいんですよ。うまくいけば万事解決ですしねえ」

　恋心を伝える日がくるとは思いもしなかった。もともと彼の私への態度はよいものではなく、嫌われているのだと思っていたからだ。それが人生の淵に立たされたかのように思えたその瞬間、彼の心に少しだけ触れることができた。

　それだけで終わっていれば苦しむこともなかったのだろうか。私に触れるたび彼はいつも険しい表情を浮かべている。私が公務に就いているときも同じだ。そのような表情をさせてまで近くにいてほしいと願っていたわけではない。ただ遠くからでも彼が幸福に生きているところを眺めていたかった。だが彼は私が生き続けるために彼の力が必要になると言われたら、間違いなく協力を惜しまない。もともと彼はそういう人なのだ。もしここで私が思いを打ち明ければ、私は彼の優しさに付け込むことになる。

　いや、そもそも彼には他に想う人がいるのだから、私はすでに十分に彼の善意に付け込んでいるのだ。

「そんな顔しないでください」

　物思いに耽りかけていたところに声をかけられ、弾かれるように顔を上げた。ゼノは私の表情を見て痛ましげに笑い、励ますように私の手に触れてつぶやく。

「……これはまだ推測の段階ですがおそらく他の方法が一つございます。ですが」

「──触診に時間をかけすぎているのではないか。グリード卿」

　ゼノが最後まで話し終える前に咎めるような声音が響き渡る。振り返るまでもなく、それがカーティスの声であることを察してしまう己に呆れてしまった。

　我慢できずに声の方へと顔を向け、相変わらず無表情で立つ彼を見上げる。彼はその長い足で足早にこちらへ歩いてきていた。

「メルキオール卿、これはこれは」

「グリード卿、すべて終わったのか」

　カーティスは恭しいゼノの一礼を無視して私の手を握る彼の指先に視線を合わせている。視線に気付いて慌てて手を放すとカーティスは真顔のまま私の顔へと視線を寄こし、すぐにそらした。

「ええまあ、終わりました。特に問題はありませんね」

「そうか。だが無理をさせるべきではないと陛下から言づけられている。ゆえに聖女様にはしばらく休憩を取らせる」

　カーティスは有無を言わせずに言いきると、やはり私とゼノの返答を待つことなくしっかりと私の手を掴んで私を立ち上がらせた。

「あの、メルキオール卿……」

「ご案内いたします」

　私が声をかけたのが聞こえなかったのだろうか。丁寧にエスコートを申し出られ断ることもできずに手を取り直す。そうして彼のエスコートに従って歩きつつ恐る恐る彼の表情を見上げた。

　恐ろしく美しい横顔だが表情はいつもより固く険しく見えた。それが彼が怒りや焦りの感情を隠しているときに現れる表情であることに気付いたのは、訳もわからずに彼の私室へと足を踏み入れた後のことだ。





＊　＊　＊






「あの、メルキオール卿、……ここは」

「私の私室です」

　カーティス・メルキオールの私室は彼の邸と同じく、必要最低限の調度品だけが置かれた小さな部屋だった。王城の三階の外れに位置するこの部屋は聖女の私室や礼拝堂から遠く離れており、彼に部屋を追い出されてしまったら一人で戻ることもできず途方に暮れてしまいそうだ。

　通常、聖騎士団の団長は有事の際に備えるため城門に近い一階西部の部屋を私室にすることが多いのだが、カーティスは団長に任命されたとき真っ先にこの部屋を私室に選んだと聞いている。

　机には書類と万年筆が放り出されており、ほんの少し前までその場で誰かが執務をしている途中であったかのように見えた。飾り気のない部屋を呆然と見つめているうちに視界に彼の顔が入る。彼は躊躇いなく私に顔を寄せ、大きな手で私の頬を撫でた。曖昧な触れ方に背筋がぞくりと痺れる。

「っな、にを……」

　何が起きようとしているのかを勝手に想像してしまう己が恨めしい。この二週間、彼は二日に一度私の体に触れている。彼の邸での夜のような過度に熱を孕んだ触れ合いではなかったが、彼の手つきを覚えるには十分すぎるほどの触れ合いがあった。だから、ただ彼に触れられるだけで──私の体はおかしくなる。

　瞬時に危機感を覚えて彼から離れようと目の前の胸板を押したつもりが、私の頬に触れていた彼の手があっという間に私の後頭部に触れて抵抗をかき消した。

「っ、やめ……っん……ぅ、んんっ！」

　早急な口づけに体が勝手に震える。抗議を唱えるために開きかけた口の隙間から彼の舌が侵入して私の抵抗を綺麗に奪い去った。覆いかぶさるように口づける姿はまるで獣のようだ。熱くすべてを奪うように口づけながらかき抱かれ、受け止めきれずにじりじりと後退しとうとう背中が扉に張り付く。

「エステル」

「っ、ん……！　っ、んん」

　耳元に名前を囁かれるだけでぞくぞくとおかしな快感が下腹部を走り抜けていく。

　いつもは夜遅くに私の私室を訪ねてくるカーティスが、今日は陽が暮れるのを待つこともなく私の手を引いて彼の部屋に招き入れた。そうしなければならないと思うほど私は酷い顔をしているのだろうか。もしもそうだとしたら、その理由は己の汚い恋心のせいだろう。

「ぁ、……っ、ま、って……ぁ！」

　昨日の夜も彼は私の部屋に来ていたのだから、今日はこのようなことはしなくていいはずだ。なのになぜこのようなことになっているのか。ただ慌ててカーティスの胸を叩き、ようやく拘束が緩んだことで深く呼吸を繰り返した。呼吸を整えながら涙で潤んだ視界の先にある彼の表情を見つめる。

「カー、ティス？」

　私を見下ろす彼は恐ろしく思いつめた表情をしていた。──こんな顔をさせていたなんて、知らない。

　彼はいつも私を抱いている間、今のように眼前に広がる絶望を見るような、お気に入りの玩具を目の前で壊された子どものような喪失感で満ちた表情を浮かべているのだろうか。

　この部屋は大きな窓があるためか、室内も陽の光に照らし出されて周囲の様子がよく見える。見えなければ知らないふりをしていられたのに、知ってしまったら鋭い痛みで心が張り裂けてしまいそうだった。

「……あの、ごめん、なさい」

　何から謝ればいいのかわからないほど罪を重ねすぎている。自嘲したいような泣きたいような気分で、どう自分自身をコントロールするべきなのかわからない。つぶやいた声はどこまでも小さく今にも消え入りそうだった。

「何に対する謝罪なんだ」

　間髪を入れずに言葉を返され、聞こえていないかもしれないという浅はかな期待はすぐに打ち砕かれた。

　カーティスがどれほど忙しい身であるのかはこの二週間で痛いほどよくわかった。私に構っている暇などないだろうに、彼は律儀に約束を守って私の側にいてくれた。本当は陛下に婚約を願い出るほど恋しく思う女性がいるのに、それでも私のために側にいてくれた。もう十分だろう。覚悟を決めて深く息を吸い込み、重い口を開く。

「ゼノ様に聞いたの。もしかしたら、カーティス……ううん、メルキオール卿にこういうことをしてもらわなくてもマナの供給ができる方法があるって。だから……」

　だからもう私に振り回されなくてもいい。そう、言葉が続くはずだった。

「──それで、俺以外の男とこういうことをするのか」

　氷のように冷たく、熱せられた鉄のように熱い。相反する印象が抱けるような声色でつぶやかれた言葉に思考の糸が絡まってしまった。

　何を言われているのか。何をされているのか。何が起こっているのか。

「メルキ……っ」

「エステル。君は知っているか」

　カーティスはあっさりと私の言葉を遮り静かに囁いている。そのはずがなぜか体の芯に響くほど熱っぽい声音に聞こえた。

「この部屋の窓から何が見えるか」

　夜色の瞳は爛々と煌めいているように見えた。いや違う。瞳孔が開ききっているのだ。

　何を問われているのか、判別することもできず意味もなく首を横に振った。だが彼は私の答えを気に留めることもなく顔色一つ変えずに私の右耳へと唇を寄せながら囁く。

「君は毎日、躊躇うことなく君を崇拝する者の手に触れる。この穢れ一つない小さな手で、迷うことなく」

　私の右手を絡めとるように握りしめて、胸に響く低音で囁きかけてくる。

「俺がどれほど長い間、君に触れることを躊躇い続けてきたのかも知らぬような他人が君に触れることを許されて、君に微笑みかけられる。窓の外にはただ代り映えもなくその景色だけが繰り返されている。──それがどれほどの苦痛か、君にはわかるか」

　耳元に囁かれる言葉があまりにも信じがたく、白昼夢を見ているような気持ちでただ呆然とカーティスの表情を見つめていた。まるで、彼の言葉は私のことをずっとこの部屋で見つめ続けてきたかのようだ。

「エステル。君がどれほどあの魔導士を信頼しているのだとしても、君が選んだのは俺だ。この世でただ一人、俺だけが君のすべてに触れられる。これから先、君が死ぬまでずっと。──ゆえにこの話はこれで終わりだ」

「何を……っひぅ、……っ」

　右耳を甘噛みされた衝撃に高い声が鳴って、慌てて口を押える。カーティスは私の混乱など取り合うことなく私の体を抱き上げて、大股で歩き出した。

　何を言われたのか。何が起こっているのか。すべてが混乱している。頭の中で宝石箱をひっくり返してしまったかのようだ。

「きゃ、……っん、ぁ……！」

　目を回しているうちに彼は私の体を机に座らせて、私の両脇に手をついた。まるで檻だ。彼以外の何も見えない。

　私に合わせるように屈んで顔を寄せられ、思わず手を突っぱねる。それさえも予測されていたのか私の両手はあっけなく彼の手に絡めとられ、咎めるように深く口づけられた。

　一日おきに慣らされた体は酷く従順で、彼に口内を犯されると何も考えられなくなる。荒い呼吸を繰り返しながらぼうっと彼の表情を見つめ、耳元に口づけられるたび背筋に痺れのような快感が走った。

「あ、……ひゃ、う……!?　やっ……！」

　耳殻を甘噛みしていた唇が徐々に下へ降りて、首筋に口づけられる。同時に彼の片手が器用に私の修道着のボタンを外していく。慌ててその手を止めようと彼の手首に触れ、そちらに意識を奪われている間に今度は首筋を痛いほど吸われる。予期せぬ衝撃に震えていると、カーティスは目を細めて口づけた首筋を見下ろしていた。満足げに口元を緩めて、私の首筋を撫でる。

　その表情でさえもあまりに官能的で、刺激が強すぎて到底見ていられない。どうにか目をそらそうと視線を外し、その先に広がる景色に息を飲んだ。

　王城は礼拝堂を囲むように建てられ、礼拝堂はすべてがガラス張りで作られている。

『俺がどれほど長い間、君に触れることを躊躇い続けてきたのかも知らぬような他人が君に触れることを許されて、君に微笑みかけられる。窓の外にはただ代り映えもなくその景色だけが繰り返されている。──それがどれほどの苦痛か、君にはわかるか』

　不意に少し前に耳元で囁かれた言葉が思い出されてじくりと体の中心に熱がこもった。まさか本当にカーティスは私のことをずっと見つめていたのだろうか。

「カーティ、……ひぁっ!?　あ、んんんんっ……！」

　熱が滞留する回らない頭でどうにか声を上げようと口を開きかけた瞬間、彼の唇が硬く勃ち上がった胸の飾りを食んだ。眼光の鋭い男が私を見上げながら頂を食み、舌先で凹凸をなぞるように舐める。暴力的な視界に目が眩んで視線をそらすと、窓の先では礼拝堂の中で重そうな古書を読み耽るゼノの姿が見えた。

「あっ……ん、あぅ……っ、カーティス、っ……カーティス……っ」

　もしもゼノが顔を上げてこの窓を見てしまったら、私が今カーティスに何をされているのかすべて知られてしまう。羞恥心に駆られてどうにか逃げ出そうと抵抗するも、ただ咎めるようにきつく胸の膨らみを吸われてすぐに全身から力が抜けた。

「エステル、余所見をするな」

　カーティスは私の服を乱しきってから私の顎に触れて視線を彼に向けさせてくる。その表情が不満を訴えているのだと気付く前に、口を開いてしまった。

「っ、でも、ぁ、っゼノ様、が、……っひぁあああ……!?」

　ぐちゅっ、とはしたない水音が鳴って視界いっぱいに閃光が弾ける。机から垂れ下がっていた両足が爪先まで力んだ。無意識に空を蹴った足を彼の左手によって開かれ、バランスを崩しかけて慌てて後ろに手をつく。

　何が起こったのかを考える間もない。チカチカと星が浮かぶ視界の中彼の手が蜜口に突き入れられているのを見て、ますます腹の奥がぐずぐずと疼き出すのを感じた。

　このままではゼノに見られてしまう。焦ってその手を止めようと彼の頭を押し、挑むように私を見据える瞳と視線がかち合う。その目があからさまな不満を訴えていることに気付き、一瞬抵抗の力が消えてしまった。

「その話はもう終わっているだろ」

　彼が機嫌を損ねていることに気付くのがあまりにも遅すぎた。鋭く突き刺すような視線に囚われて、魔法にかかってしまったように何も言えずにただ彼の行動を見つめている。

　彼は私が彼だけを見つめているのを確認して少しだけ表情を緩め、その場にかがみ込んだ。

「どろどろに蕩けているな。……物欲しそうだ」

　蕩けきった蜜口へと唇が寄せられる。

「何、を……っああぁあ……!?」

　何をするつもりなのかと問うはずだった口から抑えようもない嬌声が上がった。慌てて片手で口を押さえ、眩暈を起こしながらぬかるみにしゃぶりつくカーティスを見下ろす。熱い舌に濡れそぼった豆をねろりと嬲られ、鋭い刺激におとがいを反らせる。すぎる快楽でとろりと蜜口から愛液がこぼれ、隠そうと手を伸ばす前に彼がこぼれ出たそれを舐め啜った。

「や、……ひぁああっ、だめ、っ……だめ……あ、あ……っ、見えちゃ……うぅ、あっんんん……！」

「見るわけもない。現に何年ここから君を見つめ続けても君は一度も振り返らなかった。エステル」

　何を告白されているのか噛み砕くことができない。はしたなく音を立てて蜜口を啜られ、突起を執拗に舐められる。ただその刺激だけに体が支配され、何一つ考えられない。

「君のこの姿を、俺が他の者に見せるはずもない」

「あっ、ひぁああ!?　しゃ、喋んな、……あああっ、や、んぁああ……！」

「だが、君が誰のものであるのかを誇示したくもあるな。エステル」

　冷静な声が耳に入ってきても意味を理解する前にすり抜け、ただ彼の舌と指先に翻弄されて喘ぎ続けていた。小刻みに体が痙攣し、何度も高みに登らされる。そのうち窓の外など見ている余裕さえも奪われて体は完全に机の上に倒されていた。

　彼は極上の料理にむしゃぶりつく飢えた獣のように私の蜜口を舐めしゃぶって、ごくりと蜜を飲み下す。

「あ、う、ん、……ぁ、んん……、ああっ……！」

　数回目の法悦に、身体中がぐっしょりと濡れていた。乱れた呼吸でただカーティスの姿をぼんやりと眺め、頰に触れられる。

「あの男なんぞより、俺の方がずっと君の側にいた」

　ぽつりとつぶやかれた言葉を何度も頭の中で咀嚼し、ようやく彼が何を言っているのか理解し始める。

「……カーティス、ちが、うの」

「違わん。俺はたとえ君がよくとも、到底許せない。君が他の男に触れる瞬間をここから見ているだけでも耐え難いというのに」

　彼はずっと憤っていたのだ。

「カーティス」

「君がどれほど素晴らしい聖女で国の皆のための人であったとしても、君自身はただ一人、俺だけのものだ」

　猛烈な愛の告白に目が眩む。どこまでも熱苦しい言葉を吐いたはずが、カーティスは苦しそうに眉を寄せている。それは長らく口にすることを控えて我慢し続けていた言葉がついに口をついて出てしまったことを悔やむような表情だった。

「思う人がいるんじゃなかった、の」

　ずっと前から、この部屋を私室に選んだその時から、彼はずっと私のことを見つめ続けてくれていたのだろうか。信じがたい言葉だが、真剣なまなざしで見つめられればそれが嘘だとは思えない。思わず胸の内に澱んでいた思いを口にして、ぴくりと肩を揺らすカーティスと再び目を合わせた。

「思う人……？」

「婚約を取り付けようとして陛下にお願いしているって」

　荒れた呼吸をやりこめて、できるだけ平静を装ってつぶやいた。彼は私の内心など知らずすぐに言葉を返してくる。

「……聖女を娶るなら、それくらい必要になるだろ」

「……え？」

　至って真剣そうに答える彼に、とうとう間抜けな声が出た。聖女を娶るというのは、つまり私を娶るということだ。もう何年も会話さえしていなかった私を娶るため、彼は陛下の元へと足繁く通っていたのだろうか。

「どう、して」

「惚れた相手に求婚しようとしない男がいるのか」

　最もシンプルな言葉で答えた彼は目を見張る私を見て、怪訝そうな顔をした。

「……エステル。まさか君は、俺が恋い慕ってもいない女性とこういうことをする男だと思っていたのか？」

「そ、ういうわけじゃ」

「親指を握っている」

　あまりにも分が悪すぎる。鋭い指摘にぐっと声を詰まらせ、うろうろと視線を彷徨わせる。それでもひしひしと視線が突き刺さっているのを感じ、観念して顔を上げた。

「だって……、私、迷惑されてると思っ、て」

「それであんなことを言い出したのか」

「好きな人と婚約するために陛下の元へ通ってるって、有名な噂だったから。私たちはずっと目ぼしい会話もしてなかったし、だから、好きな人ができたんだと思って」

　それでも諦めきれずにしがみついているとわかっているから苦しかった。最後まで口にすることはせず、重い口を閉じる。

「エステル、俺の心にいるのは今も昔も君だけだ」

　それなのにカーティスに甘く囁かれると、これまでのすべての事情が空中分解して壊れてしまった。彼は私に好意を持ってくれていて、私も同じように彼に好意を持っている。

「……じゃあ、もう、諦めなくていいの？」

　怯えながら囁いたら、カーティスは一瞬瞠目してから静かに笑った。その笑顔はこれまでに見た中でも最も柔らかく美しい微笑みだった。

「諦められちゃ困る。……なんせ俺は他の誰が君に触れても正気でいられないくらいには君に夢中になっている」

　清々しい笑みを浮かべ、そっと私の額に口づけてくる。ぼんやりと彼の瞳を見つめるうちに唇を食まれた。夢中で受け入れている間に横抱きにされて体が浮き、部屋の最奥にある寝台の上に優しく押し倒された。

「……君は可愛い」

　独り言のように囁かれた言葉に目を見張り、彼が照れ臭そうにはにかんでいるのを見てとうとう心臓が止まってしまいそうになった。彼が可愛いと口にするところなど滅多に見ない。そんな彼がこの言葉を捧げる相手が自分なのだと思うと、ふわふわと体が浮いているようなくすぐったい感覚に包まれた。彼はまじまじと見つめ続ける私の視線に耐えかねたのか、ごまかすように私の唇に口づけて「俺が君を可愛いと思っていてはおかしいか」と気恥ずかしそうにつぶやいた。その一言だけでどうしようもなく胸がいっぱいになる。

「これは夢？」

「それは勘弁してくれ。……夢ではないとわかるまで側にいる」

「……いつもすぐにいなくなっちゃうのに」

　昔のように駄々をこねると、カーティスは喉を鳴らして笑った。悪戯をするように胸のまろい膨らみに触れられ、甘く喉が鳴る。彼はその様子をたっぷりと上から眺めて私の喉元に口づけた。

「君が望むならいくらでもいてやりたいが、生憎そうすると君の体力が尽きるまで君を貪りたくなる」

　そんな理由で冷たくされていたとは知らなかった。一人冷たい寝台で起きるくらいなら気を失うまで抱かれている方がいい。そのように思うが口に出すことはできなかった。

「っ、あ……ん、んん、カーティ、っ」

「だが、無駄な配慮だったようだ」

　少し前まで散々嬲られた蜜口を再び指先で刺激され慌ててカーティスに縋りついた。彼は私がそうすることをわかっていたのか、妖艶な笑みを浮かべて耳元に言葉を吹き込んでくる。

「俺以外の男に抱かれるなど、到底許せるはずがない」

「そういう意味じゃ……、ッあ……！」

　ぴたりと熱く硬い何かがぬかるみに触れる感触で全身から力が抜けた。カーティスは私の両足を難なく彼の肩にかけ、私の静止を聞くことなく腰を穿ってくる。

　どちゅっ、と激しい音が鳴った瞬間、激しい衝撃が走って全身が快楽の波へと飲み込まれた。

「あっ、ああ……！　ひ、ぅ、ああんっ……！」

　マナの供給方法が身体接触の一つだけとは限らない。もしかすると、カーティスにこのようなことをさせなくとも私が生きる方法があるかも知れない。そのことを伝えようとしていたはずが、腹の最奥を穿たれるたびに思考が散らばってしがみつくだけで精いっぱいだ。

　一心不乱に腰を振り続けるカーティスの額からぽたぽたと熱い汗がこぼれ落ちてくる。その小さな刺激さえも快楽に変換されて、目を回しながらただ揺さぶられた。

「んああああっ……！　ひ、ぁ、ああっ……！」

「っ、エステル……っ、エステル」

　何度も名前を吹き込まれ、呂律が回らなくなった口で彼の名をつぶやく。うわ言のようなそれは確かに彼に届いているのだろう。私が呼ぶたびに彼は背筋を震わせて、ますます強く最奥を穿った。

「っ、エステル……！」

「ん、あっ……！　ひああぁあんっ……！」

　ひと際激しい一突きで最奥を穿たれ、息つく間もなく法悦に投げ飛ばされる。快楽の渦から逃げ出すこともできずに奥を擦る彼の怒張を締め付けると彼はたまらず私を抱きしめて獣のように唸りながら子宮口に熱い欲望を放った。

　どくどくと腹の中に熱が広がるたび、痙攣が止まらなくなる。彼はビクビクと震え続ける私の体を汗ばんだ腕で抱きしめて、甘いため息を吐いた。

「……あぁ、クソ。収まらない」

「は、はぁ、っ、収まらな、い……？」

　珍しく荒っぽい言葉を吐くカーティスの額に触れて、張り付いた髪を撫でる。無意識の行動だったが、カーティスがピクリと反応したのを見て反射的に手を離そうとした。だが、逆にその手を取られて彼の頬に寄せられる。

「カーティス、あの……、ごめん。勝手に触って」

　カーティスは一部では潔癖を疑われるほど他人との接触を拒んでいる。そのことを思い出して慌てて謝罪したものの、彼は少し呆れた顔をして笑った。

「……君は俺がどれだけ君を欲しているのか、やはりわかっていないんだな」

　囁きながら、咎めるように彼の怒張を蜜口に擦りつけてくる。その感触でまだこの時間が終わりそうにないことを察してしまった。カーティスは私がこれから起こることに気付いたのを理解しているのか、少し意地悪そうに笑っていた。

「君に触れられるだけで俺がどうなるのか。君はもっとよく知った方がいい」

「まっ、て……、っあ……！」

「エステル、俺はもう飽きるほど待った」

「っ、ん、あ、あっ……！」

「好きだ。……好きだ。エステル、っどうか受け入れてくれ」
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　これほどまでに熱い思いを抱かれているとは知りもしなかった。下腹部をそっと撫で、数時間前までその場に滞留していた熱を思い出してはじわじわと顔が赤くなる。カーティスは宣言のとおり私が彼の思いの大きさを十分に理解したと何度も叫ぶまで私に触れることをやめず、すべてが終わってからもぴったりと体を寄り添わせて後ろから私を抱きしめ続けていた。

　最中も彼は何度も「俺以外にこの体に触れさせてはいけない」と囁き続け、私が何度も頷くのを見てからようやくあやすように私の額に口づけた。私がいつもすぐにいなくなってしまうと言ったことをよほど気にしているのか、彼は私を抱きしめたまま夜を明かすつもりだったのだろう。しかしちょうど微睡みかけた頃に部屋の扉が外から叩かれ、そうもいかなくなってしまった。

　カーティスは任務をおざなりにするような騎士ではない。その時も小さくため息を吐きつつ、名残惜しそうに私の髪に口づけて寝台から降りていた。

　彼がどれほど忙しない日々を過ごしているのかは私にもよくわかっている。

『エステル、すまない』

『気にしないで。私は大丈夫だから』

『だが』

　彼はそれでは自分の気が済まないのだとでも言い出しそうな表情を浮かべ、開いた口を閉じることを何度か繰り返して、ようやく小さな笑みを浮かべて囁く。

『後で部屋に忍び込んでもいいか』

　こんな生活を続けていては、彼の体が持たないだろう。断るべきだと頭のどこかで察しているのに、結局私は静かに頷いていた。

『眠っていていい。ただ顔を見ておきたいだけだ』

『無理はしないで』

『ああ、わかってる』

　安心させるように薄く笑みを浮かべた彼がマントを纏って扉へと歩いていく。その後ろ姿を眺めながら言うまいか悩んでいた言葉が結局口をついて出た。

『カーティス』

『どうした？』

『マナの供給のことは、別の方法があるかもしれないとゼノ様が仰っていたから。だから、その方法は聞いておくわ。……このままじゃカーティスが倒れちゃうもの』

　これまでの時間で、カーティスがどれほどゼノと私の関係に嫉妬をしているのかよく言い聞かされてしっかりと理解したつもりだ。それでもなお言いたくなるほど、カーティスは肉体を酷使している。思いを込めて真剣に見つめ続けると彼はやがて大きなため息を吐き、口を開いた。

『それならば俺があいつに他の手法を聞いたうえで、それが最善の策であると判断できれば、その方法も取り入れる』

　いつもあまり表情が動かないのに、どうして彼が少し不服に思っていることがわかってしまうのだろう。彼の些細な変化に気付く自分をいつもの私なら自身の恋心の重さに呆れてしまうところだが、どうしてかその時の私は清々しい気分で笑みを浮かべていた。




「聖女様？」

「あ、いいえ。何でもないですわ。では手を貸していただけますか？」

　あの後、気を使ったゼノによって遣わされたメイドの後ろについて自室へ戻り、しばらくして陛下からの呼び出しがかかった。ここ最近は私の調子が万全になっているからか陽が沈んだ後に呼び出されることも多い。すべて二日に一度、カーティスが訪れる時間には被らないように呼び出されているのが救いだ。

　このようなところを見たら、カーティスは眉を吊り上げて陛下のもとへと諫言しに行ってしまいそうだ。そもそも彼はもう何年も私を娶るために陛下へと上申を続けているらしい。国王サミュエル・シルヴェストを相手にそのような大胆な発言ができる彼には驚かされるが、これ以上続ければ反逆罪に問われる可能性もある。陛下がどれほど冷徹な人間であるのかは、すでにこの国のほとんどの者が知っているのだ。

「聖女様？」

「あ、ええ」

　──少し物思いに耽りすぎていた。

　再度声をかけられて顔を上げると、目の前にはいつも夜の時間に側に控えてくれている侍女以外の姿が見えなくなっていた。すでにすべての負傷者の傷を治し終えていたらしい。訝しげな表情で見つめてくる侍女を軽く流して、国王の迎賓室から出て私室へと向かう。窓の外にはインクで塗りつぶしてしまったかのような暗闇が映し出されていた。

「何をしている」

　ふわふわと落ち着かない気分で歩き続けていたからだろうか。前方から聞こえる聞き覚えのある低い声に、何も考えず顔を上げてしまった。

　その人──カーティス・メルキオールはまっすぐに私の瞳を見下ろしていた。瞬時に見られてはいけないところを見られてしまったのだと察してもすでに遅い。

「あの……、これは、陛下のご命令で……」

　私が何も言えずに黙り込んでいると私の前方を歩いていた侍女が震える声でしどろもどろつぶやく。それがまた彼の機嫌をわかりやすく下降させた。

「そうか。ご苦労。君は下がっていい。聖女様、私がご案内いたします」

　丁寧につぶやきながら有無を言わせず私へと手を差し伸べてくる。彼はすでに私の私室の扉の目の前に立っているのに、わざわざ私にエスコートを申し出ている。この異常性に気付いていても誰一人として注意したりしない。彼に命じられた侍女は一礼してこの場を去っていき、私もおずおずと彼の手に自身の手を乗せる。彼は私が拒絶することなくその手を取ったのを一瞥すると私の部屋の扉を開いて私の手を引いた。

「このような時間にも陛下の命が下るのは、これが初めてのことではないようだな。……エステル、手が冷えきっている」

　小さな音を立てて扉が閉じられた途端、カーティスは私の手を柔らかく握りしめてつぶやいた。確信していそうな声色に冷や汗をかき慌てて口を開く。

「たまにあること、ではあるわ」

「たまに？」

「……そこそこある、かも」

　そこそこどころかここ最近はほぼ毎日呼び出されている。口にすることはなかったが表情で察せられていそうだ。カーティスは宝石を検分するようにまじまじと私の表情を見つめて、私の手をそっと彼の頬に這わせた。

「俺よりもよっぽど君の方が体を壊す環境にいるだろ」

「……でも前よりもずっと元気だわ。手はたまたま少し冷たくなっているだけ」

　自分でも気付かなかった程度のことだ。安心させようとへらりと笑って見せたつもりが、カーティスはますます顔を顰めて包むように私の体を抱きしめた。

「……エステル。それでも君は、……聖女であり続けるのか」

　何度も躊躇ってゆっくりと囁かれた言葉に胸が締め付けられる。彼がこの言葉を口にすることを何度も避けてきていたことは知っている。それでも言わざるを得ないほど、私の置かれる環境に憤ってくれているのだ。私がどれほどばかばかしい選択肢を選ぼうと、彼は呆れることなく私を見つめて、この場所で私を抱きしめてくれている。

「……私はただの平民でしょ」

　初めて出会ったとき、どうしてこれほどまでに綺麗な人がいるのだろうと驚かされた。天使のようだと形容するにはあまりにも雄々しく、戦士のように勇ましいと言えば語弊があると感じるほど麗しい。銀色に光る髪は夜の星のようで、陽の光に透けて輝くたび目がそらせなくなった。──一目で違う世界に住む人なのだと理解させられた。それが私にとってのカーティスだ。

「貴方を毎日こっそり見つめたり、あわよくば笑い合って他愛ない話をしたり……、貴方の側に私が居続けるためには……これしか方法がなかったから」

　だからいばらの道だと知っていようと、カーティスとの間にどれほどの亀裂が入ろうと私はこの道を選んだ。幼い恋心があまりにも痛々しくて「おかしいでしょ」とつぶやいた声色はどこか寂しげな音になってしまった。

　私の汚い告白を聞いたカーティスがいっそう強く私の体を抱きしめる。この腕に抱かれる未来がここにあったのだから、私の選択は決して間違いではなかった。今後彼と離れ離れになってマナを維持することができずにあっけなく死んでしまう未来があったとしても、今この瞬間さえあれば私にはもう十分だろう。

「エステル」

「カーティス、笑ってよ。私、少しも後悔してないもの。こうやって貴方の思いを知ってこうして抱きしめてもらうこともできた。こんなこと、聖女にならなかったらきっと」

　きっと、見つけてもらうことすらできなかった。カーティスは、私の世界にはいるはずのない人なのだ。そう最後まで言葉を続ける前に、強く抱き直された。

「もういい。……それ以上はもう、言わなくていい」

　耳元に囁かれるたび、どうしてこれほどまでにも泣きたくなってしまうのだろう。喉元に何かが詰まったような息苦しさに見舞われて、たくましい胸に額を擦らせた。カーティスはすっかり成熟した大人になってしまった。触れなければきっと、それすらも知らずにいただろう。

「あの日街で私を見つけてくれて、本当にありがとう。今、すごく……、怖いくらい幸せなの」

　カーティスもそうであったらいい。祈るように願ってゆっくりと顔を上げた。彼の瞳にただ一人己だけが映る。

　命を燃やすような恋だ。文字どおり、私は彼がいなくなればこの命も燃え尽きて息を続けることすらできなくなる。──だけれど、それが彼にとっての生きる糧になるならばよいところもある。

「カーティス、貴方のことが好き。貴方を思うだけで何でもできそうだと思ってしまうくらい」

　耳元でそっと囁いたら、彼は困ったように少しだけ眉を下げて私の頬に口づけた。

　そして、彼がこれまで以上に多忙になってしまったのはこの日の翌日からだった。
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『エステル、しばらく君の護衛を部下に任せる』

　彼は簡潔にそれだけを言って、すっかり礼拝堂へは足を運ばなくなってしまった。代わりとして護衛を任される彼の部下は人当たりもよく、丁寧に接してくれているが常に一定の距離が保たれている。彼らには有事の際以外は聖女の半径一メートル以内には侵入するべからずとの団長命令が下されているらしい。口を滑らせた聖騎士の一人からそのことを聞いた時には唖然としてしまった。

　彼は二日に一度日暮れとともに私の部屋を訪ねてくるが長時間滞在することはなく翌朝には姿が見えなくなっている。だがその日からサイドテーブルに必ず一枚の紙と野花が置かれるようになった。手紙と言うにはあまりにも足りない伝言のような置手紙には、いつも私の体調を気遣う言葉や彼の一日に起きた細やかな出来事が書き連ねられている。

　この一週間の私はその手紙を何度も見直して、甘いため息を吐いていた。

〝夜、街へ行かないか〟

　その手紙の脇には昔彼が摘んでくれた黄色い野花が置かれている。懐かしい思い出が瞼の裏に蘇って、一人で小さく笑った。

「もう。どうやって返事をしたらいいのよ」

　悪態をつきながらも、私は彼がこの誘いを私が断るはずもないことを十分に理解していることを察していた。大人になったら街へ連れ出して何でも願いを叶えてくれると言ったのはまだ幼い頃のカーティスだ。

　まじめな彼はあの日の約束を守るためにこうして誘いの手紙を書いてくれたらしい。どうしようもなく浮足立つ私の前に、やはり彼は私の返事を待つことなく颯爽と現れた。

「エステル」

「うん？」

「少し攫われてくれるか？」

　まじめな騎士が、茶化して囁く言葉に思わず笑ってしまった。




　街は今日、ちょうど流星祭りという催しが開催されていた。カーティス曰く比較的治安のよいこの王都は夜でも人影が多いらしい。特に今日のような祭りの日は、両親に連れられた小さな子どもの姿も多く見受けられる。

「すごく綺麗だわ」

　空を見上げると眼前には数々の星の軌道が弾けては消えていく。王都は毎年一日だけこうして空に絶え間なく星が流れ続けるらしく、この日は街のすべての街灯が消されて、灯りは人々が手に持つキャンドルのわずかな光だけになる。

　ほんの一月ほど前に見た街とはまったく違う光景だ。

　流れる星は彼の髪のような光を放って煌めきながらこぼれ落ちていく。その様子をただひたすら見上げ続け「首を痛めそうだな」と静かに笑われたことに気付いてカーティスへと視線を向けた。

「だって、本当にすごく綺麗で」

「ああ。気に入ったのならよかった」

　周囲には警邏する聖騎士の姿がちらちらと見え隠れしている。おそらく本当はカーティスも任務に就かなければならない一日だったはずだ。それなのにそのような事情は少しも話すことなく私の顔を見つめて静かに微笑んでいる。

　聖女である私が城を抜け出すなど言語道断だが、それがゆえに私の顔は平民にはほとんど知られていない。念を入れて彼に借りたローブに身を包んでいるが、この催しの様子では誰も周囲の人間の顔など見ようともしないだろう。おそらくカーティスはそれも織り込んで私をこの祭りへと連れ出してくれたのだ。

「願い事、言う前に叶えられてしまった気分」

　ぽつりとつぶやいたらカーティスは少しだけ目を丸くしてから声を上げて笑った。彼がここまで感情をあらわにするのも珍しい。少し前の彼と同じように目を見張っていると彼はようやく笑いを引っ込めて体を折り、私の耳元に囁いた。

「俺の恋人は本当に愛らしいな」

「な、恋人……っ」

「違うのか？」

　こんなふうに、じゃれるようにからかう人だとは思ってもいなかった。思わず言葉に詰まって咎めるように睨むつもりが、カーティスの隠しようもないほど緩んだ笑みを見て呆気に取られてしまった。

「答えてくれ、エステル」

「……違わない、けど」

　──そんなに幸せそうな顔をされたらどんな悪戯をされても許してしまいそうになる。

　胸の内に広がった贅沢な悩みにため息を吐きつつ、彼と私の間で微かに触れ合っていた手をそっとつなぎ合わせた。

「普通の恋人は、手をつないだりするんでしょう」

　言い訳するようにつぶやくと、彼はやはりおかしそうに声を上げて笑ってから言った。

「そうだな。二度と君と俺が離れないように、しっかり捕まえておく」

　言葉のとおり彼は触れ合う指先に力を込め、絡めるように手をつなぎ直した。

　流星祭りは流れる星を見ながら込めた願いが必ず叶うと言い伝えられている。教えてくれたカーティスは穏やかな目で流れ落ちてくる星を見上げていた。

　私の願いを叶えるために、わざわざ今日を選んでくれたのだろうか。私はただ彼と街を散策することができればそれで十分だったのに、彼はそれ以上の贈り物をしてくれた。

「カーティスは何をお願いするの？」

　この国の公爵家に生まれた彼は何一つ不自由なく、まっすぐに人生を歩み続けてきただろう。小さな挫折に足を折られることもなくひたすら正しい道を選び続けている。だからこそ彼は若くして聖騎士団長の座についているのだ。そんな彼に星に願いたくなるほど手に入らないものなどあるのだろうか。好奇心で問いかけると、眩しい光を見つめるかのような目で見下ろされた。

「俺は──」

「痛い！　うええ～！」

　声を潜めて私の質問に答えようとしていた彼の視線は、ふとすぐ側から聞こえた声に引かれてそらされてしまった。同じように私も視線を向け、地面に倒れ込んでいる男の子に気付く。

　どうやらろうそくに気を取られて転んでしまったらしい。少年は涙を浮かべながら膝に作った傷を見て、ぺたりと座り込んでいる。ぼろぼろと涙をこぼす彼は周囲に知り合いがいないかあちこちを見回し、やがて不安げに俯いてしまった。その姿に耐えられずに近づいて目の前に静かにしゃがみ込む。

「う、ううっ……」

「大丈夫？　痛かったね。……膝以外には怪我をしていない？」

　顔を隠すように被っていたローブを脱いで声をかけると、ぐずぐずと泣いていた男の子は私を見て少しだけ安堵の表情を浮かべ、首を横に振った。

　修道院にいた頃、自分よりも小さな聖女候補の世話をすることは日常茶飯事だった。その頃を思い返しつつ男の子の頭を撫でて言葉を続ける。

「ねえ、上を見て。星がとても綺麗なの。……お星様に願いを込めたら何でも叶ってしまうんだって、君は知っていた？」

「……知ってる、けど、そんなの嘘だ」

　問いかけると男の子は鼻を啜りながらも上を向いて、駄々をこねるように悪態をついた。昔のカーティスには、何度も花をねだって駄々をこねる私がこんな風に見えていたのだろうか。人知れず小さく笑ってしまった。

「じゃあ、膝の怪我を治してほしいってお願いしてみたらどう？」

「……治るわけがないよ」

「それはやってみないとわからないわ」

　もう枯れてしまったのだと思い込んでいた関係性がどこかでまた結ばれることもある。奇跡は意外にもすぐ近くに転がっていたりするものなのだ。それを伝えたくて真剣に囁いたら、男の子はしばらく疑うように私を可愛らしく睨んで静かに目を閉じた。真剣に願い続ける彼の膝にそっと触れてすぐに手を離す。そうすると目を開いた男の子は目の前の光景が信じられないとでも言うかのように何度も目を瞬いて、私の顔を見た。

「……うわ!?　ええ!?　ほ、本当に治ってる！」

　彼の瞳に映る流星が美しい。思わず同じように笑って頷くと、彼は興奮を隠しきれずにその場で飛び跳ねた。

「お母さんに教えてあげなきゃ！」

「うん、そうだね！　お母さんはどこにいるかな」

「──ここだ」

　これから探し出さなければならないだろうかと立ち上がりかけ、後ろから声をかけられた。振り返ってみると、その場にはカーティスと彼の部下らしき騎士に連れられた女性が立っている。

「お母さん！　どこ行ってたの!?」

「キース！　あれほど手を離しちゃだめだと言ったのに……！　ああ、よかった！」

　しゃがみ込んだ女性のもとへと走り去った男の子が、彼女の腕にしっかりと抱き留められる。私が男の子に釘付けになっている間にカーティスは男の子の母親を探し出してしまったようだ。彼は何度お礼を言われても顔色一つ変えずに女性と向き合って、やがて恐縮しきった女性を見送った。

「……聖力を使うのは、俺が側に控えているときだけじゃなかったのか」

　遠ざかる母と子の姿をぼんやりと見つめているうちに横からぼそりと釘を刺され、ぎくりと肩を震わせる。

「ええと……、それは」

　どのように言い訳をするべきかと閉口し恐る恐る顔を見上げる。しかし彼の表情は私が想像していたような固いものではなかった。

「……まったく。君はどうにも目を離しがたくて、願い事どころではないな」

　悪態をついているのに彼はどこまでも甘く微笑んでいた。何も言えずに見つめていると、少し前までと同じように固く手をつなぎ合わされる。

「……今は目を離しても大丈夫だと思うわ」

「そうか？　そうだとしても、俺は願うことなどない。……いや、しいて言うなら俺の分も君が願いを叶えてほしいと言うのが俺の願いだな」

　鉄血の騎士だなんて真っ赤な嘘だ。彼の言葉にときめかずにいられる人がいるのなら、どうかその方法を教えてほしい。思わず赤くなった顔を隠すように俯くと、彼は覗き込むように私の頬に顔を寄せて優しく口づけた。

「……人が多いな。少し移動しよう」




「よくここに花を摘みに来た」

　乗せられた馬車から降りると、そこは緑が豊かな公園のようだった。相変わらず空には満天の星が流れ、眼下には色とりどりの野花が咲き誇っている。普通の昼間であればたくさんの平民が足を踏み入れる憩いの場のようだが、街中で特別な祭りが催されている今日は、私たちだけがこの場にいるようだ。

「ここが……」

　大聖堂で奉仕活動を続けている間、私は花屋に並べられるような美しい花よりも彼がその日訪れた先で何気なく摘んでくる素朴な花に興味を持っていた。彼にもそのことが伝わっていたのだろう。始めは立派な薔薇や百合を渡されていたが、そのうちこの場に咲いているような花を渡されることが多くなっていた。

「いつかこの場所に、君を連れてきたいと思っていた」

　静かな告白に頷き彼の手を握り直す。彼は私と同じように幼少期の約束を覚えてくれていた。それがどれほどの奇跡であるかわからないわけではない。

「あの頃の俺は、成人して何者にも文句を言われないほどの力があれば、君を守ることができるはずだと思い込んでいた。それで、何でも願いを叶えるなどというばかばかしいことを口にした」

「ばかばかしいなんて」

「君がもう二度と聖女としてこの手を使わなくとも済むように。君がこの町で、名もなき花を愛でながらごく普通の生活をする権利を取り戻せるように。あわよくば、そういう君の隣に俺がいつも立っていられるように。そうするために、俺はこの地位に上り詰めた」

　それは私が聖女である道を選んだ理由によく似た決意だった。俄に信じがたく無意識に息を飲んだ。彼は私の反応を見て苦笑を浮かべている。

「君に力を使わせて苦しめるこの国が心底厭わしかったんだ。どうにかして君をこの国から離して、遠く誰も知らぬ場所に隠してしまいたいとさえ思っていた」

「カーティス……」

「だがそれはおそらく、間違いだったんだな」

　カーティスは独白のような言葉をつぶやいて、ゆっくりと私に向き合った。存在を確かめるように私の頬を撫でて、静かに口を開き直す。

「君は目の前で倒れるすべてを当然のように助けようとするだろう。だからそれをやめさせることなどできるはずもない。……だがそれとは別に、君の善意に付け込んで君を政治の道具にするような男を到底許してはおけない」

　彼の瞳は固い決意に煌めいていた。彼が非難する相手は一人しか思い浮かばない。

「そんな不敬なことを言っては」

「構わない」

　聖女のすべての行為は、国王の勅命によるものだ。この国の聖騎士団の長である彼がそのことを知らぬはずもない。それを知ったうえで彼はこの言葉を私に告げたのだ。

「エステル。あの男は己の利益のためだけに君の聖力を酷使し、君がマナの機能に障害をきたした今でもそれを悔い改めることなく、時を問わずに君の手を使わせようとする。そんな外道に俺が君を託していられると思うのか」

　まっすぐすぎて痛いほどの視線が突き刺さる。彼はただ私を見つめ続けていた。

　この国で国王に意見し異を唱える者はいない。いや、いなくなってしまったと言った方が正しいだろう。それほどに国王は非道で冷酷だ。いくらカーティスが公爵家の子息であっても国王に楯突いて無事でいられるとは思えない。隠しきれない不安が顔に出ていたのだろう。彼は私の頬を再び優しく撫でた。

「心配するな」

「っでも」

「エステル、聞いてくれ。君をあの男から遠ざけたい理由はそれだけではない」

「それだけじゃない、って……」

「魔導士殿に話を聞いた。君のマナの供給のことだ。……確かに他の方法もあるようだった。その方法には心当たりもある。だが、それだけはだめだ。元来聖女の血筋は王家の繁栄に長らく関わってきているらしい。聖力を行使できる乙女は、常に歴代の王と時をともに過ごしてきた」

「王とともに……？」

「つまり王家の血筋の者であれば、誰もが君にマナを供給することができるということだ」

　淀みなく語られる言葉に呆然とし、真剣な顔つきで私を見下ろすカーティスだけを見つめている。王家の血筋の者であれば、聖女にマナを供給することができるというのなら、つまりカーティスは──。

「カーティス、貴方は」

　この国の王位を継承する権利を持つ人だということだ。

　無言で見つめ続ける私を、カーティスは困り顔で見つめ返していた。

「黙っていてすまない。だが、あの男の血を受け継いでいるというのは俺にとっては汚点でしかない。城に給仕する女官を孕ませて、その女官が命からがら逃げ出してたどり着いたのがメルキオール公爵家だったと聞いている」

「じゃあ、陛下は……」

「あの男は俺が生まれていることなど知りもしないだろうな。顔を合わせてもただの下僕のように興味の欠片もない。……そもそもあの男は王位を引き継ぐつもりもない。己が贅沢をするためだけに、己の財産のためだけに政をして君を駒のように使う。君の聖力を回復することが俺を使わなくともできるのだと知れば、あの男がどのような行動に出るかなど考えるのも腹立たしい」

　王家の血筋の者であれば、私のマナを回復させることができる。それはつまり、接触の方法は変わらず、私がカーティスと二日に一度行っているようなことをする相手を変えるだけの話だ。この事実が陛下に知れてしまう未来を想像して無意識に体が震えた。

「だが君は俺を選んだ。そうだろう、エステル。……それならば、君は俺以外の男に一生抱かれてはならない。君はただ俺との約束を守ると言えばいい。それ以外は俺が勝手に手を下すだけだ。──ゆえに俺は星に願ったりしない。欲しいものはすべて俺の手で掴み取る」

　カーティスは星のように輝く髪を揺らしてその場に跪く。美しく降り注ぐ星の中彼が胸から取り出したのは在りし日に見た黄色の野花だった。

「だからエステル。……どうかこの手を取ってほしい。俺は君を失うくらいならこの国など滅んでしまってもいい。だが同時に君が慈しむすべてを俺も守りたいと思う。君が望む物を制限することは二度とない。どのようなときにも君を尊重する。それが俺の愛だ。……どうか受け取ってくれないか」

　三年前道を違えた時も、私たちは胸の内で互いに側にいる方法を考えていた。長い間遠回りをしていたのだ。私は反対を押し切る形で聖女になり、カーティスも何一つ告げることなく、私を聖女の立場から解放するために任務に打ち込んでいた。

　三年間の苦しみが星の雨に溶かされていくかのようだ。

　差し出される花に触れ、静かに受け取る。

「ねえ、カーティス。私の願い事、全部叶っちゃったみたい」

　貴方と街を歩いてみたかった。もう一度貴方から花を貰って貴方の側にいる権利が欲しかった。私のすべての願いを叶えてくれたのは、カーティスただ一人だ。感極まって視界がぼやけてくる。潤みきった視界の中心で彼は穏やかな笑みを浮かべていた。

「それなら来年までに、また願い事を考えておけばいい」

　囁いた彼は私が頷くのを見て静かに立ち上がり、私の唇に彼のものを触れ合わせた。

「好きだ、エステル。……愛している」

「私も、カーティス。……あなたが好き」

　かき抱くように体を抱き寄せられ、同じようにめいっぱい広い背中を抱きしめる。夢のような夜だ。これが夢なら一生覚めてほしくない。強く願うほどにきつく抱きしめて、カーティスの胸に縋りついた。

　私たちにはあまりにも言葉が足りなかった。互いをどう思っているのかも知らず、ただ遠くから見つめてすれ違うことばかりを繰り返していた。三年間の苦い日々を振り返り、決意を固めて顔を上げる。カーティスは彼の過去を悔い改めて胸の内のすべてを話してくれた。

「ねえ、カーティス」

　彼が私を心から慈しんでくれているように、私も彼を何よりも大切に思っている。そのことが、どうか伝わってくれたらいい。

「私、約束するわ。貴方以外の人に触れさせたりしない。……だけど同じように約束してほしいの。私のためにこの手を汚したりしないで。……陛下には一度私から……、話をしてみる、から」

　願いを込めるように囁いたら、カーティスはやはり困ったような呆れたような顔をしていた。

「……君がそれを願うなら。ただ、あの男に話をしに行くのなら必ず俺が護衛につく。それでいいか」

　いつも譲歩してくれるのは彼で、私はわがままを言うばかりだ。労うように彼の頬を撫でると目を細めて見つめ直される。この国の未来を背負うこともできるような人が、ただ一人私のためだけに微笑んでいる。愛おしさに目が眩んで、予告することなくその唇に吸い付いた。彼は私の突然の行動にも目を見張ることなく、ただ私を受け入れて啄むように口づけを繰り返す。いつの間に主導権は彼に移されていて、くらくらと眩暈がする世界の中で、小さく笑いながら囁いた。

「こんなに優しくしてもらってばかりで、罰が当たったりしない？」

　きっと、そんなはずがないだろと笑ってくれるものだと思い込んで囁いた私は、彼が夜だけに見せる獰猛な瞳で私を射抜くのを見て、ようやく当てが外れたことに気付いた。

「それほど不安なら、君もうんと俺に優しくしてみればいい」

「ま、って、カーティス」

「願い事か。そういえば俺にもあるな。……エステル」

「きゃあっ!?」

　たぶらかすように耳元に囁かれ、耳殻に触れる吐息に意識を奪われているうちに体が宙に浮く。慌てて彼の体に縋りつき、彼が喉を鳴らして笑っていることを知った。鼻歌でも歌い出してしまいそうなほど上機嫌だ。こういう態度に出るときの彼は、私の制止など聞く気がない。

「カーティス、ねえ……っ」

「星には願わないが、優しい君なら応えてくれるだろ。……エステル、俺だけの星」
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「エステル、覚えているか？　君が十歳の頃年下の聖女候補が転びそうになっていたとき、君は躊躇うことなく前に飛び出して、代わりにここに傷をつけただろ」

「ん……っ、ぁっ……！　しら、な……！」

　声を押し殺そうと必死で両手で口元を押さえている。そのせいで無防備になった体にカーティスが理由をつけて触れ続けていた。

　馬車に私を乗せた彼はすぐに公園を出るよう御者に命じて有無を言わせず私の唇を吸った。御者に聞こえてしまうことを恐れて抵抗をしても口づけは深まるばかりで、解放される頃にはすっかり全身から力が抜けていた。馬車の椅子に倒れ込み、陶然としながら彼の姿を見上げる。彼は熱に溺れる私を心底愛おしそうに眺め、修道着のスカートを見せつけるようにたくし上げた。

　それ以降彼は、私が幼い頃に作った傷を一つ一つ声に出して、その場所に舌を這わせている。

「カーティ、……ぁ、っ……！」

　慈しむように左膝に口づけ、跡を刻むように強く吸い付いてくる。それだけの刺激にも熱がこみ上げて落ち着かなくかる。

「綺麗に消えていてよかった」

「ね、ねえ……って、ば……っ」

　心なしか彼が口づける傷跡の位置が少しずつ体の中心に近づいてきているように思えて気が気でない。ふるふると首を横に振って拒絶を示すと彼は薄く笑んで私の頬を撫でた。

「どうしたんだ、エステル」

「……っ、だめ、……っ」

　必死で咎めようとしているはずが求めるような声色が響き、その甘さに頬が熱くなる。

「気持ちがよくないのか？」

　唆すような声色で囁かれるとぐらりと目が眩んだ。もう何度も触れ合った体が、彼が呼び起こす快楽を覚えていないはずもない。恨めしい気分で顔を見上げると彼はやはり至極楽しそうな笑みを浮かべていた。問いかけておきながら彼は初めから私の答えなど知っているのだ。

「エステル、どうなんだ」

「……気持ちがいいから、困ってる、の」

　観念してつぶやくと褒めるように何度も口づけられ、溺れながら彼の胸に縋りつく。

「ん、……っ、ん、ぁ……！」

　啄むように口づけられ力の入らない体を抱き起こされた。至近距離で視線が絡み合う。

「エステル。好きだ。……出会った日からずっと、俺は四六時中君のことばかりを考えている。君のどんな顔も愛おしい。だからどんな君の姿もすべて見せてくれ」




「カーティ、……っ、んぅ……っ」

　馬車がメルキオール公爵邸に着くと彼は間髪を入れずに私を抱き上げて彼の寝台に運んだ。息つく間もなく私に口づけて、もどかしげに私の体を弄る。馬車の中でも散々翻弄された体はすでに熱を持て余していて、彼に触れられるたび甘いため息がこぼれた。

「エステル……っ」

　カーティスは名前を囁きながら私の服を乱し、あらわになった素肌を見てうっとりと目を細めた。

「……っ、ん」

　存在を確かめるように優しく輪郭に触れられ背筋に快感が走り抜ける。やはりただ触れられているだけでたまらなく気持ちがいいのだ。

「本当に気持ちがよさそうだな」

　彼は私の表情を見下ろしながらまるで私の胸のうちを読んでいるかのように囁いて、麗しく微笑む。その微笑に唆されるまま静かに頷くと、彼はますます笑みを深めた。寝室のわずかな光源の中でも彼の瞳の美しさは決して損なわれない。その美しさに魅了されているうちに、彼の手が迷いなく私の蜜口へと伸ばされた。

「……っあ！　んんっ……、ああっ、んんっ……！」

　予期せず濡れた花弁を爪先で甘く引っ掻かれ、腹の奥で滞留していた熱が呆気なく弾けた。足の爪先がぴくぴくと痙攣している。カーティスはその様子を上から眺め、やがて蜜口に顔を寄せて唾液をたっぷりと纏った舌で媚肉を嬲った。

「んっ、ああああっ……！」

　一瞬で高みに上り詰めさせられ、はくはくと浅い呼吸を繰り返す。一切容赦のない舌と指先の動きに翻弄され、ただ高い声を上げて鳴き続けていた。ちかちかと視界に星が浮かぶたび、腹の奥からとろりと熱い蜜がこぼれ落ち、カーティスがそれを極上の蜜を啜るかのように音を立てて吸い上げた。

「っ、ひ、あああああっ……！」

　快感が少しも引いてくれない。ただ翻弄され続けて目を回している。カーティスは熱心に蜜口を舐めしゃぶりながら太く長い指を中に押し入れて、膣壁を執拗に擦った。

「っ、待っ……んあああああっ」

　彼にもたらされるすべてが快楽に変換され、言葉を話すことさえままならない。彼は私が再びひくひくと体を痙攣させると、低く喉を鳴らすように笑った。

「ずっと達し続けているのか？　可愛いな」

　何が可愛いのか、まったく意味がわからない。冷静に考えられていたのはほんの一瞬で、もう一度膣壁を甘く引っ掻かれると声を上げることもできずに法悦の波に投げ飛ばされた。

　カーティスは快楽の渦に足を取られる私を見下ろしどこまでも楽しそうに笑って私に口づける。柔らかな口づけはすぐに深いものに変わり、彼の厚い舌が口内を蹂躙する。それをただ受け入れ続け、彼の唇が離れる頃には息も絶え絶えになっていた。

「あ……っ、カーティ、も……っ、ぁ……っ、あなた、も、脱いで……っ」

　この寝室に来てから、どれほどの時間が経ったのか想像もつかない。随分と長い間彼はただ私の体を丁寧に愛し続けてくれている。すでに私の体はほとんど使い物にならない状態で、彼に伸ばそうとした指先は力なく震えていた。

「カーティ、ス」

　囁きながら手を伸ばし続けると彼が私の手を彼の頬へと導いてくれた。至近距離で目が合う。彼の瞳はやはり極上に甘く熱く燃えているようだった。

「エステル」

「……貴方にも、気持ちよくなってほしいの」

　願うとおりに囁いたら彼は一瞬目を見張ってから、何よりも美しく微笑んだ。

「すでに十分好いが、君がそう言うなら」

　熱っぽく囁かれ胸が甘く痺れる。見つめ合う距離は少しずつ近づき、やがて唇が優しく重ねられた。何度も角度を変えながら口づけを繰り返し、その間に力の入らない指先で彼のシャツのボタンを外していく。たどたどしく上から二つ目までのボタンを外すと、彼は一度キスをやめて小さく笑った。

「へたくそだって、笑っているの？」

「はは、いや。君に求められているようで嬉しくて笑っているんだ」

　彼は私の耳元に囁きながら、はにかむような笑みを浮かべている。その愛おしさに胸が突き刺されたまらず囁いた。

「……好き。カーティス。好きよ」

　私はもうずっと昔から、カーティスだけを求めている。思いを届けるようにそっと口づけて頬を撫でた。

「……君が可愛すぎてどうにかなりそうだ」

　額を合わせて頬を撫で、笑って口づける。その合間に何度もカーティスが愛を囁いてくれた。目の回るような愛おしさに抱きしめられ、夢中で抱きしめ返している。

　啄むようなキスに夢中になっている間にいつの間にか彼はシャツを脱ぎ終えて、スラックスのベルトを投げ捨てていた。

「いつの間に？」

「君に脱がせてもらうのもよさそうだが、今はすぐにでも君と一つになりたい」

　飾ることのないまっすぐな言葉に胸を射抜かれ、陶然としているうちに再び体を寝台の上に押し倒される。彼はすでにたっぷりと濡れ光っている蜜口に彼の怒張を擦りつけ、誘うように腰を動かした。

「……いいか？」

　答えなど知っているのに問いかけるのは、私が何を感じているのかすべてを知りたいからなのだろうか。擦られるだけで小さく喘ぐ私を笑っているのに決して勝手に先に進もうとしない。彼の意地悪な一面を思い知らされて、眩しい気分になりながら口を開いた。

「ん、おね、がい……っ、きもちよく、して、……ほし、……っあああああ!?」

　荒れた呼吸を整えながらどうにか最後まで言いきろうとしていたはずが、途中で激しい衝撃に襲われ言葉が散らばってしまった。両脚は彼の肩にかけられ、秘所に触れていた切っ先はたっぷりと濡れそぼった蜜壺の最奥へと押し込まれている。

　カーティスは低く呻きながらも私の腰を掴み、間髪を入れずに固い怒張をぎりぎりまで引き抜いて最奥まで一気に突き入れる。無遠慮な律動にたまらず嬌声が上がった。

　ごちゅん、と卑猥な音を立てて切っ先が最奥を叩き、意識が飛びそうになる。それをどうにかつなぎとめようとシーツを握りしめると、咎めるように彼の指先が私の手を握った。

「っ、エステル……、エステル」

「あ、ああっ、……ん、んんんっ」

「好きだ、……っ、好きだ……！」

　うわ言のように愛を囁きながら、強く腰を穿って狭く熱い腹の中に割り入ってくる。そのすべての刺激が快楽に変わり、目を回しながらただ頷いていた。

「ん、ぁあああっ、あ、んんっ、ぁ、……ひぁああっ」

「君は俺のものだ……っ、誰にも渡さない」

　唸るような声が耳元に囁かれた瞬間、ひと際強い力で最奥を穿たれ、おとがいを反らせて更なる絶頂へと押しやられた。前後不覚のままただ頭に浮かぶ言葉を叫ぶ。

「ん、あああっ、す、すき、っ……カーティス、っああああ……！」

　私の叫びを聞いた彼は、ぶるりと体を震わせて私の中の一番奥に欲望を吐き出した。少し前に見た夜空の星のような光が瞼の裏でちかちかと爆ぜる。呼吸をしているのか、喘いでいるのか判別がつかないような音を奏でる口を隠そうと指先に力を込めるも、結局形にならずカーティスに身をゆだねた。

「ん、ぁ……、カーティス、……っ、は」

　すぎる快楽がなかなか落ち着かないまま、ただ彼の名を呼んで縋りつく。彼は私の腕に力が込められたのを感じたのか、ぴくりと体を揺らして私の顔を見つめ直した。

「君はどれほど俺の手に穢されても綺麗なままなんだな」

　はにかむような笑みを浮かべながら囁かれ、耳殻に何度も口づけられる。もどかしい触れ合いでまたしてもじくじくと体が熱を孕んでいく。彼はそれを知ってか知らずか私の額や瞼、こめかみに丁寧に口づけ、喉を鳴らして笑っていた。

「ん、……っなに、いって」

「俺の手がどれほど穢れていようと、君の輝きが損なわれることがなくてよかった」

　真剣なまなざしで囁かれ、彼の頬に手を伸ばす。そのまま彼の言葉に声を上げようとして、すぐに壊された。

「けがれて、なんか……、っきゃぅ……!?」

「すべて受け入れてくれ。……俺が君にどれほど汚い欲望を抱いているか。すべて知ってほしい。エステル」

　不意打ちで体を抱き起され、寝台に寝そべる彼に跨るような体勢を取らされる。そのまま有無を言わせず下から鋭い一突きを放たれて一瞬で高みに上り詰めた。何度も強い快楽に浸された体はあっけなく陥落し、頼りなく彼の胸板に倒れ込む。

「んっ、……ぁ、っまだ、する、……の、ぁっ」

　混乱して喘ぎながらも囁くと、やはり彼は至極機嫌がよさそうに低い笑い声を上げた。同時にくん、と中を探るように突かれて体が痙攣する。

「まだ終わらないだろ？　俺の星が俺の願いを叶えてくれるんじゃなかったのか？」

　意地悪な声色で囁かれ目を回しながら彼の瞳を見つめる。彼はたくましい両手で私の腰を掴み、私の体を起き上がらせた。途端に自重で彼の怒張が最奥まで入り込み鋭い快楽に悶える。体が小刻みに震え、その震えによって更なる快楽に突き落とされた。やまない快楽の波に震えて首を横に振っても、カーティスは楽しそうに私を見上げている。

「あ、……っ、ぁ、カーティ、……っ、こ、れ……っ、だめ」

「どうしてだめなんだ」

「ん、ぅう、……っ、きもち、よすぎ、て……っぁ！」

「君がよさそうだと俺も気分がいい。君の好きなようにしてくれ」

　うっとりと優しい声で囁かれているはずが、どうしてか意地悪なことを言われている気がしてならない。じとりと睨みつけても、彼はどこ吹く風と楽しそうに笑っていた。

　自分だけが気持ちよくなりすぎている気がしてならない。彼は頬を上気させているが、軽く息を乱しているだけだ。

「……っ、どう、したら」

　どうしたらカーティスも気持ちがよくなってくれるのか。小刻みに喘ぎながら囁いて、息も絶え絶えになりながら彼の腹に手をついて震える体をゆっくりと動かす。彼がしてくれているようにできる気がしない。うまく気持ちよくすることもできず、かえって自分だけが絶頂に追いやられ無様に猫のように鳴きながらぺたりと彼の体に再び倒れ込んだ。

「……きもちよく、っ、ん……、してあげたい、……っのに、ぁ」

　恨み言を吐きながら彼の胸板に額を擦らせ、乱れた呼吸を取り戻そうとしている。

「っ……あ、っ、……な、んでおっき、く……」

　しかし呼吸が整うよりも前に私の中の強直がいっそう熱を持ち、思わず目を見張った。膣壁に擦れるわずかな刺激にも体が強い快楽を感じて打ち震える。どうにかそれを隠そうと力を抜いたその瞬間、ごちゅ、と激しい音が鳴って一瞬で視界が白んだ。

「ひ、っああああ!?」

「……っ、エステル……っ！」

「あ、ああっ、あんっ……、ひ、ぅ、ああああっ」

　どこかに飛ばされてしまいそうだ。下から激しく腰を穿たれ訳もわからずただ声を上げ続けている。体の痙攣が収まらず、彼が出ていこうと中に強く穿たれようとひっきりなしに快楽に襲われていた。蜜口の花弁が彼の恥骨にぴったりと擦れ、最奥をこじ開けるように彼のものを挿し込まれる。

「好きだ……っ、好きだ。エステル……！　っ、ぐ、ぅ……！」

　ぴったりと隙間なく抱きしめられ耳元に熱い告白を聞いた瞬間、無意識に中が締め付けられてカーティスが低く獣のように喉を鳴らした。彼の吐息が肌に触れるだけでたまらなく心地がよい。震える体で同じように彼に腕を回し、必死に抱き着いた。

「……もう二度と、っ君を離さない……！」

「あ、っカーティス……！　あ、っ、……っ、ぁあああああっ！」

　力強く叫ばれた声に必死に頷き、ひと際激しい快感に身をゆだねた。彼の決意を示すように強く最奥を穿たれ、堪える間もなく頂に上り詰めさせられる。体に溜まっていた熱がすべて弾け飛んで、視界が真っ白に塗りつぶされた。

「……っく……っ」

　力強く最奥を叩いて熱い欲望を放った彼は、そのすべてを私の中に塗り込むようにゆっくりと腰を穿って深く息を吐いた。

　ぐっしょりと額に汗を浮かべる彼の頬に触れる。

「カーティ、ス」

「ああ」

「貴方は穢れてなんかいない」

　どうしても返したかった言葉を囁いて頬を撫でる。私の言葉に彼は少しだけ虚を衝かれたような表情を浮かべてから、気の抜けた笑みを見せた。

「……君は本当に星のような人だな」

「そんなことはないわ。私、こんな力があるのに助けられずにきた人の方が多いもの。人を救うために剣を握る貴方の方がよっぽど綺麗だわ」

「……俺は所詮、君をあの男から遠ざけるために功績を立て続けていただけだ。そこに大義などない」

　自嘲するように囁くが、彼が元来まじめな性格であることを私は知っている。

「私が幼い聖女候補の女の子を助けようとしたとき、貴方もあの子を助けようと走ってきてくれていたでしょう？　私よりもずっと遠くにいたのに、私が転んだ時にはすぐ側まで来てくれていたじゃない。私の傷を見て自分の傷のように悲しそうな顔をして、ハンカチを貸してくれたでしょう」

　そういう彼だからこそ私は強烈に惹かれて、恋い慕い続けてきた。

　汗で濡れた頬を撫でてからそっと口づけ、彼の瞳を見つめる。どれほど体格が変わっても人々から噂される姿が変わっても、彼の瞳の美しさだけはあの頃と変わらない。彼は私の言葉に懐かしむように目を細めた。

「……あの後、君が汚してしまった代わりにと言って捧げてくれた刺繍のハンカチは今も俺の部屋に大切にしまって置いてある。君が渡してくれた物をいつまで経っても捨てられず宝物のように大事にしてきたんだ。どれほど血を流しても、それがあればあの頃の君に許されるような気がしていた」

「今も貴方を罰したりしないわ」

「俺がこの役職に就いたのは君を解放したかったからだと言っただろ。……聖騎士団は聖女候補と縁を結ぶ者が多いのは知っているだろ？　もともと騎士学校を出る聖騎士は聖女候補の護衛を任されている関係上、俺と君のような関係を築く者が多い。それゆえ、出世して功績を収めれば陛下から下賜されるのが通例だ。……それであれば、あの男が無視できないほどの功績を収めれば……、あるいは君を娶ることができるのではないかと、そう考えていた」

　過去を懐かしむような、もしくは遠い日の後悔を偲ぶような表情を浮かべたカーティスが、同じように私の頬に触れようとして指先の動きを止めた。

「カーティス……」

「騎士が身を立てる方法はわかるだろ？　ただ戦いの中に身を置き続けるだけだ。敵がどのような者であろうと心を捨てて斬り続ける。……そのうち俺の一つの目的は達成された。聖騎士団長の座について、あの男に謁見する機会も得た。……だがその頃には、君は澄んだ空に輝く星のような遠い存在になっていた。己の手を見ればそれは誰とも知らぬ者の血で汚れ、到底君に触れられるような手ではない。……この地位を手に入れて初めて君をもらい受ける権利を掴みかけたというのに、その手で君に触れるのが恐ろしくなった」

　私が彼の側に居続けるために聖女となる道を選んだように、カーティスもまた私を側に置くために戦いの中に身を投じた。彼の切ない指先にそっと己のものを絡め合わせて無言のまま私の頬へと導く。私の表情を見て彼はやはり切なげな笑みを浮かべていた。

「だが、君が日ごとに暗い表情を見せるようになってからは、どれほど君に疎まれようが構わず君を手に入れようと必死になっていたんだ。君がどれほどこの手を恐れようが、あの男の悪意によって傷つけられるのを見ているよりはいい。そう考えて陛下に君を下賜するよう進言していた。当然取り合うつもりもないようだったがな。……あの男は今、俺が君の聖力を回復させられる装置であるがゆえに君と俺がともに過ごすことを容認している。……だが本来あれは俺を君から遠ざけたがっている」

　カーティスがどれほどの思いで剣を握り続けてきたのか、想像を絶するような覚悟に胸が軋む。それほどの努力で私を妻に望んでくれていたのだ。彼のこれまでの功績を考えれば私を下賜するくらいでは足りないだろう。だが陛下はそのようには考えていない。

「エステル、いいか。あれの強欲を軽視してはいけない。君のような清らかな心を持つ人間ではないんだ。……あれと対話で物事を解決しようとするなら必ず俺を伴ってほしい」

　少し前にも聞いた言葉をもう一度囁かれ、ゆっくりと頷く。彼が長らく誰かを娶るために何度も陛下の元へと足を運んでいたことは知っている。彼のような大きな功績を立てた者にもこのような仕打ちをする陛下が、私の願いなど聞いてくれるはずもない。それはおそらく、カーティスもよく理解しているだろう。それなのに彼は、私の言葉を尊重しようとしてくれているのだ。

「……カーティス、貴方は本当に優しい人だわ」

「鉄血と呼ばれる俺にそのようなことを言うのは君だけだ」

「それじゃあきっと、皆の目が曇っているのね」

　いまだ熱を持つ彼の胸に耳を寄せて、彼の命の鼓動を聞きながら瞼を閉じる。優しいリズムに微睡みながら彼の背に手を回すと、頭上から静かな笑い声が聞こえてきた。

「皆の目が曇っているのではなく、君の評価が俺だけに甘いんだ」

「……そう、かしら？」

　疲れきった体が心地よい眠りに誘われる。どうにか彼との会話を続けるつもりが、ゆっくりと意識が遠ざかっていく。

「君は本当に俺のことを好いてくれているんだな」

　世界のすべてが遠ざかる中、近くで最愛の人がおかしそうに囁いていた。彼が氷のように冷たい鉄血であるなどというのは嘘だ。私に好意を抱かれているというだけでこれほど嬉しそうな声を上げる人が、そのような人であるはずがない。そのことを伝えたいのに、どうにも瞼が開かずに結局私は柔らかな眠りについた。

「……俺の側から離れないでくれ。エステル」

　だから眠りにつく寸前に囁かれたカーティスの不安げな声に応えることができなかった。

　そして彼の懸念のとおり、唐突に私は彼から引き離されてしまった。
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「これは……、どういうことなのですか」

　カーティスが渋い顔をしながらも私を王宮に戻してから三日と経たずにそれは起こってしまった。

　彼は紛争を理由に辺境の地へ出兵を命じられ、私たちは陛下に謁見を申し出る間もなく引き裂かれた。彼は何度も王宮を離れずとも済むよう陛下に掛け合うと話してくれていたが、今もなお隣国との小競り合いが続いているのは事実だ。気にせず発ってほしいと願ったのは私で彼はその言葉を受けて熟考し、ようやく頷いた。

　彼は最後に『部下をつける。決して一人になるな。約束してほしい』と真剣な顔をして囁き、私がしっかりと頷くのを見て私の側を離れてしまった。

「こやつから聞いたわ。……お主、際限なく聖力を産む方法を知っているのだろう」

　彼が発ってから努めて聖騎士の側にいるようにしていたはずだ。そのはずがゼノの姿が見当たらず探してほしいと願ったのが最後だった。困惑の表情を浮かべた騎士はしばらく躊躇って五分だけその場を離れると言い残し、私もそれに頷いた。

　しかし今私は両手を縛られて膝をつき、この国の王サミュエル・シルヴェストの前にいる。彼の横には乾いた血がこびりついた黒いローブを身に纏った男が転がされていた。顔は赤黒い痣で覆われ目元は大きく腫れ上がっている。その表情にいつもの明るい笑みなどない。呼吸をしているかすら怪しいゼノの瞼は固く閉じられていた。

「答えよ」

　隣に立つ近衛騎士に強制的に顔を上げさせられて、目の前に立つ国王の顔を見上げる。彼の深いブルーの瞳はカーティスと同じ色のはずが暗く濁り、痛みに顔を顰める私を愉快そうに見下ろしていた。この男がゼノにこのような仕打ちをしたのだ。信じがたい事実に冷や水を浴びせられたかのように全身が冷えきっていく。

「時に聖女よ。余はこやつから実におかしな話を聞いた。お主が飼っている番犬だが、……あれは余の落とし胤だったのだな。知っていれば真っ先に殺していたものを。……まあよい、どちらにせよあれは地獄へ向かったのだ。すぎたことを口にするだけ無駄というものよ」

　歌うように囁かれる言葉になおさら背筋が凍りつく。国王はゼノを拷問し、カーティスが王家の血を引いていることを知ってしまったのだ。そのうえで彼を適当な理由をつけて死地へ送った。

「こやつもなかなか口を開かぬのでな、手を焼いておるわ」

　おかしそうに笑いながら王の足が床に転がるゼノの背中を蹴った。

「……っやめて！　なぜ……！　なぜそのようなことをなさるのです！　離して！」

　──このままではゼノもカーティスも死んでしまう。

　これまでの三年間、血に濡れるカーティスを見るたび心が凍り付いてしまいそうだった。彼は怪我を負ったとしても私に助けを乞うたりしない。だからこそ、少しでも傷ついてほしくなかった。それなのに、私の大切な人たちに悪意を持って命じ、ほくそ笑んでいる者がいる。

　信じられないほどの激情にかられて必死の抵抗を試みても、両脇に立つ近衛騎士に両腕を掴み上げられるだけだ。無力な私を見下ろして、サミュエルは声高に笑った。

「まあよいわ。お主のおかげであれの使い道があったのも事実よ。褒めて遣わそう」

　壊れた玩具のように不快に笑い続けた国王が、ゆっくりと腰を折って私の目の前にしゃがみ込む。濁った瞳には陰険な色だけが浮かんでいた。

「聖女よ、お主が聖力を回復する方法を余に教えてくれ。さすれば魔導士か番犬か、いずれかを助けてやらんでもない」

　非情な言葉が胸に突き刺さり、わずかに息を飲んだ。ゼノは激しい拷問の中でカーティスが王家の血筋であることを口にしても私がどのような方法で聖力を回復したのかは決して話さなかったのだ。そのせいでどれほどの傷を負ったのだろう。痛ましい姿に胸が引き裂かれそうだった。

　ゼノかカーティスか。どちらかを選ぶことなどできるはずもない。

「どちらも選ばんのか。つまらんのう」

　王は混乱し押し黙る私にも非情な態度を貫いていた。この場の重い空気に似合わぬような笑い声を立てながら腹を抱え、睨み上げる私を一瞥して片手を上げる。

「やれ」

　それが何の合図であるのか知っていれば、私は全力で彼の手を止めただろう。彼の合図を見て、うつろな表情を浮かべた騎士が金具がついた棍棒を持ってゼノに近づく。何が起ころうとしているのか。ゼノがどのような目に遭わされてきたのか、その拷問器具を見るだけで理解できてしまう己が恨めしい。

「……っ、グ、ぅ……！」

　低い音を立てて振り下ろされた棍棒がゼノの腹を殴る。彼の体は研究だけに身を捧げているためいつも折れそうに細かった。その体に、屈強な体つきの騎士が力いっぱい棍棒を振り下ろしているのだ。気絶をしていたはずのゼノの目がわずかに開く。その目が私の姿を捉えた瞬間、彼のひび割れた口が「逃げろ」と囁くのを見て、今度こそ目から熱い何かがこぼれ落ちた。

「っやめて！　ゼノ様っ！　……やめて!!　言うからっ……！　すべて話すわ！　だからお願い……！」

「止めよ」

　力の限り叫んだその瞬間、嫌に冷静な声が耳に入った。目の前でこれほどの暴力を加えられている家臣がいようが、この王には関係がないのだ。改めてカーティスが毛嫌いする相手を見上げながらとめどなく涙が溢れた。

「では教えてくれ、聖女よ」

　言えばどのような目に遭うか、予想はできている。抑えようもなく唇が震えていた。カーティスの言いつけを破り、私は彼が戻る前に国王の前に姿を現してしまった。視界の端でゼノが懸命に首を横に振っている。彼は乾いた血がこびりつく唇を開いて、かすれた声で言った。

「だめで、す」

　その声にどうしようもなく胸が痛みに訴えかけてくる。誰よりもカーティスとの仲を応援してくれていたのがゼノだ。

　この決断をカーティスは怒るだろうか。いやきっと彼は散々気難しそうな顔をして困って、最後には私を優しく抱きしめてくれるだろう。彼の側にいるためだけに聖女の立場を利用し続けた私を、彼は心から慈しんでくれるような優しい人だ。どれほど私が私を嫌悪したくなるほど穢れたとしても彼は決してそれを穢れとは呼ばない。私の決断に決して失望したりしない。──そういう彼の愛を信じているから、私はここで逃げることなく立ち向かうことができる。

「……王家の血を引く者と、閨をともにするのです」

　震える唇で囁くと、男は歪に唇を歪めて笑った。

「それはよいことを聞いた」

「ゼノ様を、……ゼノ様を助けさせてください」

「だがこの男はかような重要なことを話さずにおった」

「お願いです」

「……では代わりに余の願いも聞いてくれるのであろう？」

　願いという形でなくともすべてを手に入れられるはずが、至極おかしそうに笑っていた。私をいたぶって楽しんでいるのだ。そうだとわかっていても震える体で頷くしかない。

「……何でも、お命じのとおりに、いたします」

「放してやれ」

　王が命じた瞬間腕から近衛騎士の手が離れ、力の入らない体でどうにかゼノの側に駆け寄る。彼は頻りに首を横に振って抵抗を試みていた。触れた手は氷のように冷たい。

「……聖女様は、おおばかもの、だ」

　ゼノがかすれた声で私を罵り、あらゆる方向に曲げられた指先を握りしめようとしている。痛々しい姿にまたしても涙がこぼれた。指先に力を込め、ありったけの聖力を注ぎ込む。そのうち以前感じたような冷たさを感じても無視して力を込め続け、やがて後ろから強引に肩を引かれて手が離れた。

「っ、まだ完治していません」

「もうよい。マナが弱まっているだろう。まさかここで死ぬつもりではあるまいな」

　何を考えていたのかすべてが見透かされていたのだ。この男も私のマナの流れがわかるのだとしたら、散々私を酷使し続け私が倒れたその日も、この男は私が弱っていることを知っていたのだ。怒りよりもやるせなさに襲われ、抵抗する力もなくその場に体を倒される。枯渇寸前まで力を使ったのだ。すでに全身が痺れてまったく動きそうになかった。

「お主が国の富となる者を癒し、余がお前を癒す。どうだ？　これでお前は永遠に聖女でいられる。聖女だからとお前を穢さずにいたのは無意味だったようだ」

　視界が霞んでいる。涙に濡れてそうなっているのか、それとも意識が遠ざかっているのか判別がつかない。凄まじい倦怠感に襲われながらどうにか抵抗を試み、あっさりとはねのけられる。

「お主が選ぶのがあの魔導士で助かったわ。……あれに聖力を研究させ続ければ、余の野望も叶うやもしれん。──不老不死の体よ。聖力があれば、それが叶う日も遠くなかろう。余はこの国を治め続けやがて世界を統べる王となる」

　そのような物のためにこの男はゼノを暴力でねじ伏せ、カーティスを死地に送り、私を犯そうとしているのだ。途方もない怒りにかられ、震える口を開いた。

「カーティスは……、生きている、わ。……決して貴方を、ゆるさ、ない。必ずあなたを……、正しい道で、裁こうとする。……だから、貴方は、……ここで、おわり、よ」

「世迷言を。……あやつはとっくに死んでおるわ」

「いいえ、……死んでなんか、いない、わ」

　必ず私の元へ帰ってくると誓ってくれたのだ。彼は絶対に約束を違えない。それは、幼い頃に私がこぼした愚痴に付き合って囁いてくれた街歩きの約束を、忘れることなく叶えてくれたことと同じように。

　まっすぐに見据えて声を上げたら、サミュエルは顔を顰めて私の体に跨った。彼の表情は至極不快そうに歪められている。その手で躊躇うことなく私の胸ぐらを掴み、ワンピースを引き裂こうと力を込めた。

「お主は余の道具であればよい。あれはすでに死に絶え──」

　ここでろくな抵抗もできずに穢されてしまうのだ。絶望に瞼を閉じかけたそのとき、勢いよく扉が開かれた。

「その穢れた手を今すぐ放せ。サミュエル・シルヴェスト」

　冷えきった声色が鼓膜に擦れる。その恐ろしいまでに冷酷な声色に背筋が粟立ち、同時に安堵で泣き崩れてしまいそうになった。

「カーティス……！」

　彼は土ぼこりに汚れた白い団服のまま、きりりとした眉を吊り上げて大股でこちらへ迫り、その足でこの国の王を蹴り飛ばした。

「っお、……っのれ……！」

「お前が触れられる相手だとなぜ勘違いした？」

　カーティスは無様に床に尻もちをつく国王をなおも冷えきった目で睨みつけ、私の体を左手で抱き寄せる。その胸に力なく寄りかかり、激しく鳴り続ける彼の胸の鼓動を聞いた。彼は生きている。ただそれだけのことで全身に血が巡っていくように感じられた。

「エステル、遅れてすまない。……もう心配するな」

　カーティスはあれほど冷徹に言葉を吐いていたとは思えぬほど優しい声色で私に囁き、片手で合図を送る。彼の合図に合わせるように扉の外から聖騎士と黒い布切れを身に纏った男たちがなだれ込んできた。

「な、何をしている……!?　何者が……！」

「王よ、本当にわからないのか。……この者たちは長らくお前が差別し迫害を繰り返し、国から追い出そうとし続けてきたこの国の先住民だ。……お前は隣国の蛮族と名付けていたようだが」

　辺境の地では今も隣国との争いが起こっている。それがこの国に生きるほとんどの人間にとっての常識だ。それを覆すような言葉に目を見張る。だが王は、少しも驚くことなく吐き捨てるように言った。

「いまさらそれを知ったところで何になるというのだ」

「……今日この場をもって、先住民と王族の間で盟約がなされた。今後我々シルヴェスト王国に住まう者は先住民の生命を脅かすことをよしとしない。禁を侵すものには厳罰を下す」

「誰がそのような盟約を」

「お前の下劣な欲望から生まれた王族がここにいるだろう」

　カーティスがその事実を隠そうとしていたことを知っている。それを公にしてでも、彼は国王を引きずり降ろそうとしているのだ。

「サミュエル・シルヴェスト。お前はその禁を、たった今侵した。見ろ、あの男の姿を。聖女の手によって回復されているがそれでもなお傷が残っている」

　淡々と罪を読み上げるカーティスの視線の先には、先住民と呼ばれた男二人に抱えられ、その場に立つゼノの姿があった。彼は魔導士の中でもいっとう丈の長いローブを身に纏い続けていた。その姿は確かに、この場に立つ先住民のものとよく似ている。

　ゼノはいまだ治りきっていない頬の傷に顔を顰めつつ、片頬を持ち上げて皮肉な笑みを浮かべた。

「ようやくてめえにも死神が迎えに来なすったか。安心して地獄に落ちろよ、下種野郎」

　今までに一度も聞いたことのないような暴言を浴びせたゼノが周囲の男たちに目配せし、男たちが一瞬で王の体を掴み上げた。その目には明確な怒りが浮かんでいる。

「よくも頭をこんな目に遭わせてくれたなァ」

「いたぶり甲斐がある」

　ぞっとするような言葉を嬉々として話している。呆然としながらもカーティスの体に掴まると、彼は私をあやすように抱きしめ直してくれた。国王は必死の抵抗を試みているが、屈強な男たちの手に捕まってはひとたまりもない。そもそも彼に味方する騎士など一人もいないのだ。少し前まで私を押さえつけていた騎士たちは、まるでこの場から目をそらすようにその場を動かず窓の外を見つめている。

「ひ、……っ、やめ、やめろ……！　余に逆らってどうなるかわかっておるの、っぐぁ!?」

「ひ、」

　激しく喚いていたサミュエルの股間が先住民と呼ばれた男に激しく蹴りつけられ、思わず悲鳴が漏れ出てしまった。その瞬間、カーティスの腕の力が強まり、ゼノには呆れた顔で一瞥される。

「お前ら、やめてくれよ。……ここでやったら次期国王に目ぇつけられちまう。……やるなら聖女様の目の届かないとこでやってくれ」

「やめさせろ。エステルが望まぬ方法で罰するな」

「……だそうだよ。聖女様の慈悲深い御心に感謝しろってんだ」

　やれやれと肩を竦めるゼノの指示で若い男たちが渋々と頷き、王を引きずるようにして部屋を出ていく。その場に残ったのは片足をかばうように歩きながらこちらに近づいてくるゼノと、私を抱えるカーティスだけだ。ゼノはまじまじと彼の顔を見つめる私と視線を合わせて、気恥ずかしそうに頬を掻いた。

「ほ、んとうにゼノ様なの？」

「……まあ、そうなります」

「頭って……」

「クーデターを引き起こそうとしていた一派の中でも古株だっただけですよ」

「クーデターって……」

「次期国王が賛同してくださったおかげで、ただの王位継承で済みそうですけどね」

　ゼノはいつものように軽薄な笑みを浮かべながら言いきってカーティスの顔を見上げている。二人はいつの間に軽口をたたき合う仲になっていたらしい。信じられずに目を見張ると、カーティスは居心地が悪そうにため息を吐いて口を開いた。

「そのようなものに興味はない。俺はただエステルの思いを守りたいだけだ。王座などお前にいくらでもくれてやる。先住民の王たる血筋を引くお前にこそふさわしいだろう」

　カーティスは感情をあらわにせず淡々と語っているが、内心己に流れるサミュエルの血を嫌悪している。あの男のせいで迫害され続けてきた者がいて、さらにその者たちと無意味に血を流し続けてきた事実を思えば王座に就きたいとは思わないだろう。しかしゼノはカーティスの返事など予見していたかのように余裕たっぷりに笑って言った。

「身近な人を大切にできるあんただからこそ、ふさわしいんですよ。僕はあの男の血を引くあんたを三年ずっと見てました。あんたが下種ならいつでも聖女様を攫ってめちゃくちゃにしてやろうと思っていましたからね」

「エステルには関係のないことだ」

「はいはい。ま、結局やりませんでしたし怒んないでください。つまりだから、なんだ。僕もあんたと聖女様がめちゃくちゃ不器用に思い合ってんのを見て、ちょっと心動かされたりしたってことです。たとえあんたが僕たちの仇だとしてもあんたの愛する聖女様が、どんだけ疲弊してようが人助けする慈悲深い女性だったら。あんたは聖女様を悲しませないために絶対非道なことなんてしないでしょ。どうせ王が必要なら、血筋も持ってて周りにごちゃごちゃ言われないあんたの方がいいんですよ。……だから僕はあんたが王位に就くなら、このばかばかしい戦争を終わらせてもいい」

　最後まで言いきったゼノは、常に顔を隠すように被り続けていたローブを脱いでいつになく清々しく笑っていた。

「──それに、僕が聖女様の隣に立って民衆の前で手を振るようなところを見て、あんたは正気でいられるんですか」

　いつもの茶化すような声色で言いきったゼノは珍しく押し黙るカーティスに、ますます笑みを深めていた。ゼノはその視線を私に寄こして目を細める。視線に応えるように口を開きかけるが、全身に渡る強い倦怠感のせいで言葉を奏でることができなかった。

「答えはまだ急かしませんよ。そんなことよりお姫さんの方がつらそうだ。僕には構わず行ってください。どうせエステル様がこうなっているのは僕のせいですしね」

　自分自身がどのような状態にあるのかわからず疑問の声を上げようとするが、熱い吐息だけがこぼれ落ちた。私の反応を見てカーティスが無言のまま私を横抱きにして踵を返す。突然の行動にも抵抗できずただ彼の腕に抱かれ、大股で歩くカーティスが気難しそうな顔をしているのを見上げてから視線を少し前まで私たちが立っていたところに向けた。その場に立つゼノは少しだけ申し訳なさそうに眉を下げて、口をパクパクと動かした。

「聖女様、ご健闘を祈ります」
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「……っ、エステル」

「っ、ん、……ぁ、ふ……っ」

　大股で宮中を歩き続けた彼が訪れたのは私の私室だった。彼は室内に入り込んで扉に鍵をかけると、有無を言わせず私の唇を貪るように食んで舌を潜り込ませる。早急な触れ合いに待ったをかけようとしていた手は、熱に絆されて呆気なく彼の手に握りしめられていた。

「あ、っ、……カーティ、」

「君を失うかと思った」

　強く抱きしめながら私の顔中にキスを送って、私の瞳を見下ろしている。その目に隠しようもない不安と欲情の色が灯されていることに気付いて、胸が震えた。

「……約束、した、でしょう」

「ああ。そうだ。君は俺以外の男に抱かれてはならない。……君は俺だけのものだ」

「ん、そう、だわ……っ、ぁ」

　確かめるように下腹部を丸くなぞられ、微弱な刺激に肌が粟立つ。なぜこれほどまでに心地よいのかわからず、目を回しながら縋りついた。彼は私が縋りつくとやすやすと私の体を持ち上げ直し、当然のように私の体を寝台の上に寝そべらせた。間髪を入れずに彼の手が私の衣服を乱し、肩口に口づけてくる。ただ触れられるだけでもたまらなく心地がよく、おかしくなってしまいそうだ。すでに体の中心が熱を滞留させ、蜜を滴り落しているのがわかる。

「ねえ、……っ、疲れている、でしょう、……っ、ぁ、んんん、……あっ」

　はしたない姿を見せるのが嫌で囁いた言葉は、結局嬌声に上書きされてしまった。慌てて唇を手で覆うと、咎めるように名を呼ばれる。

「エステル」

「こ、え……っ、なんで、っぁ、こんな……んんっ、ぁ」

　自身の体に起こる変化の理由に見当がつかない。はくはくと喘ぐように呼吸を繰り返す唇からは絶え間なく甘い声が上がっている。彼はその声を隠そうとしている私の手を取って、手の甲に甘く口づけた。

「俺に触れられるだけでいいのか？」

「……っ、だ、って、っ……ひゃん!?」

　下着の上からたっぷりと濡れた花弁を甘く引っ掻くようになぞられて、息つく間もなく頂上に上り詰める。彼に奥を穿たれた時のような衝撃に痙攣し、足の爪先が空を蹴った。

「よくないなら言ってくれ。エステル」

「っ～～～～！　あ、っひああああっ……！」

　これのどこが快楽を感じていないように見えるのか。抗議しようと睨み上げても、彼は低く音を立てて笑うだけだ。

「うん？　どうなんだ」

　下着の上から触れていた指が脇から布の下に潜り込み、あっけなく敏感な花弁に触れる。ぬらついた秘所を弄る手はわざとらしく粘性の音を立てて、私の回答を急かしているかのようだ。

「あ、ああっ、ん、あんっ、や……っ、きもち、……っ、きもちいい、からぁ……っ！」

　羞恥心を捨てて叫ぶと、彼の太く長い指が私の中に潜り込んで中を擦った。

「そうか。それなら続けていいだろう」

　彼の指に与えられる刺激だけで意識が飛びそうなほどの快感に投げ飛ばされる。

「ひああああっ……!?」

　花弁を指の腹で甘く引っ掻きながら、同時に中を執拗に擦りつけてくる。淫らな手つきにあっけなく翻弄され、蜜口からぷしゃりと何かが迸った。

「っ、だめぇ……！　へん、……へんなの……っひあああ……！」

「エステル、教えただろ。君は変じゃない」

　排泄に似た感覚に目を見開き慌てて彼の体を突き放そうと試みるも、彼の手は決して止まらず私を更なる高みへと追いつめていく。彼の指先が蜜壺の中に入り込み、中から腹の内側を撫でるように甘く引っ掻く。親指の腹で花弁を弄りながら太く長い指先で中を擦られると、またしても堪えきれず絶頂に押し上げられてぴゅくぴゅくと蜜口から蜜が飛び出た。

「あ、ぁ、でも……っこれッ……！　へ、へん……っ、ぁあああっ、だめ、……っ、おかし、……っ、あんっ」

「おかしくない。エステル、君が感じている証拠だ。そのまま身をゆだねてくれていい」

「あ、っ……！　あんっ！　ひあああっ……！」

「気持ちがよさそうだな」

　カーティスはくつりと笑いながら囁くと私の蜜で濡れた手のひらを舐めとり、ぐっしょりと濡れた私のショーツを脱がせ、躊躇うことなく両足を開いた。

　カーティスはぬかるんで熟れた蜜口を獰猛な瞳でじっくりと見下ろし、顔を寄せる。その意味に気付いて慌てて声を上げた。

「あ、……は、ぅ、カーティス、まっ……」

「もう待てない」

「っんあああぁああっ……！」

　淫らな音を立てて蜜口に粘りつく蜜を啜られる。

「やはり君はどこもかしこも甘いな」

「そんな、ひぁああ、っん、んんん……！」

　カーティスが甘くため息を吐いて囁く言葉さえもが快楽に変換され、絶え間ない快感に全身が痙攣している。体がおかしくなってしまいそうなほどの快楽から逃げ出そうと彼の頭を突っぱねようとしても、逆に彼の行動はますます大胆になるだけだ。

「どれだけ飲んでも溢れてくる。エステル、可愛いな。もっと気持ちよくなってくれ」

　彼の舌が蜜を啜りながらも膣壁をねっとりと舐めしゃぶる刺激でまたしても頂点に上らされ、蜜口から大量の蜜が溢れ出てくるのがわかる。すぎる快楽で、頂点から降りることもできない。

「あっ、あああっ、……んん、ひぁああっ……！　またくる……んあぁあっ！」

「ああ、いくらでも達していい」

「あ、ああ、……っきもち、よくて……も、へん、へんになる……っぁあああああん……!!」

　全身が異様なほど発熱して、彼の吐息が触れるだけで壊れそうなほど心地よい。いまだ知らぬ快感に震えながら泣き言を叫ぶと、彼はようやく顔を上げて私を見下ろした。

「あ、あぅ、な、んか変……なのっ、ん、っ」

「ああ」

「体が、ずっと……熱、くて、ぁ……ん」

「……快楽に怯える君も可愛すぎてどうにかなりそうだ」

　必死で訴える私の頬に流れていく涙を吸った彼が、耳元に囁く。その声が嬉々としていることに気付いて思わず息を飲んだ。

「カ、カーティス」

　彼の瞳は意地悪に笑んでいる。この目は彼が閨で激しく興奮しているときだけに見せるものなのだということを、私はもう何度も身に覚えさせられていた。

「伝え忘れていたことがあった。エステル。君はマナが体内から少なくなればなるほど供給できる者を求めて発情するらしい」

「はつ、じょう……？」

「俺に触れられたくてたまらなくなるということだ。……だから、変になってもおかしくはないんだ。エステル。……抗わずに俺に溺れてくれ」

　彼はおそらく、このことをゼノに聞いて知っていたのだ。ようやくゼノが「健闘を祈る」と告げた意味を理解して、背筋が期待で粟立った。

「まっ、て」

「言っただろ？　俺はもう十分待った。何年も君だけを待ち続けて、……ようやく君を手に入れたんだ。エステル」

　蕩けてしまいそうなほど熱い目で私を見下ろしたカーティスが、私の体からワンピースを取り払ってやわやわとまろい胸に触れる。左手で胸の飾りに触れ、もう一方を口に含んだ。

「ひぁあああっ……！」

「この胸も、君の柔らかな肌も、髪の一本でさえも、もう二度と俺以外の誰にも触れさせはしない」

　ちかちかと絶え間なく視界が白んで、ただひたすら彼の体にしがみついている。散々覚え込まされた快感を呼び起こされ、右手で腹の内側を甘く引っ掻かれると耐えることもできずに彼の手を濡らして絶頂に追いやられた。

「あっああああ……！　カーティ、ひぁああっ……！」

「好きだ。エステル、君だけが愛おしい。すべてを見せてくれ。君という神秘のすべてを知りたい」

　彼はひっきりなしに痙攣し続ける腹を見下ろして少年のような笑みを惜しげもなく晒している。私に触れる手はどこまでも淫猥なはずが、彼の表情は宝物を手に入れた子どものようだ。私の姿を見て彼がこの表情を浮かべているのだと思うとたまらなく胸がくすぐられる。上も下もわからぬような快楽の渦の中、浅い呼吸を繰り返しながらどうにか胸の内を伝えようと彼の耳元に唇を寄せた。

「エステル、どうし……」

「す、すき……っ」

　彼が溺れていいというのなら、この体に走り抜ける快楽を押し隠そうとしなくてもいい。どうにか流そうとしていた快楽を受け止めようと体から力を抜き、彼の頬に口づけてうわ言のように繰り返し言った。

「あ、ああっ、……っカーティス、あ、ああ、す、すき……ぁ、あああっ、あい、してる……っ」

　カーティスが知りたいと思うのなら、私のすべてを曝け出してしまいたい。ただその思いだけで強く抱き着いて、彼の胸の鼓動を聞いた。

「カーティス、ぁ、んん、」

　彼の鼓動は私と同じように早いリズムを刻んでいる。そのことに安堵して顔を上げると、カーティスと真正面で視線がぶつかり合った。

「……君はどうしてこうも可愛い？」

「あ、っ、ああ……！」

「どうにかなりそうだ」

　悩ましげに囁くのに、彼の頬は緩みきっている。辺境へ発つ前に見せていた彼の不安は、すっかり消え去っていた。あるのはただ、私を熱く見つめる情熱的な瞳だけだ。

「エステル」

「っ、はやく、……っきて、っあ、んんっ」

　求めてやまずに彼の耳だけに囁き入れる。私の言葉を聞いた彼は一瞬ぶるりと体を震わせて私の唇を貪るように口づけた。彼の熱い舌に翻弄されているうちに、待ちきれずねだった熱が私の秘所に触れる。

「あ、あ、……っあぅ」

　これから私の腹を暴くものが何かを知らしめるように濡れそぼった蜜口を彼の怒張でゆっくりと擦ったカーティスが、私の耳元へ唇を寄せた。

「エステル」

「ん、……ぅ、んっ」

「君が好きだ。愛している。……他の何もいらない。君だけが欲しい。……どうか俺のすべてを受け入れてくれ」

　熱い囁きに間髪を入れず大きく頷いたら、くちくちと入口に触れていた強直が勢いよく私の最奥に入り込んできた。

「あ、ああああっ……っ、あ、んああ……！」

　淫靡な音を立てて入り込んできた怒張が息つく間もなく引き抜かれ、その刺激に震えるうちにまた最奥に穿たれる。ごちゅりと音が聞こえそうなほど鋭い一突きに翻弄され、目を回しているうちに中を丸くなぞるように腰を動かされる。不規則に襲いかかる快楽にもはや声も出せずにおとがいをそらせて法悦に浸ると、シーツを握りしめていた両手をつなぎ合わされた。

「あっ、ぅ……っ〜〜〜！」

「っエステル……！」

　口づけの合間に何度も名を呼ばれ、応える間もなくこつこつと最奥を穿たれる。法悦に投げ飛ばされたまま降りることもできずひっきりなしに痙攣する体に、カーティスはぴったりと彼の体を絡ませていた。上から私の体を覆うようにして私を抱き込み、際限なく奥の奥まで中に入り込んでくる。隙間なく密着した体が時折擦れるだけでもたまらなく心地よく、痙攣する体で彼にしがみついた。

「エステル、エステル……っ、」

　耳元に熱い吐息が擦れ、ひと際大きな波に足元を掬われる。これ以上昇れないと感じる最上まで快楽が膨れ上がり、子宮口を強く擦られたまらず口を開いた。

「あ……っ、ぅ……、んんんんっ！　いっしょ、……に……っ」

　枯れた声で耳に吹き込んだ瞬間、彼の怒張がぎりぎりまで引き抜かれ息つく間もなく最奥に叩きつけられる。

「っ、……エステル、……っ！」

「ひぁ、ああああああっ……！」

　強い刺激に最上まで押し上げられ、彼の欲望が勢いよく中に叩きつけられる感覚に繰り返し意識が飛びかけた。全力で走り抜けたあとのように呼吸を荒らげる彼を見上げ、つながれた手に力を込める。彼はつなぎ合わされた私の手に口づけて、労わるように私の頭を撫でた。優しい指先に全身から力が抜けていく。もう一歩も動けそうにない体に苦笑していると、カーティスに頰を撫でられた。

「平気か」

「ん、だいじょう、ぶ」

　大丈夫だと告げているはずが、私の声は乾ききっていた。彼はその酷い声色に苦笑しつつ、ゆっくりと彼自身を私の中から引き抜く。

「ん、っ、ぁ」

　その微弱な刺激にも体が反応し、すべてが引き抜かれる頃には彼自身も元のような硬度を取り戻していた。

「悪い。……気にするな。まずは体を休めるのが」

「……やめない、で」

　気まずそうに顔を顰めるカーティスに囁くと、彼は目を丸くして生唾を飲み込んだ。いつも彼は私が満たされているかどうかばかりを気にしている。だがカーティスと同じように、私も彼が満たされているかどうかを気にしているのだ。

「なに、を」

　それに愛おしい人と何の障害もなく愛し合えるようになったこの日に、何を我慢する必要があるのだろうか。欲望と良心に揺れて、悩ましげに眉を寄せる私の騎士がたまらなく愛おしい。

「ねえ、……カーティス、もっと気持ちよくなってほしいし、私もたくさん、貴方と気持ちよくなりたい。……それはいけないこと？」

　閨事の知識などまったくない。どうにか誑かそうとめいっぱい優しく囁いたら、カーティスはますます顔を顰めて唸りながら言った。

「……そういうセリフは誰に教えられているんだ」

「心から思うことを言っているの」

　ずっと遠くに光る星のような人だったはずだ。それなのにカーティスは、なぜか眩しい星を見つめるような瞳で私を見下ろし、蕩けるような笑みを浮かべた。彼が鉄血の騎士であるというのは、やはり真っ赤な嘘なのだ。

「……それなら大歓迎だ。エステル、俺の星。……どうか俺だけのために笑ってくれ」

　そのようなことなら星に願わずとも、確かに私に叶えられる。彼のちっぽけな願いを叶えるために唇に弧を描くと、彼はやはり熱っぽい目で私を見下ろしながら極上の笑みを見せてくれた。

「私、カーティスが微笑みかけてくれるから、いつも嬉しくなって笑っちゃうのよ」

　正直に告げて彼の頬を撫でると、彼はおかしそうに笑って同じように私の頬に触れた。

「それはいいな。実は俺もそうなんだ。君が笑うから、幸福で顔の表情が緩みっぱなしになる。今もきっと騎士にはあるまじき顔をしているだろうな」

「ふふ、カーティスはいつでも立派な騎士様だわ」

　囁いて、最後の力を振り絞って彼の唇に口づけたら、彼はやはり子どものような無邪気な笑みを浮かべて言った。

「ああ、……ようやく君の隣に戻ることができた」
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「結局私の予想どおりになりましたねぇ」

「あまりそれを言わないでください。……彼がへそを曲げてしまうの」

「そりゃ聖女様に構ってほしくてそういうポーズをとっているだけですよ」

「彼がそんなことをするはずがないでしょう？」

「またこれだ。聖女様の愛が盲目的で私は不安になってきますよ」

　結局ゼノの言うとおり、カーティスはゼノの言葉がどうしても頭から離れないと不機嫌そうにつぶやいて王位を継ぐことを決めた。曰く、私の隣に自分以外の人間が立っている姿を見るのは耐え難いとのことだ。昔の口数が少ない彼はどこかへと消えてしまった。凛々しい彼も愛していたが、それがもう二度と私と不毛なすれ違いを起こさないための努力なのだと知っているからどちらにせよ愛おしさに変わりはない。

「ゼノ。妙なことを吹き込むな」

「うわ、出たよ。相変わらずですなぁ」

　後ろから私とゼノの間に入り込んだカーティスを見てゼノがあからさまに顔を顰めた。一見仲が悪いようにも見えるが、先王を廃すために手を取り合った二人だ。もとよりこの国の王政に疑問を持っていたカーティスと、クーデターを企てるゼノの目論見は合致していた。あくまでもカーティスは私を先王から解放するために反逆に手を貸そうと考え王位にはまったく興味がなかったらしいが、結局はゼノの企みに一杯食わされる形になってしまった。そのためカーティスは、ゼノが私と会話しているとあからさまに機嫌を損ねたような顔するが、その実ゼノが私たちの思いを結ぶために画策し続けてくれていたことをよく理解し、感謝もしている。

「妻に俺の陰口を吹き込むような男をわざわざ許す必要があるのか？」

「はいはい。私が悪うございました、っと。ほれほれ、お二人さん、そろそろ出番ですよ」

　先王は先住民を迫害し続けた罪を問われ、北の森に建てられた古びた塔の最上階に幽閉された。これには長年圧政を強いられた民から非難の声が上がったが、すべての罪を法の下に裁くと次期国王が宣言するとその声は徐々に小さくなっていった。

「本当に俺が顔を出す必要があるのか」

　何せ、次の王位を継ぐのはこの国の軍力を欲しいままにする男だ。始めは畏怖の対象として恐れられていたが、それも彼が打ち立てた自由で平等な身分制度などの新しい法に触れると、期待のまなざしに変わった。

　そのことをよくわかっていないらしいカーティスは悩ましげに顔を顰めている。思わずゼノと顔を見合わせてこっそりと笑った。

「いやいや、そこは平民出身の聖女様とのラブストーリーで民衆の心を掴んできてくださいよ。期待してますからね」

　ゼノ曰く、民衆のカーティスへのまなざしが変わった要因の一つに私の存在があるらしい。三年間聖女を務めた私が街に降り立ち、カーティスを伴って病に苦しむ者たちへと聖力を使った。これまでできなかったことがしたいと願って自己満足のようだと感じながらも始めたことが民衆に知れ渡ったらしい。

　その聖女が微笑みかけると常に氷のように冷たい表情を浮かべている次期国王が柔らかな笑みを浮かべる。鉄血と呼ばれた騎士は、実は己が幼い頃に恋い慕った聖女を守るために心を鬼にし、戦いに身を投じていたのだという噂は誰に広められたのか。瞬く間に国中に広がって、私たちは常に生ぬるい視線に晒されている。

「ゼノ様、あんまりカーティスを困らせないで」

　そもそもカーティスは人見知りなのだ。胸の内でひっそりとつぶやきつつ、ゼノの視線に苦笑する。

　ゼノは先住民の頭と呼ばれていたとおり彼らの中で王位を継ぐべき血筋の者なのだが、先住民のための土地が与えられてからもふらりとこの王宮に現れて私たちを茶化して帰っていく。口には出さないが間違いなくゼノはカーティスのことを気に入っているのだ。似た者同士の二人を胸の内で笑っているうちに、カーティスに肩を抱かれて顔を上げた。

「……ゼノ。助言は感謝しておく」

「お安い御用ですよ」

　軽快な言い合いに目を細めつつ、カーティスに名を呼ばれて深く頷いた。彼の長い足に歩調を合わせられながら、ゆっくりとバルコニーへと歩みを進める。

　先王を廃しようやく国の情勢が落ち着いた今、私たちは国王とその妃として民衆の前に顔を出すことになっている。このスケジュールに合わせるため、私たちはつい一時間ほど前に簡易な挙式で婚姻を済ませた。

「エステル」

「……どうしたの？」

「正直に言うが」

「……ええ」

「俺は少し、君が足りない」

　盛大な式を前にしてつぶやかれた言葉に、呆然としてしまった。わざとらしく機嫌を損ねたような表情を作って見せる彼に少し前に聞いたゼノの言葉が思い出される。これが構ってほしいポーズというものだろうか。そうだとしたら、あまりにも愛らしすぎる。

「どうして笑うんだ」

「ふふ、いえ。不機嫌そうな貴方も愛おしくて嬉しくなってしまったの」

　彼の言葉に合わせるように私も正直に囁くと、彼はあからさまに表情を緩めて私の頬を撫でた。

「そうか。それはいいな」

「ええ、本当に」

　彼の瞳にただ一人、私だけが映り込んでいる。この幸福な光景がいつまでも長く続くようにと祈るような気持ちで目を細めた。流星のように美しい彼の髪が陽の光に照らし出されてまばゆく輝く。美しい光景に目を細めていると、彼は優しく私の背中を押して最後の一歩を踏み出した。

「エステル」

　眼前には私たちの姿を見にきた民衆の姿が広がっている。眩しい光景に目を細め、横から囁かれる柔らかな声に視線を上げた。

「うん？　どうしたの？」

　彼は平民の私とは程遠い空に輝く星のような人なのに、私とともに生きるために私の手を握り続けてくれている。途方もない奇跡に目が眩んで、幸福に胸がくすぐられた。この人を好きでいてよかったのだと心から思える。これからどのような困難が降りかかろうと二度と私は自分の人生を諦めたり己を卑下したりしないし、絶対に彼の手を離そうとしない。彼が愛する私を、私も大切にしたいと思えるようになったのだ。幸福な愛の仕組みに笑った私に、最愛の人が悪戯を囁いた。

「……先ほど言ったとおり、俺は君が足りない。……ゆえに不服ではあるが、あの男の助言に従ってみよう」

　その日民衆の前に顔を出した新国王は妃に何事かを囁いて、民衆に声をかける間もなく彼女の唇を奪った。それゆえに鉄血として知られていた国王はこの日、その称号を呆気なく壊してしまった。

　その日の彼は唖然とする妃の腰を抱きながら、誰よりも幸福そうな笑みを浮かべていたという。




　こうして鉄血と呼ばれた男は国王となり、彼がこよなく愛する聖女とともに、この国の愛の象徴として末永く国を統治した。







あとがき








　本作にここまでお付き合いいただいた皆様、誠にありがとうございました。

　互いに思いあっているのに長くすれ違ってしまった二人が時を経てひょんなことから少しずつ歩み寄っていくようなお話が書けたらいいなと思い、書き始めたのが本作です。

　気に入っていただけましたでしょうか？　少しでも心のどこかに残るお話になっていれば嬉しいです。




　数日後に死に至ると知って、その日までにやってみたいと思うことが何かありますか？

　エステルの場合はそれがカーティスとの縁を取り戻すことだったのだと思います。

　もしもあなたに、明日があるからいい、明後日でいい、次に出会えた時でいい……と先延ばしにしてしまうような愛の言葉があるのならば、私はきっと、今すぐになりふり構わず伝えてしまったほうがいいと思います。

　なぜなら人生には、たった一握りの勇気が未来の自分を救ってくれる瞬間が必ずあると信じているからです。




　人は誰しも自分自身にコンプレックスを抱えているものと思いますが、それを乗り越えられる魔法のうちの一つに愛があったらいいなと感じる今日この頃です。自分自身よりも側にいる誰かを優先してしまいがちなエステルとカーティスが共にいるからこそ、今後も二人は互いを大切にしあってしっかりと歩み続けていけるのではないかと思います。




　愛がいつでもそういう素敵な魔法であればいいですね。




　最後になりますが、本書の編集に関わってくださった皆様、イラストレーター様、そして何よりもこの作品を読んでくださった皆様、本当にありがとうございました。




　皆さまの明日が、いつも誰かの優しい愛に包まれていますように。






智とも江え　千ち佳か子こ










【著者紹介】

桃とチーズとワインと犬と、ハッピーエンドが好きです。ご購入いただきありがとうございます。
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余よ命めい宣せん告こくを受うけた聖せい女じょは初はつ恋こいの騎き士しに終おわらない愛あい欲よくを注そがれる
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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